















































ＭＦ文庫Ｊ

僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ２

風見周








口絵・本文イラスト●高品有桂










ＣＯＮＴＥＮＴＳ



プロローグと見せかけた、沢渡由吾の新生活。

鋼鉄の処女

ｈｏｎｅｙ　ｓｏ　ｓｗｅｅｔ

沢渡由吾の特技。獅堂吹雪の弱点。

庇護欲求不満

晴れのち曇り、ところにより吹雪

流れ星に願いをかける方法

佐寺翡翠

ホラー映画を観よう

クッキン・クッキー

恋とお風呂の温かさ

エピローグと見せかけた、恋愛心理研究会の新展開。










　　　プロローグと見せかけた、沢渡さわたり由ゆう吾ごのいちゃいちゃな放課後





「『ツンヌレ』という属性を知っているかしら？」



　四月一六日。二年生がはじまって一週間ほどが過ぎた日の放課後。生管棟の四階。

　ラブラボのソファに腰掛けて紅茶を一口すすった僕の耳に届いてきたのは、獅し堂どう吹雪ふぶきのそんな言葉だった。

「ツンヌレ？　聞いたことがないな。ツンデレだったら知ってるけど」

　ラブラボ──恋愛心理研究会の研究室だ。

　教室の二倍はあろうかという板張りのだだっ広い部屋。調度品と呼べるものはテーブルと椅子、キングサイズのベッド。そして、アンティークの応接セットぐらいしかない。

　二人がけのソファに身体を預けている僕は対面に座っている獅堂を見やった。

　腰まである長い黒髪。白い肌。吊つり目がちな瞳。手足もすんなりと長い。スレンダーなモデル体型。

『クールビューティー』という言葉が相応ふさわしい美少女である。

　獅堂はティーカップを持ち上げ、紅茶を飲む。一挙手一投足、全ての所作が美しいと僕は感じた。

　彼女の身体で美しくない部分と言えば、黒髪につけられたアクセサリーぐらいだろう。吹雪ふぶきという名前にちなんでいるのか、雪だるま型の小さな髪飾りをつけてる。それだけは美しいというより可愛かわいいかな。

　獅し堂どうは容よう貌ぼうに相応ふさわしい冷たい声で言った。

「ツンデレというのは人口に膾かい炙しやされた概念ね。広辞○の最新版に収録されていてもおかしくないわ」

「辞書に載るにはまだ早いだろ。……ウチの妹でも知ってそうなぐらいに一般化しているとは思うけど」

　僕のツッコミを軽やかにスルーして、獅堂はカップをソーサーへ戻す。

「確認するまでもなく、ツンデレというのは私のようなタイプの女の子のことを言うのでしょう？」

「いや、待て。おまえは確かにツンケンしてるのは認めよう。二年生になった途端にクラスメイトたちをドン引きさせてたしな」

　二年生になっても、僕と獅堂は同じクラスに所属することになった。

　二年Ｂ組。座席も一年生の頃と同じ。窓際の一番後ろの席で隣り合ってる。

　二年次がはじまった初日のホームルーム。自己紹介の挨拶で獅堂は立ち上がりもせずにこう言い放ったのだ。



　──私に話しかけたら、殺すわ。



　以上、獅堂吹雪の挨拶全文。

　脅し文句がストレートすぎる!!

　Ｂ組の仲間となった生徒たちは、全員が獅堂の挨拶で震え上がった。

　結局、一年生の頃と同じように誰一人として獅堂に話しかけようとする生徒はいなくなってしまったのである。

　クラスメイトの「やべえ、《氷ひよう雪せつの女じよ帝てい》と同じクラスになっちまったよ」「逆らったら学校をクビにされるらしいな」「一年のときの担任が飛ばされたってさ！」「おれは何人かぶっ殺してるって聞いたぜ！」「怖こええええ!!」なんて恐怖の叫びが僕の耳にも届いてきたのを覚えている。

　僕は知らなかったのだが、獅堂は《氷雪の女帝》とかいう二つ名をつけられて恐れられているようだ。誰がつけたか知らないが、その名付け親は中学二年生的なメンタリティの持ち主なのだろう。

　なんにせよ、獅堂がクラスメイトと仲良くなる日は遠そうだな……。

　心の中で嘆なげきつつ、僕は続けた。

「ツン成分はあっても、おまえにはデレ成分は一欠片かけらもないと思うぞ」

「あら、そんなことないわ。私はデレまくりよ」

　表情筋を一ミリも動かさず、クールな無表情のままで獅し堂どうは口を開く。

「べ、別に、沢渡さわたりくんのことなんかこれっぽっちも好きじゃないんだからね！」

「うわあ、取って付けたようなツンデレゼリフ！」

「私がいまぱんつをはいていないのは、あなたを喜ばせるためじゃないんだからね！」

「ちょっ、ちょっと待て！　さらっととんでもないこと言ったぞ！」

「沢渡くんの紅茶に毒を入れたのは、あなたのことが好きじゃないからなんだからね！」

「デレ成分消えてる！　ただの犯行声明じゃないか！　つうか、毒!?」

　僕は驚いてソーサーにカップを置いた。高級なカップがガシャンと音を立てる。

「冗談よ。毒は盛ってないわ。ちゃんとぱんつもはいています」

「ったく、驚かせないでくれよ……。おまえと会話していると、ＨＰがゴリゴリ減っていくのを感じるぜ」

　慌てる僕を見て獅堂はわずかに目を細めた。獲物をいたぶるときの猫の目を彷ほう彿ふつとさせる。獅堂のヤツめ、また僕をからかって遊んでるんだな。

「ツンデレという言葉は、現在のところ『恋する相手に素直になれない少女』の総称として使われているわ。でも、より原義に従うなら『人前では恋人に対してツンケンと接するけれど、人目のないところでは途端にデレデレする少女』のことを指すそうよ」

「へえ、そうなのか。僕も間違って覚えてたよ」

　獅堂は教室ではほとんど口を開こうともしない。恐らくクラスメイトたちは彼女のことを無口な少女だと思っている。

　だが、実際には結構お喋しやべりなのだ。博覧強記で話題の幅も広い。僕が知りもしなかった情報を教えられることもしばしばだった。その大半が一生日の目を見ないであろう無駄知識なのが玉たまに瑕きずだけど。

「私の行動はよりツンデレの原義に近いと思うわ。他の生徒たちの前では沢渡くんに話しかけることもない。でも、ラブラボでは沢渡くんにいちゃいちゃすることを要求しているのだから」

「言われてみると、そう、なのかな？」

　僕たちがやってるいちゃいちゃは、愛情が籠もってるわけじゃないから……デレデレとはまた違う気もする。

「でもね、沢渡くん」

　獅堂は立ち上がった。

　制服のスカートを翻ひるがえし僕の方へ歩いてくる。黒髪が美しく靡なびいた。

「ツンデレなんて、もう古い概念だわ。私は新たな属性『ツンヌレ少女』として、新境地を開拓していこうと思うの」

「さっきから言ってるけどツンヌレってなんなんだよ？」

　獅し堂どうは僕の隣に腰掛けた。ソファが微かすかに沈み込む。

　黒瞳が僕を真まっ直すぐに射抜いた。メデューサにでも魅入られてしまったかのように僕は身体が動かせなくなる。

「ツンヌレというのはね──」



「口ではツンケンしているけれど……下着がヌレヌレな女の子のことなの」



「はあ!?」

「べ、別に、沢渡さわたりくんのことなんか好きじゃないんだからね！（ジュン…♡）」

「『ジュン…♡』じゃねえよ！　また下ネタか！」

「私がいま、ぱんつをはいていないのは、あなたを喜ばせるためじゃないんだからね！　ビショビショになったから脱いだだけなんだからねーっ！」

「真顔かつ棒読みで、そんな下品な発言ができるおまえの胆力を一周回って尊敬するよ」

「ねえ、沢渡くん」

　獅堂は僕の方へと顔を近づけてきた。彼女の体温とシャンプーの香りを同時に感じる。

「私が『青せい春しゆん症しよう候こう群ぐん』に罹かかっていることは知っているわよね」

「忘れるわけないだろ。僕は『治ち療りよう者しや』だぞ」

　青せい春しゆん症しよう候こう群ぐん。

　それは獅堂家の子女だけが罹り患かんする遺伝病だ。

　脳内ホルモンの代謝異常により、発作が起こると異性と触れあいたくてたまらないという状態に陥おちいってしまう。

　発作を防ぐには、ＰＥＡというホルモンを分泌させる必要がある。

　ＰＥＡは『恋愛ホルモン』とも呼ばれている物質。人間がトキメキを感じたときに分泌される脳内麻薬の一種だ。

　僕は『治療者』として獅堂といちゃいちゃすることで薬代わりにトキメキを与えてあげる役目を担っているのだ。

　獅堂は唇を寄せてきて、僕の耳元で囁ささやいた。

「異性と触れあいたい気持ちが高まりすぎて、どうにかなってしまいそうなの。普段なら卑ひ猥わいな妄想をすることで発作の苦しみを緩かん和わできるんだけど……今日はダメみたい」

　クラスメイトの瞳がわずかに潤うるんでいる。桜色の唇からは熱い吐息が漏れていた。ひょっとして発作が起こりそうなのか？

「わ、わかった！　それじゃ、僕といちゃいちゃしよう！　今日のテーマはなにがいいかな？　すぐに考えるから、くれぐれも早まったことはするなよ……って、あれ？　おかしいな!?」

　身体が動かせなくなっていた。首から下が石像と化したように固まっている。どうなってるんだよ、これ！

「言ったでしょう。沢渡さわたりくんの紅茶に毒『は』入れてないわ」

「ってことは、毒以外のなにかが入っていたのか!?」

　獅し堂どうがさらに近づいてくる。ソファに座る僕の足をまたぐようにして膝立ちをした。馬乗り状態だ。

　ハァハァと吐息を荒くしながら、獅堂は僕を見下ろして。

「首から下だけがちょっぴり身体が動かなくなる薬を混ぜただけよ。お喋しやべりもできるわ。即効性はあるけど、副作用はない。命に別状はないから心配しないで」

「そんな都合の良い薬がこの世にあるのか!?」

「『高度に発達した科学は魔法と区別がつかない』という言葉があるわね。それと同じように『高度に発達した権力は魔法と区別がつかない』のよ」

「つまり、『獅堂家は超お金持ちの名家だからなんでもアリ』ってこと!?」

「辻つじ褄つまの合わないことでも『獅し子し神がみグループが一晩でやってくれました』と説明してしまえば大抵のことは許されてしまうの。便利でしょう？」

「ちくしょう！　なんて安易なんだ！」

　僕は唇を噛かんだ。首から下には力が入らないから、僕にできる抵抗はそれしかないのだ。

　獅堂は僕に馬乗り状態になったまま、スカートの裾を両手で摘つまんだ。

「ふぅ、とっても身体が熱いわ……」

「気を確かに持て、獅堂！　青春症候群の発作にやられてるだけだぞ！」

　僕の言葉は届いていないようだった。

　頬ほおを微かすかに染めた獅堂が、スカートの裾をゆっくりと持ち上げていく。

　ニーソックスに包まれた綺き麗れいな脚線美が露あらわとなった。

「私は沢渡くんのことなんて好きじゃないわ。むしろ、あなたみたいなお節介は大嫌いよ。……でも、あなたと一緒にいると、えっちな妄想で頭がいっぱいになってしまうの。すぐに下着がヌレヌレになってしまって、とても気持ち悪いわ。だから、ね」

　獅堂はさらにスカートを持ち上げる。

　絶対領域が広がっていき──やがては、白い下着が見えてしまった。



「ねえ、沢渡くん──私のぱんつを脱がしてくれないかしら？」



「──なっ!?」

　獅し堂どうのショッキングなセリフと、ぱんつの目映まばゆい白さが僕の心を貫つらぬく。

「で、できるわけないだろ!?」

「ああ、そうだった。身体が麻ま痺ひしているのよね。じゃあ、自分で脱ぐから、あなたはそのようすをしっかりと観察してちょうだい。後で感想文を提出してね」

「社会科見学みたいなノリで裸体を見せるな！　僕はそんなもん見たくないぞっ！」

「『嫌よ嫌よも、好きのうち』。私の大好きな言葉よ」

「僕は本当に嫌なんだって！」

「怖がらなくてもいいわ。天井の染みを数えている間に終わってしまうでしょう」

「女の子が言うセリフじゃないだろ、それ！」

「沢渡さわたりくんこそ、女の子みたいに小さいことをグチグチ言わないでちょうだい」

「うるせえ！　獅堂とのやり取りはあまりにも不毛だ！」

「嫌だわ、沢渡くん。私が『生えてない』ことを声高に叫ぶなんて。これでも気にしてるのよ」

「今すぐに辞書を用意して『不毛』の意味を調べてくれ！　ついでに、その辞書で僕の側頭部を殴って、おまえが口走った身体情報を忘れさせてもらえると助かるね！」

　スカートをまくり上げている獅堂を見上げて怒鳴った。















「あのな、獅し堂どう。僕は風紀委員に目をつけられてるんだ。こんなことしてるのがバレたら退学にされちゃうぞ！」

「ラブラボは密室よ。あなたが少しぐらい騒ごうが風紀委員も手出しはできないわ」

「見つからなきゃいいって問題じゃないだろ！　それになにより……僕には恋人がいるんだよ！　僕は愛まな火びが好きなんだ！　あいつを裏切るようなマネはできない！」

　すると、獅堂の唇が酷薄そうに歪ゆがんだ。

「わかっているわ、沢渡さわたりくん。あなたたちの恋路を邪魔するつもりはないの」

　クラスメイトの指が、スカートの中の下着にかかった。

「だ、だったら、どうしてそんなことするんだよ……？」



「──つまらないから」



「つまらない？」



「ねえ、沢渡くん。

　暗闇の中で泣いていた私に手を差し伸べたのは、あなたよ。

　苦しみの中で揺れていた私を日の当たる日常へ引きずり出したのは、あなたよ。

　迷って迷って迷った末に迷い続けることを選んだ私に選択を迫ったのは、あなたよ。

　ねえ、沢渡くん。沢渡くん沢渡くん沢渡くん。

　そんなあなたと過ごす日常が平凡であっていいはずがないわ」



「意味がわからないよ」

「意味なんて考えなくていいわ。ただ快楽の赴おもむくままに楽しみましょう、沢渡くん」

　獅堂はゆっくりとぱんつを下ろしていく。

「うわああ！　マジでマズいって！　堪忍してくれえっ！　ノォォォぅっ!!」

　僕の悲痛な叫びがラブラボに響き渡って──。





「──のぁっ!?」

　そこで、僕は目を覚ました。眼前に広がっているのは見慣れた僕の部屋の天井。

「今のは……夢か……。なんつーひどい夢だよ……」

　上半身を起こして額に手を当てた。びっしょりと寝汗をかいている。呼吸も荒い。

　そのとき、気付いた。

　──ＰｉＬｉＬｉＬｉＬｉＬｉＬｉ。

　枕元のスマホが電子音を奏でている。電話の着信だ。画面に表示されている名前は『飛鳥あすか井い愛まな火び』。

「もしもし？」

『おはよ、由ゆう吾ご！　まだ準備できないの？　あたし、もう下で待ってるんだけど？』

　慌ててベッドから飛び降り窓辺へと向かった。カーテンを開ける。

　僕んちの前の道路。目映まばゆい朝日の下。幼なじみが僕に向かって元気よく飛び跳ねて、手を振っていた。

　飛鳥井愛火。僕の一〇年来の幼なじみにして──恋人だ。

　ふんわりとした肩ほどの長さの淡い色の髪。くりっとした大きな瞳と、きりっとした意志の強そうな眉。通った鼻筋。

　二階から見てもわかるほど可愛かわいい顔立ちだと思う。

　そして、スタイルも悪くなかった。

　背はそれほど高くないが胸がわりとデカい。ぴょんぴょんと飛び跳ねるたびに胸元が揺れている。翻ひるがえった制服のミニスカートから伸びるナマ足もすんなりと長くて綺き麗れいだ。

　満面の笑みを浮かべていた幼なじみは、僕の格好を見た瞬間に顔を強こわばらせた。受話器に向かって怒鳴る。

『って、由吾！　まだパジャマじゃん！』

「……悪い。たった今起きたとこだ」

『ひっどーい！　今日も一緒に学校行こうねって約束してたのに！』

「一〇分だけ待ってくれ。急いで支度するから」

　幼なじみはプクッと頬ほおを膨らませ、スマホに向かって叫んだ。

『由吾のアホ！　早くしてよね！』

　僕はスマホをベッドに放り投げてパジャマを脱ぎ捨て制服のシャツに袖を通した。

「やれやれ……どうしてあんな夢を見ちゃったんだ、僕は……」

　気合いを入れるためにネクタイをキツく締め、洗面所に向かった。冷たい水で顔を洗う。ついでに水を被かぶるようにして髪を整えた。冷たい水が僕の心のモヤモヤしたものを少しだけ振り払ってくれた。

　愛猫のベスにエサをやり、トーストを囓かじっていた妹に「車に気をつけて学校行くんだぞ」と声を掛けて家を飛び出す。

　幼なじみは僕の家の前でふくれっ面をしていた。スマホの画面を横目で見やって。

「九分三〇秒。これぐらいならアイス一個で許してあげてもいいかな」

「仕方ない。今夜、風呂上がりに食べようと仕入れておいたガリガ○君をおまえにやるよ」

「なーに言ってんの！　お詫わびのアイスと言ったらハーゲンダッ○しかあり得ないよ！」

「がめついヤツめ……」

　小声で呟つぶやきつつ──僕は愛まな火びの手を握る。

「遅刻することはないと思うけど、ちょっとだけ急ぐか」

　さっきまで威勢よく怒鳴り散らしていた幼なじみが、急に大人しくなった。顔を真っ赤にして口をパクパクさせる。

「あー、愛火」

「な、なにかな？」

「僕も照れくさいんだから、手を繋つなぐだけでそんなに顔真っ赤にするなよ」

「仕方ないでしょ。ドキドキしちゃうんだもんっ」

　僕の手をそっと握り返し、愛火は満面の笑みを浮かべる。幼なじみの手のひらの柔らかさに心臓が跳ね上がる。

「じゃ、学校行こっか」

「おう」

　胸の高鳴りを感じつつ、僕たちは春の朝日の中を駆けだした。










　　　鋼鉄の処女アイアン・ビツチ





　僕の家から獅し子し神がみ学がく園えん高等部──通称レオ高までは、徒歩で二〇分ちょっとの道のりだ。

　暖かな朝の日差し。住宅街。土手沿いのサイクリングロード。新緑の映える桜並木。

　のどかさを絵に描いたような通学路を、僕と愛まな火びは手を繋ぎ合って登校した。

　本当のことを言えば、愛火は校門をくぐる瞬間まで手を繋いでいたいらしい。

　しかし、時間にして一〇分ほどで手を離すことになってしまった。

　その理由の一つは──学校が近づくと生徒たちの目が増えるから。

　僕は図はからずもレオ高における有名人となってしまったのだ。

　原因はもちろん、僕がしでかした卒業式ジャックである。



　──僕は一年Ｂ組の沢渡さわたり由ゆう吾ごだ!!

　　　Ａ組の飛鳥あすか井い愛火は僕の恋人で、Ｂ組の獅し堂どう吹雪ふぶきは僕の愛人だ!!

　　　この二人に触れる男は絶対に許さない！　文句のあるヤツはかかってきやがれ!!



　思い返すだに恥ずかしい、『沢渡由吾の交際宣言』。

　厳げん粛しゆくな卒業式の場で、こんな人倫にもとることを堂々と言い放っておきながら、その後は悠長な学園生活に戻れるなんて虫のいい話があるはずがない。

　卒業式ジャックの翌日から僕の名は学校中に響き渡った。

　ステージで倒れそうになっていた獅し堂どうの元へ颯さつ爽そうと駆けつけたこと。

　そして、幼なじみに一〇年越しの愛を伝えたこと。

　この二点に関しては男らしいという賛辞の声もあったようだ。『あんな風に告白されてみた～い♡』などと感動した奇矯な女生徒もいた模様。

　しかし、獅堂を愛人にすると明言してしまったこと＆恋人として愛を伝えた愛まな火びの目の前で獅堂にキスしたことに関しては非難が集中した。

　面と向かって僕を罵倒する人こそいなかったけれど、愛火の下げ駄た箱ばこには『あんなケダモノとは別れた方がいいよ！』という匿名のお便りが何通も届いたそうな。

　今まで顔を合わせたこともない上級生のお姉さんたちが僕のクラスまでやってきて、遠巻きにジト目をされるというのは──うん。できることなら、もう二度と味わいたくない経験だ。見知らぬ女生徒から白眼視されるってのはなかなかキツい。

　だが、獅堂が罹り患かんしている『青せい春しゆん症しよう候こう群ぐん』に関しては他人に漏らすわけにはいかない。浮気者の誹そしりを甘んじて受け止めるしかなかった。

　あ、そうそう。

　当然ながら、卒業式を妨害したことに関して先生から散々叱られた。

　一時は停学処分も検討されたそうだ。しかし、獅し子し神がみ学がく園えんの理事長先生でもある獅堂のお祖じ父いさんから『不問にせよ』とのお達しがあり、莫ばく大だいな量の反省文と引き替えに僕はなんとか高校生としての地位を守ることができた。

　卒業式の翌日から春休みに入るまで。およそ一週間ほどの期間は針のむしろ──とまでは言わないが、それなりに居心地の悪い学校生活を送る羽目に陥おちいったのだ。

　しかしながら。

　二年生となった今は、先月ほど騒がれなくなっていた。コソコソと噂うわさ話ばなしをしている声は耳に入ってくることもあるけれど、後ろ指を指されることは少なくなったかな。

『人の噂も七十五日』という言葉もある。

　アニメのワンクールほどの期間があれば、人々の話題は移り変わっていくのだ。

　できることなら、このまま卒業式ジャックの話題は風化して欲しかった。

　噂の沈静化のために人前ではベタベタしないようにしよう──愛火と相談してそう決めたのである。

　そして、もう一つ。

　僕には愛火と人前でいちゃつくことができない理由があった。

「ん？　なにかな、あれ？　人がいっぱい集まってるね」

　レオ高へと向かう坂道を並んで歩いていた愛まな火びが校門を指さした。

　獅し子し神がみ学がく園えんを象しよう徴ちようする獅子の像が彫られた門柱の前辺りに人だかりができている。

　人垣の奥へ目を凝こらしてみる。人だかりの向こうに女生徒が立っていた。

　その少女を見た瞬間に──ふわり、と。

　どこからともなく風が吹いたような気がした。

　少女のプラチナブロンドの髪が美しく風に靡なびき、腕につけられた『風紀』の文字が書かれた腕章が凜々しく揺れる。

　ついでに、少女の周囲に花びらが舞い散り空気が紅色に染まった。

　……いや、実際には花びらなんて舞ってないんだけど。僕の脳内に少女漫画の背景もかくやという華やいだイメージが浮かんだのだ。彼女を見た誰もが同じような幻視をしたことだろう。

　それほどまでに、風紀委員の少女は美しかった。

　綺き麗れいに結われたブロンドの髪。長いまつげ。緑色に輝く瞳。桜色のぽってりとした唇。透き通るように白い肌。

　目がちかちかするぐらいに、全てのパーツが輝いて見えた。

　驚くべき点は、彼女の想像を絶するほどの美少女っぷりだけではない。

　むしろ、首から下の方が驚きに満ちている。

　ただ立っているだけなのに──たゆゆゆゆんっ♡

　制服に包まれたバストがドリブル中のバスケットボールみたいに揺れていた。シャツのボタンが今にも弾はじけ飛とびそうだ。彼女はあまりにも胸がデカいのである。

　手足も恐ろしく長い。特に脚線美の見事さは筆舌に尽くしがたい。

　さらに、スカートに包まれたおしりも激しく自己主張をしている。

　あまりにも長い脚と大きめなおしりのせいで、学校指定の制服がミニスカートに見えるほどだった。

　この風紀委員、恐ろしいまでにスタイルがいいのだ。洋物のピンナップを彷ほう彿ふつとさせるド派手なボディー。

　我が幼なじみもまあまあスタイルは良い方だが、彼女を前にしたら霞かすんでしまう。

　彼女の名は──佐さ寺てら翡ひ翠すい。

　獅子神学園高等部の二年Ｄ組に所属する、風紀副委員長である。

「おはようございます」

　校門を通り過ぎる生徒たちに、佐寺さんははつらつとした口調で挨拶をした。

　風紀委員の発する声はとてつもなく可愛かわいかった。古めかしい言い方をするなら『鈴を転がしたような』。今風に言うなら甘えるようなアニメ声。彼女は恐ろしく可愛い美声の持ち主なのである。

　離れた場所にいる僕ですら耳が幸せになってしまった。眼福ならぬ、耳福だな。そんな言葉があるのかどうか知らないけど。

　佐さ寺てらさんの美貌と美声に、校門をくぐる女生徒は誰もが酔いしれたような眼まな差ざしになっていた。女の子ですら見み惚ほれるほどに、佐寺さんは美しいのだ。

　だが、風紀委員の美声が不意に冷たくなった。

「──そこのあなた」

「ひ、ひゃいっ！」

　呼び止められた女生徒は上ずった声で返事をした。

「スカート丈が校則よりも、三センチほど短いようです。明日までに直すようにしてください。……さもなくば罰を与えます」

「わ、わかりましたっ。直しておきます」

　注意をされた女生徒は怯おびえたように頷うなずく。

　佐寺さんは微笑ほほえみを浮かべて、再び朝の挨拶に戻る。

「おはようございます。──あら、そちらのあなた、ネクタイはきちんと締めてください。そこのあなたも、シャツのボタンは全てお留めなさい」

　校門をくぐろうとする男子生徒にも逐ちく一いち注意を与えていく。

　男子のようすは女子のそれとは若干異なっていた。

　女生徒が佐寺さんに憧れの視線を向けているのに対して、男子生徒は彼女を見た瞬間に全員が瞳を♡形にして鼻の下を伸ばしていたのだ。

　佐寺さんの全身から放たれているセクシーなフェロモンみたいなものに野郎どもは目を奪われているに違いない。

　と、愛まな火びが僕に耳打ちをしてきた。

「うわ、佐寺さん。今日も校門の前に立ってるんだ……。由ゆう吾ご。バレないようにこっそり学校に入っちゃおうよ」

「うん。それがいいな」

　人混みに紛まぎれるようにして、僕と愛火は校門をすり抜けようとした。

　しかし、佐寺さんは目ざとかった。

「お待ちなさい。沢渡さわたり由吾さん」

　佐寺さんは高性能なレーダーでもついているように僕を見つけ出し、可愛かわいい声で呼び止められてしまう。

　風紀委員は人混みの中をこちらに向かって歩いてくる。モーセが海を割った十じつ戒かいのワンシーンのように生徒たちの群れが左右に分かれて彼女のために道を空けた。

　佐寺さんの歩く姿を見て……思わず僕は生唾を飲む。歩くだけでおしりが左右に揺れていて、とてもセクシーなのだ。いわゆる『モンローウォーク』というヤツだな。

「由ゆう吾ご。なにぽーっとしてんの？」

　愛まな火びに肘鉄を食らわされて、ようやく我に返った。いかん。僕も佐さ寺てらさんのセクシーさに目を奪われかけてたようだ。

「ぼ、僕になにか用かな？」

　腰に手を当て、風紀委員は僕たちの前に立ちはだかった。『虫けら』でも見るような、凍りつくような眼まな差ざしで僕を睥へい睨げいする。

　佐寺さんは女の子にしては背が高い。だが、一応僕の方が頭一つぐらいデカいんだ。

　それなのに見下されてるような気分になるってのは不思議なもんだな。

「昨日、私はあなたにお伝えしたはずです。校内でいちゃいちゃするのは許さない、と。それなのに、よくもまあ女生徒と登校できるものですね」

　佐寺さんはふとももに装着したホルスターから文庫本ほどのサイズの手帳を取り出した。生徒手帳よりもずっと分厚い革張りの手帳。

　これは風紀委員だけが持つ『獅し子し神がみ学がく園えん高等部生徒心得全書』。通称『聖典』と呼ばれているそうだ。

　パチン！──指を鳴らすような音がした。

　まるで扇せん子すを開くような動作で佐寺さんは聖典をめくった。開いたページを僕の眼前に突きつけて。

「獅子神学園高等部校則、第二三条一項。『本校に通う生徒は、高校生に相応ふさわしい品位ある交友関係を築かねばならない。特に不純異性交遊は、これを許さない』。この条文が目に入りませんか？」

「不純異性交遊なんてしてないだろ。友だちと一緒に登校することは禁止されてないはずだ」

「飛鳥あすか井い愛火さんを今にも襲いかかりそうな目付きで見ていました！　学内で婦女子を襲うなんて言語道断です」

「やだもう、由吾ってばヘンな目であたしを見てたんだ……♡」

　おい、愛火。照れくささとうれしさが混じり合ったような顔で微笑ほほえむのはやめてくれ。話がややこしくなるから。

　パチン！──佐寺さんは聖典を閉じた。

「沢渡さわたり由吾さん。愛人を作るなんて不届きな宣言をしたあなたのことです……。野放しにしていたら、きっと他の女生徒も毒どく牙がにかけるに決まっています！」

「そんなことしないって！　愛火と交際していることも、獅し堂どうを愛人にしてることも事実だけど……校則違反にあたるようなマネはしてないよ」

「ウソおっしゃい。あなたみたいな品性下劣な人に清き交際などできるはずありません！」

「品性下劣て。ひどい言われようだな……」

　可愛かわいらしい声で罵倒しまくる佐さ寺てらさん。宝石のような瞳で僕を睨にらみ付つけてくる。

「私の目の黒いうちは不純異性交遊など許しません！」

「いやいや、きみって目が碧みどり色じゃないか」

「つまり、なにがあろうと絶対に許さないということです！」

　匕首あいくちを突きつけるかのように、校章が刻まれた手帳を僕の喉元に押し当てて。

「沢渡さわたり由ゆう吾ごさん。あなたみたいな悪い男子生徒は、必ずや退学に追い込んでみせます！」

　大おお見み得えを切る佐寺さん。エメラルドグリーンの瞳がキラリと輝いた。

　鬼の風紀委員ＶＳ卒業式ジャック犯。

　ギャラリーにとっては、盛り上がる対戦カードだったようだ。

　校門の前に集まっていたギャラリーからやんやの大だい喝かつ采さいがあがる。

　佐寺さんは歓呼の声に応えるように大きく胸を張った。

　次の瞬間──ぶづんばづんっ！

　派手な音と共に佐寺さんのシャツのボタンが弾はじけ飛とんだ。

「痛っ!?」

　第二ボタンと第三ボタンが弾丸みたいに飛んできて、僕のオデコにブチ当たった。

　バストがあまりにも大きくて、胸を張るという動作にボタンが耐えられなかったのだ。

　──ばるるるるんっ♡

　そんな擬音をつけたくなるような勢いで、レース地のブラに包まれた二つの膨らみが解放された。大きな胸の膨らみと深い谷間が僕の目に飛び込んでくる。

　なにが起こったのかわからず、佐寺さんはしばらくキメポーズのままで固まっていた。

「……うわ」

　佐寺さんのバストが放つ圧倒的な存在感に気け圧おされて、僕もリアクションが取れなかった。見ちゃダメだってわかっているのに視線を逸そらすことすらできない。

　まるで時が止まったかのように、その場にいた全員が硬直していた。

　たっぷり一〇秒ほどの沈黙の後で──

「きゃああああああああああっ!!」

　佐寺さんは悲鳴をあげた。耳の先まで真っ赤に染まってしまう。

　はだけてしまったシャツを片手でかき合わせ、胸元を隠そうとする。しかし、胸が大きすぎて手の隙間から丸い膨らみがチラ見えしていた。

　恨みがましい目で、風紀委員の少女は僕を睨み付けて。

「わ、私を脱がせて、なにをしようというんですか！」

「はあ!?　今のはどう考えても、僕のせいじゃないだろ！」

「あなたが全て悪いのです！　このヘンタイ！」

　そう叫ぶや──ばちんっ!!　──佐寺さんは革張りの手帳で僕の頬ほおを叩たたいた。

　ビンタされたかのような音が弾はじける。つうか、痛いてぇ!?

　佐さ寺てらさんは手帳で胸を隠して逃げていく。おしりが左右に揺れていて走る姿も恐ろしくセクシーだった。

　嵐が去った後のような雰囲気となった、レオ校の校門前。

　気付けば、その場にいる男子生徒のほぼ全員が前まえ屈かがみになっていた。一週間ほど砂漠を彷徨さまよった後、ようやく見つけたオアシスでお風呂に入った瞬間のような夢見心地の表情を浮かべている。

「はぁ……相変わらず、佐寺さんはえろいな……」「朝からいいものを見てしまったぜ」「あれは誘ってるとしか思えないだろ、常識的に考えて」「やべえ。おれ、今日は授業になんないかも……」「《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》の名は伊だ達てじゃないぜ……」

　──佐寺翡ひ翠すい。

　超高校級のセクシーボディを持つ女子高生。

　彼女の色香に惑わされ、勉学が手につかない状態になっている男子生徒も数知れず。

　佐寺さんが歩くだけで校内の風紀が乱れるとまで言われる始末だった。

　しかし、ルックスとは裏腹に性格は超カタブツで真面目。

　風紀委員として校則違反している生徒を厳しく取り締まっている。

　特に男女交際を忌いみ嫌っており不純異性交遊は絶対に許そうとしない。彼女によって幾人もの男子生徒が不純異性交遊の罪に問われ謹慎処分を受けていた。別れる羽目に陥おちいったカップルも一組や二組ではない。















　そのため、ついた二つ名が《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》。

　誰がつけたか知らないが、獅し堂どうにつけられた《氷ひよう雪せつの女じよ帝てい》なんて二つ名が霞かすんで見えるぐらいにひどいあだ名だ。

　愛まな火びと手を繋つないで学校に入れない、もう一つの理由。

　それが佐さ寺てらさんの存在だったりする。

　佐寺さんは僕を『女の子をたぶらかすケダモノ』だと思ってるらしくて、不純異性交遊の証拠を見つけようと躍やつ起きになっていた。

　卒業式での僕の所行を鑑みれば、その勘違いも無理はないと思うけど……正直、迷惑。

「由ゆう吾ご、大丈夫？　すっごい音がしたけど」

　心配そうに愛火が僕の顔を覗のぞき込こんでくる。幼なじみは、まるで自分が叩たたかれたみたいに涙目になっていた。

「平気だよ。あれぐらい、どうってことないって」

　周囲を窺うかがい佐寺さんがいなくなったことを確かめて、愛火の髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「そんなことより……ごめんな。愛火」

「ん？　なんで由吾が謝るの？」

「僕のワガママのせいで、学校じゃ手も繋げない状況だからさ」

「本当は学校でもいちゃいちゃしたいところなんだけど……あたしはへーきだよ」

　幼なじみは満面の笑みを浮かべた。見ているこっちが幸せになるような笑顔。

　ピッと人差し指を立てて、僕にお願いをしてくる。

「そのぶん誰も見てないところでは、ちゃんと恋人っぽくしてくれるんでしょ？」

　あー、アレだ。うん。大変に照れくさいけれど、僕は頷うなずいた。

「まあな。そのつもりだよ」

「えへへ、ならば許すっ！」

　うれしそうに飛び跳ねた幼なじみの頭上で学校のチャイムが鳴り響いた。

「わっ、やばっ！　教室へ急ごっ！　授業がはじまっちゃう！」

　僕たちは昇降口へと駆け込んだ。










　　　ｈｏｎｅｙ　ｓｏ　ｓｗｅｅｔ





　その日の放課後。生管棟の四階。恋愛心理研究会の研究室。

　通称『ラブラボ』と呼ばれているその部屋のドアを開いたとき、部屋の主である獅し堂どう吹雪ふぶきは既すでに在室していた。

　ソファに背筋をぴんと伸ばして座り、文庫本を読んでいる。口を開きさえしなければ真面目そうな文学少女にも見えた。

　えっと、今読んでる本は──文庫本の表紙を盗み見る。

　タイトルはハッキリ読めないが、ライトノベルのようだ。表紙がカラフルなイラストに彩られている。

　学術書、美術書、宗教書、法律書などのヘヴィーな本から、漫画やラノベなどの軽めな本まで。獅堂は幅広いジャンルの本を濫らん読どくするのだ。いつだったかは古いゲームの攻略本を読よみ耽ふけっていた。攻略本だけ読んでて面白いのかね。

　読書の邪魔をしないように「おっす」と軽く声を掛けるだけに留とどめて、ソファの対面に腰掛ける。

　……っと、忘れないうちに。

　ポケットからスマホを取り出し素早くアプリを操作した。

　必要な設定を終え、再びポケットにスマホをしまう。

　そこで首を傾かしげる僕。

　いつもなら僕の動きを監視していたかのように、すぐさま執事の六む連つれ晶あきらくんがお茶を持ってくる。しかし、今日は一向に顔を出さなかった。

　獅堂のテーブルの前にはティーカップが置かれている。だが、既に飲み終えた後だ。お代わりを注つぎに来ないのもおかしい。

　そんな僕の心を読んだみたいに、獅堂が冷たい声で教えてくれた。

「六連なら、今日はいないわ」

「早退したのか？」

「いいえ。私が別命を与えたのよ」

　文庫本を無造作に閉じて、獅堂はソファの上に置いた。栞しおりを挟んでおかなきゃどこまで読んだかわからなくなるだろ──というツッコミは必要ない。彼女は栞代わりにページ数を記憶しておけるのだそうだ。スマホがなけりゃ自分ちの電話番号すら忘れそうになる僕とはえらい違いである。

　鬱うつ陶とうしげに獅堂は長い黒髪を払った。

「佐さ寺てら翡ひ翠すいとかいう風紀委員があなたの周りを嗅ぎ回っているそうじゃない」

「ああ。『退学に追い込んでやる』って宣戦布告されたよ。校内でもチラチラと視線を感じるな」

　僕が悪さをしないように、佐さ寺てらさんは遠巻きに監視しているようだ。

　つっても、尾行しているのはバレバレなんだけどな。佐寺さんはセクシーすぎる外見のせいで、そこにいるだけで周囲の男子生徒がざわめいてしまうのだ。海鳥の群れを見れば海中にいる魚群を探すことができるように、ざわざわする野郎どものおかげで僕には佐寺さんの位置が手に取るようにわかった。

「風紀委員に嗅ぎ回られるのはマズいわ。だって、沢渡さわたりくんと言えば『歩く条例違反』とも呼ばれるほどの男だもの」

「待て待て。僕がいつ、どんな条例に違反したというんだ」

「迷惑防止条例とか、青少年健全育成条例とか？　ほら、沢渡くんは全裸で街を徘はい徊かいし、学校帰りの女子児童に粗末なものを見せつけたがる傾向があるじゃない。違う？」

「『違う？』とか可愛かわいらしく尋ねられたけど、むしろ正しい部分が一か所もないからな」

「ちなみに、私は全裸で街を徘徊し、みんなにあられもない姿を見られてしまうという妄想に耽ふけることがたびたびあるわ」

「獅し堂どうが条例違反で逮捕されないことを、思いつく限りの神様に祈っておくよ……」

「なんにせよ、沢渡くんは叩たたけばホコリの出る身体よ。風紀委員につきまとわれたら面倒だわ」

　獅し子し神がみ学がく園えんでは風紀委員に大きな権限が与えられている。特に生管棟内では絶大な権力を持っていた。

　生管棟──正式名称は『生徒管理棟』。その名の通り、この建物は生徒によって管理・運営されている。生管棟内でのトラブルは、全て風紀委員によって裁かれるのだ。校則に従って、生徒を退学に処する権限まであるらしい。

「学園内で起こった事件なら、お祖じ父いさまに頼んで揉もみ消けすことも可能よ」

「卒業式ジャックですら、反省文提出だけで許してもらえたもんな」

「でも、生管棟で不純異性交遊の証拠を掴つかまれたら……ちょっぴり面倒だわ。たとえ学園の理事長でも手出しが難しいの。だから、六む連つれに命令をしたのよ」

　嫌な予感を感じつつ、僕は尋ね返した。

「いったいなにを命じたんだ？」

「佐寺翡ひ翠すいについて調査し、弱みを握るように、と」

　獅堂は唇の端を曲げるようにして、悪者じみた嗤わらい顔を作った。

「私は他の生徒にはあまり興味がないの。クラスメイトですら私にとっては書き割りの一部みたいなものよ。別のクラスの生徒なんてほとんど知らない。そんな私でも、佐寺さんについては知っているわ。彼女、すごいわよね。主に身体が」

「それについては否定できないな」

「お堅い風紀副委員長を演じつつ、裏ではその妖よう艶えんな身体で男を惑わせているのでしょう？　そんな下衆な噂うわさ話ばなしをクラスの男子生徒がしていたわ」

　その噂、僕も聞いたことがある。

　佐さ寺てら翡ひ翠すいは、どんな小さな校則違反も見逃さない鬼の風紀委員。しかし、その裏では夜な夜な男をとっかえひっかえしている──そんな噂。

　クラスの野郎どもが『いつかは俺も佐寺さんにお願いしたい！』とか言っていたのを僕も聞いたことがある。お願いするって、なにをだよ。

《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》なんてひどいあだ名も、その辺からつけられたんだろうな。

「もしも佐寺さんが私たちの治ち療りようを邪魔しようとしたとき、彼女の人には言えない秘密を知っていたら便利でしょう？　佐寺さんは私たちを追及できなくなるわ」

　軽い頭痛を感じて、こめかみを指先で押さえた。

　普通の人なら、こう考えるはずだ。

『風紀委員に目をつけられてしまった！』→『しばらくは大人しくしていよう』。

　しかし、獅し堂どう吹雪ふぶきの場合は別のリアクションをとる。

『風紀委員に目をつけられてしまった！』→『よし、脅迫のネタを見つけよう！』。

　この思考回路は、主にギャングのそれに近い。

　呆あきれ果はてた僕に気付いたのか、心外そうに眉をひそめて。

「これでも手加減をしているのよ。私がその気になれば、彼女を学園から追放することだってできるわ。お祖じ父いさまに、そうお願いするだけでね」

「そういや、そうだったな……」

「佐寺さんの方から積極的に治療の邪魔をしてこない限り、私は手出しをしないつもりよ。仮に秘密を握ったとしても公おおやけにするつもりはないわ」

　そこで、獅堂はゆっくりと長い脚を組みかえた。佐寺さんの持つセクシーさとはまた別種の妖艶さを感じる。

「もしも佐寺さんが噂通りに多くの男たちと性的な行為に及んでいるとしたら……それを参考にさせてもらう可能性はあるわね。治療の役に立つかもしれない」

「うっ……」

　思わず言葉を詰まらせてしまう。今朝方、妙な夢を見てしまったのも影響しているのかもしれない。

「なんてね、冗談よ。少なくとも、あなたと飛鳥あすか井いさん以上に進展するつもりはないわ」

「悪い冗談はやめてくれ。心臓に悪いよ」

「ごめんなさいね。私は沢渡さわたりくんの困り顔を見るのが好きなの」

　ちっとも申し訳ないとは思ってなさそうな顔で獅堂は続ける。

「ラブラボは人目を忍んでいちゃいちゃするためだけに作られた隠し部屋よ。ひいお祖ば母あさまもお祖じ父いさまも、この部屋で治ち療りよう者しやといちゃいちゃしてきたわ。ラブラボでいちゃいちゃしている限りは、風紀委員に見み咎とがめられることもないでしょう。沢渡さわたりくんは、これまで通り治療者として頑張ってちょうだい」

　気分を切り替えるように、獅し堂どうは手を叩たたいた。

「それでは、治療をはじめましょう。『今日のいちゃいちゃ』を発表してもらえるかしら」

「おう、一応考えてきたよ。参考になるかわからないけど、昨日愛まな火びとこんなことがあったんだ──」
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「つーかーれーたっ……」

　午後七時ちょっと前。僕の家。僕の部屋。

　ベッドの片端から足を垂らしてそのまま仰あお向むけになった愛火は、隣に座る僕の腰の辺りをバシバシ叩いてきた。

「暴れるなって！　だだっ子か！」

　幼なじみはまだ制服を着てる。学校から帰る途中で我が家に寄ったんだ。

　ちなみに、僕はもう私服に着替えている。ジーンズにシャツというラフな格好。

　今日はラブラボに行かなかったから、早めに帰ってきて家の掃除をし、買い物をして夕飯を作り、妹に「美お味いしくない！」とブーたれられ、軽くムカつきつつ風呂を沸かし、妹に入浴するように命じたところだ。そしたら、愛火がウチを訪ねてきたって次第。

　ベッドに倒れ込んでる幼なじみを眺めて、僕は問うた。

「どうしたんだよ。珍しいな、こんな時間にウチに寄るなんて。なんか用でもあったか？」

「ううん。用はないよ～。ただの気まぐれ」

　僕のベッドで愛火は脱力している。疲れきっているのが傍はた目めにもわかった。

「つーか、ヘロヘロじゃないか。ラクロス部の練習、そんなに厳しいの？」

「んー。帰宅部の由ゆう吾ごは知らないかもだけど、今は一年生が見学に来る時期なのよね。少しでも部員が増えて欲しいから、みんな張り切ってるの」

　新入生にラクロスに興味を持ってもらえるよう、試合形式の練習を見せたりスティックを使ったシュートやパスの体験をさせてあげたり、いろいろと頑張ってるみたいだ。

「放課後はずっと走り回ってたから、足がダル重でさ～。もう動けな～いとか思ってるときに由吾ンちが見えてきたの。気がついたらフラフラっと引き寄せられちゃった」

「って、おまえんち、ここから何分もかからないだろ。さっさと帰った方が早いと思うぜ」

「うっさいなー。言われなくてもすぐ帰るしっ！」

　愛まな火びは小さく唇を尖とがらせて、ちょっぴり頬ほおを染めて続ける。

「由ゆう吾ごの顔見たくなっちゃったんだもん」

　これまでの僕だったら『恥ずかしいこと言うなよ』なんてツッコミ入れてるところだ。

　だが、鼻の頭を指先で掻かきながら小声で答える。

「あー、なんつーか、その、僕も会えてうれしいけどな」

　起き上がりこぼしみたいに、幼なじみは上半身を起こした。ベッドに腰掛け、僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「本当にっ!?」

「まあな。最近は学校でもうかつに喋しやべりかけられないし。会えてうれしいよ」

「えへへっ」

　照れくさそうに笑って、僕の肩に寄りかかってきた。

「お、おいっ、あんまくっつくなよ」

「いーじゃん！　充電させてもらってるのっ！」

「充電？」

「疲れちゃってヘロヘロだから、由吾の元気成分を少しわけてもらおうと思って。あたしもう電池切れだから」

　僕の腕に顔を埋めるようにして、ぎゅーっと抱きしめてくる。そして両脚をジタバタ。

　幼なじみの体温と鼓動を腕に感じて僕はドキドキしてしまう。

「充電、じゅーでーん！」

「子どもか」

「うっさいうっさい！　あたしはこうしていると癒いやされるの！」

　ツッコミながらも、そんな愛火が可愛かわいくて。

　僕は幼なじみの頭を撫なでようとした。サラサラと揺れる栗くり色いろの髪に指を伸ばす。

　伸ばした手が愛火の髪に触れる直前に──ばっ！

　愛火が頭を両手で押さえて身体を離した。

「あっ、ヤバっ！」

「どうした？」

「……あたし、臭いかも」

　腰を引くようにして、愛火は僕から離れようとした。

「部活やった後、シャワー浴びてないし。グラウンドで走り回ってたから土つち埃ぼこりまみれだし。由吾んちに来るんならシャワー浴びてくればよかったな」

「部室ってシャワールームもあるの？」

「生管棟にわりと大きいシャワールームがあるんだよ。でも、部活が終わる時間帯は混んじゃうからデオドラントのシートとかでぱぱっと身体拭いて帰っちゃうことも多いのよね。今日はそのパターン」

　唇をもにもにさせて、愛まな火びは残念そうに呟つぶやく。

「充電したかったけど、今日はできないかも。失敗した～」

「どれ、ちょっと嗅いでみてやろう」

　逃げ腰になってる幼なじみの肩を僕は素早く捕まえた。

「ひゃああああっ!?」

　愛火の耳元へ鼻先を寄せてみる。

「ダメダメ！　嗅いじゃダメだってば！」

　僕の胸をポコポコ叩たたいて暴れるが、無視して愛火の匂いを嗅いでみた。

「って、ぜんぜん臭くないぞ？」

　汗と土、シャンプーと石けんの匂いがほんのりと鼻をくすぐる。だが、それ以上に嗅ぎなれた幼なじみの匂いを感じた。

　ちっちゃい頃からずっと嗅いでる。愛火の匂いだ。

「ウソ！　絶対臭いと思うけど？」

　愛火は自分の腕を鼻に押し当てるようにして匂いを嗅ぎまくる。

「本当だって。イイ匂いだと思うぞ。……むしろ、僕の方が臭いかもしれないな。料理とかしてたし」

　幼なじみは僕のシャツに鼻先を近づけてきた。スンスンと鼻を鳴らす。

「あはは、ケチャップの匂いがするね」

「今夜はナポリタンだったからな」

「由ゆう吾ごが臭くないっていうなら……えいっ！　充電続行！」

　再び愛火は僕の肩に寄りかかってくる。

　幼なじみとはいえ、コイツもいちお、女の子だ。しかも、今は僕の恋人でもある。密着されるとドキドキしちゃうな……。

　だが、僕とくっつくことで、愛火は『癒いやされる』って言ってるんだ。無む下げに離れてくれとも言いづらい。されるがままに、僕は幼なじみに抱きつかれていた。

「充電っ♡」

　オデコをグリグリと押しつけていた愛火が、ふいに動きを変える。

「かーらーのー」

　首元やほっぺを僕のシャツにこすりつけた。

「匂いつけーっ♡」

　こしこし。こしこし。こしこしこしこし。

　猫が甘えるみたいに、僕のシャツに思い切り頬ほおずり。

「……なにしてんだ？」

「由ゆう吾ごにヘンな虫がつかないように、あたしのナワバリ主張してんの」

　照れくさそうに、愛まな火びは「にひひー」と笑う。

「部活の先輩がね、カレシに甘えるときはいつもこんな風にグリグリするんだって。羨ましいからマネしてみました」

　いつもそんなこと話してんのかよ、ラクロス部。新入生の勧誘で忙しいんじゃないのか。

　そんな僕の疑問をよそに、愛火はグリグリ＆こしこしを続けた。

　だが、ふいにその動きが止まる。

　わずかな静寂の後で──ぐぅ。

　幼なじみのオナカから、大音量が鳴り響いた。腹の虫が騒いだんだ。

「あっ……」

　顔を真っ赤にしてうつむいてしまう愛火。

「ずいぶんと派手にオナカが鳴ったな。あはははは」

「笑わないでよ！　部活やった後でオナカペコペコだったし！　そのうえ、由吾がケチャップのイイ匂いするし！　由吾が悪いの！」

「はいはい、悪かった悪かった。……ウチでなんか食ってく？」

「ううん。お母さんがごはん作っててくれてると思うから、帰って食べるよ」

　愛火はベッドから立ち上がる。















「じゃ、そろそろ帰ろうかな。んー、でも、今日は頑張ったから足がなんだかダルいな～？　ダルダルだな～？」

　チラチラと僕の方へ視線を送ってきた。

　……まったく、ワガママなヤツめ。

「自転車で送ってってやってもいいぞ」

「やったっ！　……でもでも、自転車で帰ったらあたしんちまで一分ぐらいしかかからないよね？　それも寂しいなー？」

「じゃあ、コンビニでも寄っていくか。ハーゲンダッ○、おごるよ」

　制服のスカートを蹴立てて、愛まな火びはぴょんと飛び上がった。
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　回想終了。再びラブラボ。

　僕の話を聞き終えた獅し堂どうは、こんな表情になっていた。



　∵



　無表情の最終形態みたいな顔だ。呆あつ気けに取られたような声を絞り出す。

「そ、そんなことをしたのですか。幸せそうでなによりですね。沢渡さわたりさん」

「丁寧語!?　そして、さん付け!?」

「ああ、ごめんなさい。あまりにもドン引きしてしまって心に壁を作りたくなったの」

「そんなに引くことないだろ？」

「今回の飛鳥あすか井いさんの行動はあまりにも意味不明だわ。オナカが空いた人を助けるために、脳の重要な部分を分け与えたりしていない？」

「僕の彼女は何パンマンだよ！　……あいつがやった『充電』とか『匂いつけ行動』は謎だったけどさ。支し離り滅めつ裂れつってわけじゃないだろ。一つの行動原理に基もとづいていたと思うぜ」

「飛鳥井さんの行動に、どんな一貫性があったのかしら？」

「部活で疲れきってヘロヘロになってたせいで……愛火は誰かに甘えたかったんだよ」

　肉体的な疲労だけでなく、新入生の対応をしたことで精神的にも疲れたんだろう。愛火は恋人である僕に甘えることで、少しでも元気を取り戻そうとしていたんじゃないかな。

「つまり、『今日のいちゃいちゃ』は……」

　獅堂の言葉に、僕は頷うなずいた。

「テーマは『恋人に甘える』ってのはどうだ？」

「仲の良いカップルのことを『甘々』と呼んだりするわ。甘やかさというのは、トキメキを構成する重要なファクターでしょう。『甘える』というテーマは悪くないわね」

「じゃあ、決まりだな」

「でも、待ってちょうだい」

　獅し堂どうは顎の先に人差し指を当てて考え込む仕草をする。

「『甘える』って、具体的にはどんなことをしたらいいのかしら？　私は誰かに甘えたという記憶がないの」

　獅堂は孤高というか、他人を寄せつけないようなタイプだ。そんな彼女には『甘える』という行動はあまり似つかわしくない。

「それに、物心ついた頃から私には望むものが全て与えられてきたの。私は多くを望むような子どもではなかったけれどね。誰かに甘える必要なんてなかったわ」

　獅堂家は世界有数のお金持ち。学校に通っている間も執事が付き従い、身の回りの世話をしてくれる。彼女が甘える前に周囲が甘やかしてくれるってことだろう。

「『甘える』とは、どういうものかしら？　沢渡さわたりくん、具体例を挙げてみてくれない？」

「『甘え』の例ねえ……」

　彼女にも理解しやすい甘え方は──あ、そうだ。僕はできるだけ下げ卑びた表情を作った。

「なあなあ、獅堂。おまえって成績いいよな。中間考査が近づいたら、おまえのノート丸写しさせてくれないか？　いいだろ、僕とおまえの仲だし。ぐへへぐへへ」

「……すごいわ、沢渡くん」

　なるほどと言いたげに、獅堂は大きく頷うなずいた。

「『甘ったれないでちょうだい！』と一喝したくなったわ。今の発言は間違いなく『甘えて』いるわね」

「恋人らしい甘さとは縁遠いタイプの甘えだけどな。甘えってのは『相手の親切心につけ込んで、なにかをねだる行為』を指すんだと思うぜ」

「改めて考えてみると、『おねだり』という単語は『甘え』の本質を表しているわね。『おねだり』──ひらがなで書くとどことなく可愛かわいさが漂うわ。でも、漢字で書くと『お強ね請だり』よ。これは『強ゆ請する』と同じ字。好意を利用して相手になにかをさせるというのは、弱みを握って脅すことと大差ないのかもしれないわね」

「大差あるだろ。全然違う気がするぞ。たとえば『妹に強ね請だられた』という文章と『妹に強ゆ請すられた』という文章では、印象が天地ほども違うぜ」

「たとえば、引きこもりの青年が床ドンして母親に食べ物を要求すること。それは親の愛情につけこんだ強請り行為だわ。青年は親に『甘え』ている。そうでしょう？」

　獅堂らしいシニカルな意見だと思った。

　話が脱線しかかっている気がしたので、僕は話題を戻す。

「まあ、『甘える』という言葉の辞書的な意味は、そんな感じだと思うよ。……ただ、恋人同士の甘え方ってのがどんな感じなのかは、僕にもよくわからないな」

　獅し堂どうと同じく、僕も誰かに甘えたことがあまりない。

　特に『恋人に甘える』なんて経験は皆無である。

　昨日の愛まな火びの行動が『僕に甘えているんだなあ』というのは理解できたけれど、いざ自分でやってみろと言われると窮きゆうしてしまう。

　獅堂は立ち上がって、僕の隣に座り直した。アンティークのソファが微かすかに沈み込む。

「とりあえず、飛鳥あすか井いさんのマネをしてみましょう。恋人同士の甘え方というものが、私たちにも理解できるかもしれない」

「マネをするってことは……」

「まずは、『充電』とやらを試してみるわ」

　隣に座った獅堂はガラス玉のような瞳で僕をじーっと見つめてきた。

　コホンコホン。コホンコホンコホンコホン。

　幾度も咳せき払ばらいをした後で、僕の腕に抱きつこうと手を伸ばしてきた。

「…………」

　しかし、そこで獅堂の動きが止まる。

　指先が微かに震えていた。ほっぺはピンク色に染まっている。

　僕に抱きつくことができないみたいだ。

「くっ……」

　悔しそうに眉根を寄せ、空中で手を彷徨さまよわせた獅堂は。

　──ちまっ。

　僕の制服の袖口を指先で摘つまんだ。照れくさそうな小声でぽつりと呟つぶやく。

「じゅ…………………………………………………………………………………………充電」

「…………」

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合う僕たち。

　獅堂は頬ほおを真っ赤に染め、耐えきれなくなったようにうつむいた。

「沢渡さわたりくん」

「なんだ」

「とてつもなく恥ずかしいわ」

「奇遇だな。僕もだ」

　このクラスメイトは、しょっちゅう下ネタを連発しては僕をからかっている。だけど、根っこの部分はかなりウブなのだ。エロ妄想の達人だけれど、実践経験は皆無。

　抱きつくことができずに、僕の袖口を摘むのが精一杯で。

　それすらも恥ずかしくなって赤面してしまったようだ。

　そんな獅し堂どうのようすがなんだか可愛かわいらしくて、こっちまで顔が熱くなるのを感じた。

「男の子に抱きついて甘えて元気をもらうなんて……信じられない行為ね。こうして袖口を摘つまんでいるだけでも照れくさいのに……」

　僕の制服を摘んでいる指先をちらっと眺めて、獅堂は続ける。

「充電されるどころか、放電している気分だわ。みるみるエネルギーが失われているわね」

「獅堂は『甘える』って行為にとことん向いてないんだな」

「ところで、沢渡さわたりくん知っている？　ドイツ語で精巣のことを『ホーデン』と呼ぶそうよ」

「って、照れ隠しに下ネタを織り込むな！　そして、おまえも女子高生の端くれなら精巣なんて単語を躊躇ためらいもなく発するな！」

「充電されるどころか、ホーデンしている気分だわ」

「音的にはほぼ同じなのに、ものすげえ卑ひ猥わいなことを言われたような気がする……」

　袖口を摘んでいた指先を放し、獅堂はホコリを払うみたいに手を叩たたいた。

「僕の制服はそんなに汚くねえっつうの」

「あら、ごめんなさい。沢渡菌が感染りそうな気がして怖かったの。気にしないで」

「気にするわ！　人を病原体みたいに言うのはやめろ！」

「照れ隠しの一環よ。いちいちツッコまないでちょうだい」

　フンと鼻を鳴らして、獅堂は僕を睨にらみ付つけてくる。

「次は『匂いつけ』とやらをするのよね……。飛鳥あすか井いさんは、どんな風にやっていたのかしら？」

「愛まな火びのヤツは僕に抱きついて、頭をグリグリ擦り寄せてきてたよ。猫が甘えてくるみたいな感じで」

　僕を睨ねめ付けていた獅堂は、ぷいっと顔を背そむけた。

「抱きついて頬ほおずりするなんて……残念ながら、私にはそんなことできそうにないわ」

「無理することはないと思うぞ。僕たちがやってるのは、あくまでも『治ち療りよう』なんだし」

「いいえ。中途半端に終わらせるのも嫌なの。ただ、飛鳥井さんとは別の方法で『匂いつけ』をさせてもらうわ」

「別の方法？」

　どんな風に『匂いつけ』をするつもりなんだろう？

　疑問に思ったが、獅堂はすぐには動かなかった。なにかを待つように、静かにソファに座っている。

「ど、どうしたんだ？」

「ちょっと待ってちょうだいね。まだ尿意がないの」

「おおおい!!　どんな本格的匂いつけをするつもりだ！」

「マーキングだって匂いつけの一種でしょう？」

「頬ほおずりするよりも、そっちの方がよっぽど恥ずかしいだろうが！」

「確かに恥ずかしいわ。でも、沢渡さわたりくんにマーキングをしたら、あなたの屈くつ辱じよくに歪ゆがむ顔が見られるでしょう？　その姿が見られるのなら私は羞しゆう恥ち心しんも堪たえられる気がするの」

「……知ってたけど、獅し堂どうってサディストだよな」

「勘違いはやめて欲しいわ。私は沢渡くんを困らせるのが好きなだけよ。ほら、好きな子をついいじめたくなることってあるでしょう？　それと同じ」

『好きな子』なんて単語が不意打ち気味に登場して、僕は言葉を詰まらせてしまう。

　僕がそんな反応をするのがわかっていたかのように。

「というのは、もちろん冗談。沢渡くんは童貞らしいリアクションを取らせたら日本一の逸材ね。『終身名誉童貞』の称号をあげてもいいわ。子々孫々まで語り継ぎなさい」

「そんな不名誉な称号はいらん！　つうか、終身名誉童貞じゃ子孫も残せないだろ！　僕が末代だ！　どうやって語り継げと言うのか！」

「あなたが常々やっているように壁に向かって語りかけたらいいじゃない」

「そのようすを想像するだに、切なすぎて涙が出そうだ！」

「いつかは声が返ってくるかもしれないわ」

「怖こええよ！」

「冗談はさておき、治ち療りようを続けましょう。今度は沢渡くん。あなたが私に甘えてみてちょうだい」

「……僕が？」

「ええ。私ばかり甘えるというのは不公平だわ。あなたにも甘えさせてあげましょう」

　って、そんなこと急に言われてもな……。

　獅堂は軽く手を広げて、薄ら笑いを浮かべる。

「私にベタベタしてもいいんでちゅよ？」

「なんで赤ちゃん言葉だよ!?」

「そういうプレイが好きな男性もいると聞いたことがあるわ。沢渡くんは高校二年生にしては大人びた顔をしているわよね。そんなあなたが赤ちゃん言葉で甘えてくるなんて、想像するだけで笑える。じゃ、やってみて」

「やらないぞ！」

「さんっ、はい──」

「指揮者みたいなポーズで合図出されてもやらないって！」

「だったら、あなたのおむつを替えてあげましょう。『氷ひ雨さめおねえさまのクローゼット』に赤ちゃんプレイ用のグッズが取りそろえられていたはずよ」

「なんでもあるんだな、あの部屋は……」

『氷ひ雨さめおねえさまのクローゼット』とは、ラブラボにあるウォークインクローゼットのことだ。氷雨おねえさま（獅し堂どうの親戚かな？）とやらが、入学祝いとして『治ち療りよう者しやとのえっちが捗るグッズ』を山ほど用意してくれたのである。

「抱きついたりとか、そういう恥ずかしい甘え方は僕にもできないって」

「でも、あなただけ甘えないというのはズルいわよ？」

　一瞬頭をひねって、僕は獅堂への甘え方を思いついた。

「──よし、わかった。それじゃ僕も甘えさせてもらうよ」

　ラブラボの奥には二つの扉がある。クローゼットに繋つながっている方とは別の扉を僕は指さした。その向こうにはキッチンやトイレ、バスルームなどがある。

「なあ、獅堂。僕のためにお茶を煎いれてくれないか？」

　訝いぶかしげに眉をひそめる獅堂。

「嫌だわ、沢渡さわたりくん。私に水分を摂とらせて、どうするつもり？」

「マーキングの話題を蒸し返すな！　……ほら、なにか頼み事をするのも甘えの一種だろ？　愛まな火びが帰りに送ってもらいたがったのと同じでさ」

「……仕方がないわね。面倒だけどやってあげましょう。甘えてもいいと言ったのは、私なのだから」

　獅堂はソファから立ち上がり、ラブラボの奥にあるキッチンの方へ歩いていこうとした。

　しかし、途中で立ち止まり黒髪を靡なびかせて振り向く。

「……私も甘えていいかしら？　沢渡くんもお茶を煎れるの手伝ってくれない？」

「そうきたか」

　僕もソファから立ち上がり、二人でキッチンへと向かう。

　ラブラボのキッチンは、僕の家の台所よりも大きかった。最新式のシステムキッチン。

　普段は六む連つれくんしか使わない場所だから、僕たちは紅茶の葉っぱがどこにしまってあるかすらわからなかった。

「それじゃ、獅堂。僕のために紅茶の在りかを見つけてくれないか」

「……甘えているわね。それじゃ、あなたはティーカップを用意なさい。ちゃんと温めなければダメよ？」

「ワガママ言うぜ。ならおまえは、砂糖も探してくれよ。どこにあるのかわからないから」

「注文が多いわ。あなたが治療者でなかったら退学処分にしているところよ。……砂糖が見つからないから蜂蜜でいいかしら？」

「砂糖じゃなきゃ絶対にイヤだ！　……とかダダをこねたい気分を堪こらえて、蜂蜜で我慢しておくよ。獅堂の頼みだからな」

「甘えているわね」

「おまえもな」

　僕たちはそんな甘えたセリフの応酬──というか、命令合戦をしながら紅茶を煎いれた。

　ソファに戻って、二人でティーカップを傾ける。

　……うえ、マズイ。飲めないわけじゃないが、蜂蜜が甘ったるくて喉が痛くなりそうだ。

　六む連つれくんの煎れてくれる紅茶が、どれだけうまいかわかるな……。

「蜂蜜が邪魔ね。もっとさっぱりしている方が好みだわ」

「僕もだよ。これならいっそストレートでよかった」

　顔を見合わせて、僕たちは同時に肩を竦すくめる。

「……お互いにちょっとした命令をしあっても、恋人らしい『甘え』にはならないわね」

「そうだな。甘いのは紅茶ばかりだよ」

「きっとね、沢渡さわたりくん。私たちには、『甘え』というのは再現できないのよ」

「どうしてそう思うんだ？」

「相手に甘えるには親愛の情が必要でしょう？」

　無表情のまま、獅し堂どうは蜂蜜紅茶をすする。

「私たちは青春症候群の患者と、その治ち療りよう者しやという無機質な関係。親愛の情なんてないわ。だから、甘えることができないのかもしれないわね」

　クラスメイトの声はどこまでもクールだった。

「親愛の情なんてない、か」

　胸の中にもやっとしたなにかが浮かんできたけれど、その意味不明な感情を紅茶と一緒に飲み干す。

「その通りかもしれないな。今日のいちゃいちゃは失敗しちゃったみたいで残念だ。次はいい治療法を考えてくるよ」

「期待してるわ」

　まあ、うまくいかなかったものは仕方がない。

　気を取り直して、甘ったるい紅茶をすすりながら獅堂とダベった。

　くだらない茶飲み話。でも、獅堂との会話はスリリングで面白かった。

　どのくらい、そうしてお喋しやべりしてただろう。

　──ジリリリリリリ♪

　ポケットに放り込んであったスマホから、けたたましいベルの音が鳴り響いた。

「電話でも来たのかしら？」

「いや、アラームだよ。十七時に鳴るようにセットしておいたんだ」

　五時半からご近所のスーパーでタイムサービスがある。その時間に合わせて夕飯の買い出しに行こうと思っていたんだ。

「そう。それでは今日は早めに帰るのね」

「おう。そのつもり、だけど……」

　僕はソファから立ち上がり、テーブルの脇に置かれたカバンを手に取った。

　クラスメイトの顔を見て──あれ？　ふと気付く。

　獅し堂どうはいつも通りの無表情だ。

　だけど、一瞬だけつまらなそうな顔つきをしたような気がした。

　唇を尖とがらせたりだとか、視線を伏せたりだとか。そんなわかりやすい表情の変化じゃない。どことなく空気が変わったとしか表現しようのない、わずかな変化。

「獅堂はまだラブラボに残るのか？」

「ええ。六む連つれを待つわ。迎えの車を自分で呼んでもいいのだけれど……もうすぐ戻ってくると思うから」

　読みかけだったラノベの本を手に取って、ひらひらと振ってみせる。

「あまり面白くないこの本を読んで時間を潰すことにするわ。それではまた明日ね、沢渡さわたりくん」

　別れの挨拶をした獅堂の顔は、完全なる無表情になっていた。先ほど感じたわずかな違和感すらない。作り物めいた顔だ。

　ふうむ……。

　ほんの一〇秒ほどの逡しゆん巡じゆんの後で──僕はカバンを置いてソファに戻った。

「……？？？　どうしたの、沢渡くん」

「やっぱ残るよ。僕も六連くんが来るまで待つとしよう。佐さ寺てらさんのことは僕も無関係じゃないしさ。だから、もうちょっとだけダベってようぜ」

「お買い物に行かなきゃ、妹さんが飢えて死ぬわよ？」

「大丈夫だって。冷蔵庫に食材が残ってるから、今晩の夕飯ぐらいはなんとかなる」

「……ふうん。ならいいけれど」

　獅堂は手にしていた文庫本を再びソファへと置いた。

「そこまで言うなら、沢渡くんのくだらないお喋しやべりに付き合ってあげましょう」

　ゆっくりと脚を組み直し、僕を見つめてくる。

　彼女の表情にほとんど変化はない。

　だけど、僕にはわかった。この数か月の付き合いで、多少は獅堂の表情が読めるようになったのかもしれない。

　僕がラブラボに残ると言った瞬間に。

　クールすぎるクラスメイトの無表情が、ほんの少しだけ。ほんの一瞬だけ。

　──うれしそうに和らいだ気がした。

　たぶん、獅堂は僕とのお喋りを続けたかったんだ。

　六連くんが戻るまでの間、僕に暇つぶしに付き合って欲しかったのだろう。

　僕たちの間に親愛の情なんてないって、獅堂は言っていたけれど。

　彼女が僕とのお喋しやべりを続けたいと思ってくれたのは。

　それって、つまり──。

　ソファに座り直しつつ、僕は口を開く。

「あのさ、たった今、気付いたんだけど……」

「なにかしら？」

「甘えるってのは『相手の親切心につけ込んで、なにかをねだる行為』だよな。信頼関係とか好意とかを利用して、なにかを頼むような……そんな行動を指してる」

「そうね。それがどうかしたの？」

「でもさ、もう一つ重要な要素に気付いたんだよ」





「──甘えられるのって、結構うれしいもんだな」










　　　沢渡さわたり由ゆう吾ごの特技。獅し堂どう吹雪ふぶきの弱点。





　四月の半ば。とある土曜日。

　僕の部屋には春の柔らかな雨の音と、ベッドの微かすかな軋きしみ。そして、愛まな火びの熱い吐息が響いていた──。





「ハァ……ハァ……。由吾……。そんなに激しくしたら、あたし壊れちゃうよぅ……」

「痛いか？　痛かったらすぐにやめるぞ？」

「ううん。平気……。由吾の好きに動かしていいよ……あんっ♡」

「お、おいっ、声が大きいよ。妹に聞かれちゃうだろ？」

「だってぇ、由吾が激しすぎるんだもんっ」

「一いち琥このヤツ、僕たちがこんなことしてるって知ったら絶対に『わたしにもして！』とかダダこねるに決まってるんだ。バレるわけにはいかないよ」

「一琥ちゃんも、コレ、大好きなんだ……」

「ああ。毎晩のように迫られてるよ」

「仕方ないよね。すっごく気持ちいいもん……。あたしもクセになっちゃいそう♡　毎日だってシて欲しいよぅ……。ハァ……ハァ……はぅっ♡」

「だから、声出すなって！」

「声出さないなんて……そんなの無理ぃ♡　奥の気持ちいいとこに、由ゆう吾ごの固いのが当たってるのっ♡　ひゃあんっ♡　にゃあっ♡　由吾ってば上手だよぅ！」

「おい、愛まな火びそろそろ……出すぞ！」

「いいよっ、出して！　いっぱい出してぇっ♡」

「──よしっ、いくぞ！」

　僕は愛火の穴の中で、巧みに棒を動かして──

「よっしゃあ！　取れた!!」

　大きな耳みみ垢あかを掘り出すことに成功した。

　えーっと、一応断っておくけれど。

　先ほどの会話は耳掃除のシーンを音声だけでお送りしたものだ。決していかがわしいことをしていたわけではない。

　僕のふとももに左のほっぺをつけて──僕のオナカを見つめる感じで膝枕している愛火を見下ろした。

　今日は土曜日だけど、幼なじみは制服を着ている。上着は脱いでいて、白いシャツにリボン、チェック柄のミニスカートとハイソックスという格好。

　今日はラクロス部の練習をする予定だったみたいだ。しかし、雨のせいで中止になった。学校に向かっている途中で中止の連絡を受けたらしくて、そのまま僕のウチになだれ込んできた次第。

　で、愛火にせがまれて耳かきをしてあげることになったんだ。

「奥の方に大きな耳垢があって、なかなか取れなかったんだ。耳とか痛くないか？」

　横たわったまま、愛火が視線だけを上に向けた。

「へーき。てゆか、そんなおっきいのが取れたの？」

「ああ。見てみる？」

「見る見る！」

　耳かきの先端をティッシュで拭い、そのティッシュを愛火に渡してやった。

　悪い点数の答案をチェックするみたいに、愛火は折りたたまれたティッシュをそーっと開いた。中を確認した直後に、耳の先まで真っ赤にしてティッシュを丸める。

「うわ、こんなにおっきい耳垢があたしの耳に入ってたんだ。超恥ずかしい！」

「ははは、過去最大級の耳クソに匹敵するサイズだったな」

　愛火の耳を掃除してやったのは初めてじゃない。幼い頃から何度となく繰り返してきている。

「耳クソとか言うなー。余計に恥ずかしいでしょ？」

　ボフボフと僕のオナカにパンチを入れてくる。

「綺き麗れいになったんだから文句言うなよ」

　大して痛くないので、甘んじて腹パンを受け止めてやった。

「はぁ、それにしても……」

　愛まな火びは日なたぼっこをする猫みたいに瞳をトロンとさせて、僕を上目遣いに見つめた。

「今回もめっちゃ気持ちよかった……♡　由ゆう吾ごって耳かき上手だよね。全国耳かき道選手権大会が開かれたら、地区予選ぐらいは突破できると思う！」

「そんな怪しげな大会に出場するつもりはないが、地区予選レベルかよ。地味な結果だな」

「ウチのラクロス部、公式戦で一勝もしたことないから、それと比べたら全然すごいよ！」

「いや、おまえたちはもっと頑張れ。……んーまあ、耳かきは数少ない僕の特技の一つだってのは間違いないな」

「耳かきが必殺技なんて……ううん。なんでもない」

「しょぼいのは僕も認めてるから、途中で言いかけてやめないでくれ。余計に切なくなるだろ」

「けなしてるワケじゃないよ。あたしは、その恩おん恵けいを目一杯受けてるしっ」

　バネ仕掛けのオモチャみたいに、愛火は勢いよく起き上がった。ベッドの上に正座して、満面の笑みでふとももをペチペチと叩たたく。

「選手交代しよっ。次はあたしが耳かきしたげる！」

　愛火に耳かきをしてもらうのも、初めてのことじゃない。僕が耳かきしてあげた後に、今度は交代して愛火が僕の耳を掃除してくれるのが、いつものパターンだ。

　しかし、僕は「うぐっ」と声を詰まらせてしまった。

　制服のスカートが短いから、ふとももの半分以上が露出していたんだ。その状態で膝枕をしてもらうってことは、つまり愛火のナマ足に頬ほおずりするようなポーズになってしまうということでもある。

　ちっちゃい頃から一緒にいて、家族以上に親しい間柄である愛火にヨクジョーなんてしないけどさ。

「どしたの？　ほらほら、早く頭乗っけてよ」

　そう言って、愛火は僕の腕を引っ張った。

　……いちいち気にしてるのも、おかしいよな。耳かきなんて、これまでに何度もやってもらってるんだ。

　幼なじみのふとももに頬をくっつけるようにして、僕はベッドに横たわる。

　むにっとしたふとももが、僕の頭を柔らかく支えてくれた。触り心地もスベスベだ。

　ふとももの感触に僕の鼓動が高鳴ってしまう。目の前にある幼なじみの膝小僧を見つめて、心しん頭とう滅めつ却きやくしようとした。

「反対向いてよ。あたし、そっち向かれてると上手にできないから」

「逆向きになれ、だと？」

「うん。なんか問題ある？」

「……いや、ないけど」

　寝返りを打つように、僕は逆側を向いた。左ひだり頬ほおをふとももに当てて、ベッドに横たわる。

　眼前にあるのは短いスカート、白いシャツ、学校指定のリボン、そして──。

　雪せつ庇ぴという言葉を知っているだろうか。

　雪山の切り立った崖に風が吹きつけると、雪が庇ひさしのように大きく張り出すのだ。崩れると雪崩なだれの原因になったりする。

　白いシャツに包まれた愛まな火びの胸は、雪庇のように僕の目の前を覆おおっていた。大きな丸い膨らみが、今にも僕の顔を目掛けて崩れ落ちてきそうなほど張り出している。愛火のヤツ、無駄に胸がデカいんだよな。

　しかも、鼻息がかかりそうなぐらいの距離まで顔を近づけているから、シャツの布地を通してブラの模様がうっすらと透けて見えて──見えてないです見てないです。いちご模様のブラなんて、僕はこれっぽっちも見ていません。

　そんな僕の動揺に気づきもせず、幼なじみはウキウキした声を掛けてきた。

「じゃ、はじめるね♪」

　耳かきを手に、僕の耳の中を覗のぞき込こむ。

　──はうあ!!

　僕は心の中で叫んだ。これが叫ばずにはいられるか！

　前まえ屈かがみになったせいで愛火の胸がさらに僕に迫ってきて──もにっ♡

　右頬に柔らかいものが押し当てられたのだ。

　ふとももと胸で、僕の顔がサンドイッチされてしまったのである。

「お、おい、愛火……。あんまり身体をこっちに傾けるな……」

「仕方ないでしょ。中がよく見えないんだもん。あっ、動いちゃダメだよ。危ないから！」

　僕の耳たぶに手を添えて、愛火は耳の穴を覗き込んだ。「ぶー」というヘンな声が上から降ってくる。

「由ゆう吾ごの耳の中、めっちゃ綺き麗れいじゃん。つまんなーい」

「風呂上がりに自分で拭いてるからな」

「あたしのために、耳みみ垢あか溜ためといてよ！　由吾ってば気が利かないな～」

「ワガママか！」

「……あっ、奥の方にちっこいの発見！　取ってあげるから動かないでね？」

　耳かきを僕の耳に入れてくる。カサコソという音と共に、こそばゆさを感じた。

　真剣なようすで幼なじみは耳かきを続ける。

　両方のほっぺたに押しつけられる種類の異なる柔らかさに戦おののきつつ、僕はされるがままになっていた。

　春の雨の音が窓から忍び込んできて、僕たちを優しく包む。

　どのくらい、そうしていただろうか。

　愛まな火びがふいに手を止めて、小さな声で呟つぶやいた。

「由ゆう吾ごとあたしが恋人になってから、耳かきするのってはじめてだっけ？」

「そういえば、そうかな」

「あたしさ、由吾に耳かきしてもらうの大好きなんだけど……してあげるのも、実は好きなんだよね」

　視線だけを動かして、幼なじみの顔を見上げる。

　愛火はうれしそうに微笑ほほえんでいた。

「こーゆー機会でもなきゃ、由吾に膝枕することなんてないでしょ？」

「なんでうれしそうなんだ、たかだか膝枕で」

「うれしいに決まってるじゃない」

　微かすかに頬ほおを染めて、幼なじみは僕を愛いとおしげに見つめてくる。

「だ……大好きな男の子が自分の膝の上に頭乗っけてるんだもん。うれしはずかしドッキドキだよ」















　自分の言葉に自分で照れたのか、愛まな火びは耳の先まで赤くなってしまった。

　唇を尖とがらせて、幼なじみは小声で呟つぶやいた。

「由ゆう吾ごもせめて、あたしの半分くらいはドキドキしてくれたらいいのにな……」

「するか、バカ」

　口ではそんな風に答えたけれど。

　僕の心臓は破裂しそうなほど拍動していた。

　何度も繰り返してきたはずの耳掃除でこんなにもドキドキしてしまうのは……どうしてなんだろう？

　幼なじみとのありふれた触れあいで、胸が高鳴ってしまうのは……なぜなのだろう？

　恋人同士になったから、なのかな？

　僕にはよくわからなかった。



　　　　×××



「やあ、沢渡さわたり由吾くん。こんにちＷＡＲ」

「どんな挨拶だよ！　開口一番に宣戦布告をするな！」

「ああ、失礼。ぼくはきみに宣戦布告をしたいわけではないよ。一方的に蹂じゆう躙りんしたいだけなんだ死ね」

「なお悪いわ！　あと語尾が大変に不謹慎なので気をつけてくれ！」

　月曜日の放課後。生管棟の四階。ラブラボ。

　今日のいちゃいちゃ──テーマは『耳かき』。

　僕がそう発案すると、獅し堂どうはすぐさま執事の六む連つれくんを呼び出した。

　六連晶あきらくん。愛火と同じ二年Ａ組に通う生徒だ。

　小柄な身体をシワ一つない執事服に包み、長めの髪を後ろで束ねている。

　有能そうな少年執事──に見えなくもない。

　しかし、六連くんは女の子だ。男子生徒だとばかり思っていたけれど、女子だと知らされてからは可愛かわいらしい男装執事少女にしか見えないのは不思議なものである。

　で。

　いろいろな意味でご挨拶な言葉を聞いてもわかる通り、僕は六連くんに敵視されているのだった。

　あ、ちなみに。

　先日、佐さ寺てらさんについて調べていたらしいけど、彼女が不純異性交遊をしている証拠は見つからなかったそうだ。現在も継続的に調査中とのこと。

　剣けん呑のんな目付きでこちらを睨にらみ付つけ、執事少女は声を潜ひそめて語りかけてくる。

「きみのマヌケ面を見ていると、ついつい死を願いたくなるね。できることなら、全身の毛穴から紫色のネバネバした汁をまき散らしながらのたうち回って死ねばいいのに」

「おまえが望む死に方は本当に嫌なモノばかりだな……」

　声を落としているのは、ご主人さまに聞かれないようにという配慮だろう。他に配慮すべき点があると思う。

　ソファに座ったまま、獅し堂どうに尋ねた。

「で？　なんで六む連つれくんを呼んだんだよ？」

「今日のいちゃいちゃのテーマは『耳かき』。それについては異存はないわ。耳掃除に必要な道具類も氷ひ雨さめおねえさまのクローゼットにあったから、それを使えばいいでしょう」

　テーブルの上には真新しい耳かきが大量に用意されていた。

　梵ぼん天てん（白いフサフサ）がついた竹べらや綿棒だけでなく、耳鼻科で使うようなステンレス製の器具が各種。額がく帯たい鏡きよう（医者が診察のときにオデコにつけてるＣＤみたいなアレ）。ヘッドライトや拡大鏡。ファイバースコープなんてものまである。

「ただ一つ、問題があるの。私はあなたの言うような『耳かき』というものを、したことがないのよ」

「ま、マジか!?」

　思わず、獅堂の耳元に目を向けてしまった。黒髪の隙間から形のいい耳が見えている。

　生まれてこの方、耳掃除をしたことがないなんて……あの耳の奥にはどれほどの鉱脈が眠っているんだろう。耳カキストの血が騒いで生唾を飲んでしまった。

　すると、獅堂は不愉快そうに眉をひそめて、

「勘違いしないでね。私の耳は清潔よ。人に頼む方が面倒だから大抵のことは自分でやるのだけれど……耳や爪の手入れはメイドにやってもらうの」

「うわ、お姫さまかよ！」

「その通り。私はお姫さまだから。世が世なら、ね」

「膝枕で耳掃除なんて、庶民的なことはなさらないってか……」

「沢渡さわたりくんに耳の穴をいじくられるなんて不安だわ。だから、まずは六連に試してみなさいな」

「なっ!?　吹雪ふぶきさま！　この男に、ぼくの耳の穴を自由にさせろと仰おつしやるのですか!?」

「ええ。忠実なあなたなら、私のために身を捧ささげてくれるわよね……？」

　男装執事少女は、一瞬だけ親に捨てられた子どものような絶望的な表情を浮かべた。だが、すぐに決意の顔となって跪ひざまずく。

「御意の、ままに──!!」

「あのな、おまえら。たかが耳かきだぞ？　気合い入りすぎじゃないか？」

　六む連つれくんは執事服の胸元に手を当てて。

「吹雪ふぶきさまのためなら、この六連、どのような死地へだろうと赴おもむきます」

「よく言ったわ。執事の鑑かがみね」

「もったいないお言葉です……」

「ご主人さまのお言葉だけじゃなく、僕のツッコミも聞いてくれないかな。繰り返すけど、ただの耳かきだぞ。取って喰くうわけじゃないんだ」

　僕の願いも空むなしく、六連くんは敵てき愾がい心しんむき出しの瞳でこちらを睨にらみ付つけてきた。ズビシっと僕を指さして。

「いいかい、沢渡さわたり由ゆう吾ごくん。ぼくはきみが嫌いだ。心の底から憎んでいると言ってもいい。そんなきみに耳かきをされるなんて……無謀極まりない行為だ」

「大げさにもほどがあるだろ。僕の知らない間に耳かきにエクストリームなルールでも追加されたのか？」

「わかってないのか。耳かきをされるということは、脳から数センチの位置に鋭利な棒を突き込まれるのと同義。敵であるきみに生殺与奪権を握られてしまうのだよ。もしもぼくが死んだら、誰が吹雪さまをお守りすると言うんだ……」

「僕は殺し屋かなにかか。そんなに嫌ならやめるぜ。今日のいちゃいちゃのテーマを変えてもいいんだし」

「いや、やってもらうよ。ご主人さまの命令に逆らうことはできないからね」

　肩を竦すくめつつ、テーブルから竹製の耳かき棒を取った。

「じゃ、ここに頭乗せて」

　そう言ってふとももを叩たたく。二人がけのソファに座ってるから、そこで耳かきをしてやろうと思ったのだ。

　僕の隣に腰掛けた六連くんは、もう一度鋭い目付きで睨み付けてきた。

「沢渡くん。きみに耳を委ゆだねるが、ぼくの心までは自由にできないからね！」

「なんの話だよ！　意味がわかんねえよ」

　六連くんはそのまま横に倒れるようにして横たわった。背中向きに寝転がり、僕のふとももに頭を乗せる。

　体育座りでもしているみたいに膝を抱えて、六連くんが叫ぶ。

「──さあ、一思いにやれ！」

　今日のいちゃいちゃに耳かきを提案したのは間違いだったかなあと軽く後悔しつつ、六連くんの耳掃除をはじめた。

　六連くんは普段から男子生徒として過ごしているけれど、間近で見ると女の子らしさが滲み出ていた。頭が小さくて、肩も華きや奢しやだ。耳からうなじにかけてのラインも綺き麗れいで、男のそれとは全然違う。

　予想外の女の子っぽさにドキドキしながら、六む連つれくんの耳に触れた。

「……くっ」

　なにかを堪こらえるように六連くんは歯を食いしばる。丸めた身体が強こわばっていて、肩がプルプルと震えていた。

　彼女は僕が大嫌いだから、触れられるのも嫌なのかもしれないな……。

　申し訳ない気分になりながらも執事少女の耳を覗のぞき込こんだ。

　さすがは執事さん。身だしなみにも気をつけているのか耳の中は綺き麗れいだった。

　これは医者である父さんに聞いた話なんだけど。

　鼻クソが空気中のホコリなどを押し流すために流された粘液が固まったものであるのに対して、耳みみ垢あかというのはその名の通り垢なのだそうだ。

　垢、すなわち古くなった人間の皮膚。

　耳の中の皮膚というのは特殊なシステムになっていて、耳の奥──鼓膜の近くで新しい皮膚が作られ、耳穴の入り口に向かって順繰りに古い皮膚が押し出されていくのだそうだ。動く歩道みたいに奥の方から皮膚が耳から出てくるんだな。で、入り口近くで一番古い皮膚が剥はがれ落おちる。これが耳垢らしい。

　どんなに綺麗にしていても、耳垢は毎日生まれると父さんは言っていた。

　六連くんの耳にも、ほんのちょっぴり耳垢ができていた。それを耳かきで取ってあげる。















　執事少女は身体を丸めて、プルプルと震えていたのだけれど。

　次第に小さく声を漏らしはじめた。

「……くっ♡　はぅっ♡」

「どうした？　痛かったか？」

「い、痛くはないよ……。痛いのは嫌いじゃないから、ちょっとぐらいの痛みはむしろ望むところだ」

　申し遅れましたが、六む連つれくんはドＭです。

　ちょっぴり頬ほおを染めて、男装執事少女は続ける。

「痛くはない……。とても気持ちいいんだよ……。くっ、沢渡さわたりくんにこんなに気持ちよくさせられちゃうなんて……屈くつ辱じよくだ。こんな辱めを受けるぐらいなら死んだ方がマシな気分だよ。でも、屈辱的なのも意外と悪くない♡」

　繰り返しますが、六連くんはドＭです。

「き、気持ちよくなってくれてるのは結構なことだな、うん。そう思っておくことにしよう。それじゃ、反対を向いてくれ」

　今度は比較的素直に六連くんは従ってくれた。ソファの上でコロンと反転し、逆の耳を僕に向けてくる。

　左耳は右耳よりも耳みみ垢あかが多くできていた。耳かき棒を駆く使しし、耳垢を素早く除去する。

「はぅっ♡　なんということだ……！　沢渡くんのテクニックが、これほどのものだったとは！　あんっ♡　はうんっ♡」

　なにやら切なげな声が唇から漏れているが、気のせいだったということにして梵ぼん天てんを使って仕上げをした。フワフワ綿毛で細かい汚れを取り去る。

「ひゃあんっ♡　そのフワフワ、気持ちよすぎるよ、沢渡くんっ！　やんっ♡」

「おい、六連くん！　キャラが崩壊するような声を出すな！」

　──びくんびくんっ。

　大きく肩を震わせた六連くんは、くてっと僕のふとももに顔を埋めた。耳の先まで真っ赤になってしまってる。いつもキツい顔をしてる六連くんの口から、ちょっぴりヨダレが垂れちゃってるし。

「だ、大丈夫か？　六連くん」

　潤うるんだ瞳で、執事少女は僕を睨にらみ付つけてくる。

「沢渡くんなんて嫌いなのに……大嫌いなのに……。耳かきには勝てなかったよ♡」

「だから、意味わからんて！」

「とてつもなく気持ちがよかったということだ。耳かきをされるのが、こんなに心地よいとは思わなかった……♡」

　喜んでくれているのはなによりだ。しかし、反応がいちいち色っぽくてリアクションに困るな。

　黙ってようすを見ていた獅し堂どうが、冷たい声で尋ねてくる。

「六む連つれ。どんな感じだったの？」

　そこで我に返った六連くんは、ヨダレを袖口で拭った。直立不動の姿勢を取って、ご主人さまに報告をする。

「沢渡さわたり由ゆう吾ごは凄すさまじいテクニックの持ち主です。吹雪ふぶきさまのお耳を傷つけるようなことはないかと思われます」

「……そう。わかったわ。ご苦労だったわね。下がっていいわよ、六連」

「──はっ」

　執事少女はご主人さまに一礼。潤うるんだ瞳で僕を一ひと睨にらみすると、逃げるようにキッチンの方へと去っていった。

　ラブラボには僕と獅堂だけが残される。対面のソファに座っているクラスメイトは僕を値踏みするように睨ねめ付けて。

「沢渡くんは、結構な技術をお持ちのようね……」

「まあな。数少ない特技の一つだよ」

「女の子の汚い穴を棒状のもので掻かき回まわすのが上手だなんて、あなたは本当に卑ひ猥わいだわ。童貞のくせに」

「卑猥なのはおまえの言い方だ！　あと童貞のくせに、は余計だろ！」

「でも、童貞なのは事実でしょう」

「じ……事実だけどさ。耳かきのうまさには関係ないだろ、それは」

「そうね。関係ないわね。あなたを童貞だと言いたかっただけよ。……耳かきに限らず、身体のケアを誰かにやってもらうというのは、とても気持ちのいいことよ。髪を結ってもらったり、歯を磨いてもらったり。それを男の子にやってもらうなんて考えるまでもなくドキドキだわ。しかも、耳かきにはもれなく膝枕というスキンシップもついてくる。優秀ないちゃいちゃ行為だと言えるでしょう。治ち療りようのために行うのはやぶさかではないわ」

「そうだろ？　だから、やってみようぜ」

「……ええ、いいでしょう」

　頷うなずいてるのに、クラスメイトは立ち上がろうとしない。そっぽを向いたまま対面のソファに座ってる。

「どうしたんだ？」

「別に。どうもしないわ。……ああっ！　アレを見て、沢渡くん！」

　獅堂が部屋の一隅を指さして叫んだ。

　つられてそっちの方を向くが……ラブラボの壁があるばかりだ。

「なんにもないじゃないか……なっ!?」

　獅し堂どうの方に視線を戻した僕は、思わず驚きの声を漏らしてしまった。

　獅堂の黒髪から三角形の尖とがったなにかが二つ飛び出していたのだ。

　あれはどこからどう見ても──猫耳だな。ピンと尖った黒い猫耳。

　ソファから立ち上がって、獅堂は猫耳を指先で撫なでた。

「では、沢渡さわたりくんに耳掃除をしてもらおうかしら。ちょうど春毛に生え替わったところだから、グルーミングもしてもらえると助かるわ」

「待てよ、獅堂。どうして、そんなもんつけてんだ」

「いやだわ、沢渡くん。つけてるだなんて。私は元々、猫耳っ娘こなのよ」

「いやいや、さっきまで人間の耳が見えてただろ」

　髪から垣かい間ま見みえていた人間の耳は、今は黒髪で隠されている。

「ああ、あれ？　あれは世を忍ぶ仮の耳なの」

「どこの悪魔だよ」

「吹雪ふぶきイヤーは猫の耳なのよ」

「だから、どこの悪魔だよ。つうか、そんなネタ、ウチの学校の生徒の何割に通じるんだ」

「沢渡くんに通じただけで、私は満足よ」

　獅堂（猫耳）が僕の方へと歩いてくる。

「あなたは常々、『嗚あ呼あ、二次元の女の子がモニターから飛び出してきたらいいのに……』とか『空から女の子が降ってこないかなあ……』とか呟つぶやいているでしょう？」

「一度たりとも言った覚えないけどな」

「しょっちゅう空に向かって叫んでるじゃない。『親方！　空から、オンタリオ湖が！』」

「五大湖降ってきちゃった!?　大惨事だぞ、それ！」

「二次元具現化妄想に取とり憑つかれた沢渡くんに、私が猫耳っ娘であると明かすのは貞操の危機に直結するわ。でも、耳かきをするために、私の本当の耳を見せてあげたのよ。這はい蹲つくばって感謝して欲しいものね」

　獅堂は僕の隣に腰掛け直す。近くで見ると猫耳が作り物であることは明らかだった。猫耳形のカチューシャをつけているようだ。

「どこからどう見ても人工物じゃないか。獅堂に猫耳っ娘になりたい願望があるとは意外だったな」

　攻勢を試みる僕。獅堂は意外にもあっさりと反論を諦めた。

「……フン、そんな願望があるわけじゃないわ」

　すると、黒い猫耳が鬱うつ陶とうしげに前後に揺れた。

「う、動くのか、それ!?」

「私の脳波を読み取って動くようね。そういうオモチャなの。クローゼットにあったわ」

「そんなものまであるのか、あの部屋には……」

「あなたの言うとおり。私の正体は『人耳っ娘こ』よ」

　獅し堂どうは黒髪を手で払った。下に隠された人間の耳が現れる。

「人耳っ娘て。新ジャンルみたいに言うな。……さっさと耳かきをはじめようぜ。横になってもらえるか」

　僕は耳かきを手にし、ふとももを叩たたいた。

「ねえ、その前に一つ教えてもらえるかしら？」

「ん？　なんだ？」

「膝枕という名称についてよ。膝というのは、下か腿たいと上じよう腿たいのつなぎ目の関節部分を指すわよね？」

「ややこしい言い方だな。ココのことだろ」

　僕はソファに腰掛けたまま、膝のお皿を指さした。

「でも、膝枕というのは、普通はふとももに頭を乗せることを言うわ。これはおかしくないかしら？」

「言われてみれば、そうだな。深く考えたことなかったけど」

「正確を期するなら『もも枕』と呼ぶべきだわ。頭の位置を考慮するなら『鼠そ径けい部ぶ枕』と呼んでもいいわね」

「どっちも舌を噛かみそうだな……」

「ならば、良い呼び方があるわ。いっそのこと『キンタ──」

「わっ!!」

　大きな声を出して、獅堂の言葉を掻かき消けす僕。

「直接的なワードは全面的に禁止だ！　そして、何事も下ネタに絡めようとするな！　お喋しやべりなら耳かきしながらでもできるだろ。さっさとはじめようぜ」

　僕はもう一度ふとももを叩く。

「…………」

　獅堂は僕のふとももを見つめていた。わずかな間の後で頷うなずく。

「……わかったわ」

　僕のふとももを枕にして横になる。獅堂のしなやかな黒髪がソファに広がった。

「よしっ、それじゃはじめるか」

　耳かきを構えると、獅堂はいきなり口を開いた。

「ねえ、沢渡さわたりくん」

　いつも通りのクールな表情で語りかけてくる。

「さっきの膝枕という言葉に関してだけど……」

「まだ続けるのかよ！」

「膝という漢字にはふとももという意味があるのよ。だから、いま私たちがやっているように、ふとももを枕にすることを『膝枕』と呼んでもなんの不都合もないの」

「じゃあ、さっきのは全部わかってる上で言ってたのか」

　ただ単に、下ネタを言いたかっただけじゃねえかよ。

「沢渡さわたりくんに無知だと思われるなんて死んだ方がマシだわ。だから、ちゃんと断っておこうと思ったのよ」

「ひどい言い草だな……」

　呆あきれつつ耳かきを獅し堂どうの耳に近づける。すると、再びクラスメイトは口を開いた。

「せっかくだから、もう一つ膝に関する豆知識を披露してあげようかしら」

「いや、いらねえって。膝情報が増えても、これからの人生で役立ちそうにないし」

「たとえば、沢渡くんの前ぜん十じゆう字じ靱じん帯たいを切断するとするわよね？」

「え？　なにその、超怖い前提!?」

　獅堂のヤツ。さっきから、どうしたって言うんだろう？

　僕が耳かきをしようとするたびに、声を掛けて邪魔してきている。処刑されるのを恐れて作り話を続けるシェラザードのようだ。

　いや、それだけじゃない。獅堂は耳かきをしようと提案した直後からおかしかった。六む連つれくんに試させたり、猫耳をつけて下手な誤ご魔ま化かし方をしたり……。彼女にしては珍しいリアクションを続けている。

　獅堂の顔を盗み見た。僕の位置からでは横顔しか見えない。

　彼女の顔はいつもと同じ無表情だった。精巧なマネキン人形みたいに僕の膝で横になっている。なんの感情も窺うかがい知しることはできなかった。

　しかし──そのとき、気付いた。

　獅堂が髪につけている黒い猫耳は装着者の脳波を感知して動くオモチャだ。

　その猫耳が──ぺたり、と。後ろ側に伏せていたのだ。

　僕んちにはベスという名の猫がいる。

　ベスがこんな風に耳を伏せるときは──

「なあ、獅堂。ひょっとして……耳かきされるのが怖いのか？」

「別に、そういうわけではないわ」

「でも、猫耳が伏せてるぞ。猫が耳を伏せるときは怖がっているときだろ」

「…………」

　獅堂の視線がわずかに揺らいだ。

「……怖がっているわけではないの。ただちょっと、不安なだけよ」

「今までこんな風に耳かきをしたことないって言ってたもんな……」

「初めてだってことが不安な理由ではないのよ」

　続けて語られた言葉は僕の度肝を抜くに十分な破壊力を持っていた。

　微かすかに頬ほおを染めて、獅し堂どうはこんなことを口にしたんだ。



「私はね、沢渡さわたりくん──耳が性感帯なのよ」



「………………………………………………………………………………はい？」

「私は耳がとても弱いの。性的な経験は一度もないけれど……メイドに触れられるたびにゾクゾクしてしまうのよ。そういうのを性感帯と呼ぶのでしょう？」

　膝枕のまま、獅堂は僕を上目遣いに見つめてくる。

「優しくしてね、沢渡くん」

　そして、クラスメイトは意を決したように、静かに目を閉じた。

　僕に全てを委ゆだねて、綺き麗れいな耳をこちらに向けている。

「あは、あははは」

　乾いた笑い声をあげることしかできなかった。

　そんなこと聞かされたら、猛烈にやりづらいじゃないかよ、このやろう……。





　以上が、僕のあまりにもしょぼい特技と、獅堂の弱点に関する顛てん末まつだ。

　獅堂にしてあげた耳かきのようすについては詳細を語るのはやめておこう。語ったところで、たぶん面白くはないしな。

　アイツは最後までクールな顔を崩さなかった。ごくたまに注射の痛みを我慢する子どもみたいなようすで目をぎゅっと閉じることはあったけど、表情の変化はそれぐらい。

　言葉もほとんど発していない。気持ちいいとも不快だとも言わなかった。

　ただ一か所だけ──大きな変化の起こった部位があった。

　脳波で動くオモチャの猫耳。

　怯おびえたようにぺたりと寝てしまっていた、それが。



　耳かきをしている間は、パタパタと左右に揺れていた。



　我が家の愛猫がそんな風に耳を動かすときは、大抵ご機嫌なときだから。

　今回の治ち療りようは概おおむね成功だったということにしておこう。










　　　庇ひ護ご欲求不満





　幼稚園を卒園するぐらいまでの僕は、かなりやんちゃな少年だった。

　野山を駆けずり回って秘密基地を作り、ヒーローになりきって悪の組織と戦うための極秘作戦をお絵かき帳に書き連つらねちゃうようなタイプの、おバカな男の子。

　送電線の鉄塔によじ登ったり、ダンボールと発泡スチロールでイカダを作って川下りを敢行したり。さまざまな大冒険をした。しでかした。

　身体が弱かった愛まな火びを病院から連れ出して、秘密基地で一夜を明かしたこともあったな。めったに怒らない父親にも、そのときばかりは思い切りぶん殴られたっけ。

　今にして思えば無む茶ちやをしていたなあと呆あきれるばかりだ。

　そんな僕もすっかり大人しくなった。

　高校生になった今では、病弱だった愛火はラクロスに打ち込むスポーツ少女となり、やんちゃだった僕は帰宅部になって忙しい親の代わりに家事に勤いそしむおさんどん少年と化しているのだから──世の中というのはわからないものである。

　しかしながら。

　とある日の放課後。ラブラボのドアを開いた僕は、幼い時分を彷ほう彿ふつとさせる状況に陥おちいっていた。

　手の甲には小さな絆ばん創そう膏こう。首には青タン。右みぎ頬ほおにはムチで引っぱたかれたかのような赤み。制服を着ているから外からはわからないけれど、背中には軽い打ち身がある。上履きを履いてる左足のつま先もジンジンする。

　やんちゃだった頃と同じような、生傷だらけな状態となっていたのだ。

　先にラブラボへ来ていた獅し堂どうは、今日はテーブルで本を読んでいた。辞書のような分厚い本を気だるげにめくっている。

「おっす」

　軽く声を掛け、僕はソファに座った。

　待ちかまえていたかのように、キッチンの方から六む連つれくんが銀のお盆にお茶を載せてやってくる。

「──どうぞ」

　ティーカップをテーブルに置く瞬間──ギロリ。

　剣けん呑のんな目付きで六連くんは僕を睨にらみ付つけてきた。彼女が僕を嫌っているのはわかっていることだけれど、こんなに恐ろしい眼まな差ざしをしているのははじめてだ。

「あ、ありがとう……」

　あまりの迫力に、そんな風に返事をするのが精一杯。

　ひとしきり僕を睨ねめ付けると、執事少女は一礼をして去っていった。

　やれやれ。六む連つれくんには本格的に嫌われちゃったみたいだな……。

　ため息を吐きつつ、紅茶を一口すする。

　相変わらず六連くんの煎いれてくれるお茶は抜群に美お味いしかったのだけれど。

「痛っ」

　口の中が切れているせいで存分に味わうことができなかった。

「沢渡さわたりくん」

　本から顔を上げた獅し堂どうは訝いぶかしげに眉をひそめた。

「教室で会ったときよりも、なんだかボロボロになっているわね。右手の絆ばん創そう膏こうは朝からつけていたけれど……首元の青あざはついてなかった気がするわ」

　僕は首筋に手を当てた、大して痛みはないけれど、その辺りに青タンができている。

「ああ、これ。目立つか？」

「いいえ。襟に隠れてほとんど見えないわ。……むしろ、頬ほおの赤みの方が目立つわね」

　ほっぺに触れてみる。こっちはちょっと痛いな。

「全身のあっちこっちが痛いんだ……。手の甲は引ひっ掻かかれてるし、背中にも打ち身があるし、つま先はジンジンするし。今朝方は腹も痛かった」

　すると、獅堂は分厚い本をパタリと閉じた。

「なにがあったの？　……いえ、言わなくてもいいわ。私が当ててあげましょう」

　テーブルの上で手を組み、僕を見透かすように獅堂が視線を向けてきた。

「……わかったわ。男の子というのは授業中に『たった今、完全武装したテロリストが攻め込んできたら？』という脳内シミュレーションに明け暮れると聞くわ。妄想だけに飽きたらず、ついつい訓練と称して公園の砂場で前回り受け身の練習をはじめてしまったのね。そうでしょう？」

「高校二年生にもなって、そんなことで生傷をつくるなんて恥ずかしすぎるな！　ある意味致命傷だ！」

「違うの？　だったら……あ、わかったわ。幼い頃から目をつけていたご近所に住む小学生男子が、この春に中学校に上がって野球部に入り、その坊主姿のあまりの可愛かわいさに辛抱堪たまらず襲いかかったのでしょう？『夜明けの坊主頭は最高だぜ、ふゥはははー』とか叫びつつ押し倒したのはいいものの、思いのほか抵抗されて返り討ちにされてしまった、と」

「あまりにも的外れなんで僕も的外れにツッコミを入れさせてもらうと、坊主頭を強制する野球部は少なくなったそうだぞ」

「あら。それも違うのね」

　獅堂は椅子から立ち上がり、足音も立てずに歩み寄ってきて僕の対面に座った。

　アンティークのソファ。家具の価値などわからないが、椅子の脚にほどこされた獅子の足みたいな精緻な彫刻やクッションのフカフカさ加減からいって高級なものであろうことは僕にも理解できる。

　そんなソファに座った獅し堂どうは人形のように見えた。獅し子し神がみ学がく園えん高等部の制服を着た、アンティークドール。

　クラスメイトは人形のような無表情で冷たい声を発した。

「だったら、沢渡さわたりくんになにがあったのかしら？」

「ケガの理由はいろいろあってさ。話すと長くなるんだ」

「生傷だらけになった原因よりも、もっと知りたいことがあるの」

　クールなクラスメイトがわずかに目を細めた。

「沢渡くんは、さっき『全身が痛い』とか言っていたでしょう？　でも、あなたはそんなことを口走るキャラじゃないわ。誰かに心配されるのは好きではないでしょう？　風邪をひいたときもそうだったもの」

　そう、なのかな？　自分ではよくわからない。

　痛いだのダルいだの。結構言ってる気もするけどな。

「なにか嘆なげきたくなるようなことがあったのかしら？」

　嘆きたくなるようなこと、ね。

「……あったと言えば、あったかもしれない」

「どんなことがあったの？」

「僕って……なんていうか、嫌われやすいタイプなのかなと思ってさ。ちょっとヘコんでたんだ」

　手の甲に貼られた絆ばん創そう膏こうを見せて、僕は続ける。

「この傷はベスに引ひっ掻かかれたんだ」

「ベス？」

「ウチの飼い猫だよ。三歳のメス。恐ろしく可愛かわいい。あの可愛さは凶器だ」

「あなたの主観的感想はおいといて……変な名前ね。ベスなんて犬みたいだわ」

「妹が拾ってきた猫で、名付けたのも妹だよ。ベスはちょっと珍しくて、赤っぽい毛並みをしてるんだ」

「なるほど。赤い個体だからベスなのね」

「エサやりもトイレの砂替えも僕がやってあげてるんだよ。昨日はお風呂に入れてやって、爪切りもやってあげて、猫じゃらしでたっぷり遊んでやったのに──なぜか突然『フーシャー』されてさ」

「ふーしゃー？」

「猫って怒ったとき、そんな音を出すだろ。シャーって。で、引っ掻かれちゃったんだよ。可愛がってるつもりなんだけど、なにが気に入らなかったんだろうな……」

「ふうん。その傷は猫に引ひっ掻かかれたものなのね」

「それだけじゃないぜ。今朝はオナカが痛かったんだが……それは妹の一いち琥このせいだ」

「妹さん、おいくつなの？」

「小学四年だよ。あいつは獅し子し神がみ学がく園えんの初等部に通ってるんだぜ」

「では、私の後輩というわけね」

「獅し堂どうにも妹がいるんだっけ？」

「ええ。私の妹は中等部に通っているわ。そのうち紹介しましょう」

「妹がいる獅堂ならわかってくれると思うんだけど……」

　僕はずいっと身を乗り出して、力強く続ける。

「一琥のヤツ、反抗期なのかすげえナマイキでさ。僕が作ったごはんをマズいとか言うし。お風呂の湯加減も熱すぎるだのヌルすぎるだの文句言うし。僕が宿題しているときに限ってゲームしようとか誘ってくるし。夜中にトイレに行くとき、いちいち僕を起こしやがるし……。獅堂のとこも、そんな感じじゃないか？」

「申し訳ないけれど同意はしかねるわ。あなたたちみたいに仲良くないもの」

「仲良くなんかないって！　今朝だって、クソ忙しいのに『髪結んで』とか頼んできたんだよ。ツーサイドアップっていうのか？　妹は、そんな髪型してるからさ」

「結んであげたの？」

「断るわけにもいかないしな。結び終わって『可愛かわいくなったぞ』って声を掛けたら、いきなり腹パンを決められたんだ」

　小学四年の妹にレバーブローを入れられて、朝っぱらから悶もん絶ぜつする高校二年生の兄。威厳もなにもあったものではない。

「おかげで登校してる間、ずっとオナカが痛かったんだぜ。妹に嫌われてるとしか思えないよ……」

　僕の嘆なげきを聞いて、珍しく獅堂が「ふうん」と呟つぶやいた。なにやらつまらなそうな返事。

「……手の甲とオナカ以外にも痛い部分があるのよね？　そこはなぜ傷ついたのかしら」

「そうだな。たとえば、今まさに左足のつま先も痛いんだよ」

　僕は上履きの先端を見つめて、ため息を漏らした。

「六む連つれくんに思い切り踏んづけられちゃってさ……」

　僕は五限目に行われた体育の、直前のようすを思い浮かべた──。



　　　　×××



　のどかな春の昼下がり。五時限目の直前。男子更衣室。

　僕が通っていた中学校には、男子用の更衣室がなかった。体操服に着替える場合、野郎どもは空き教室を更衣室代わりにするのだ。

　しかし、レオ高には男子更衣室が用意されていた。背の高いスチールロッカーが立ち並び、青いベンチやウォータークーラーの設置された立派なロッカールーム。

　入学した当初は、こんな真っ当な更衣室で着替えができるなんて僕も出世したものだなあなんて感かん慨がいに耽ふけったりもしたのだが、二年生となった今ではなんの感動もなかった。

　体育の授業は僕の所属するＢ組の男子と、お隣のＡ組の男子。二クラス合同で行われる。

　三〇人ちょっとの野郎どもが一斉に体操服に着替える姿を詳細に語ったところで誰も喜ばないだろうし、それで喜ぶタイプの方たちとはちょっと友だちになれるような気がしない。さっさと着替えて体育館へ行くことにしよう。

　昼メシを食ったせいか、ほどよい眠気が襲ってきていた。あくびを噛かみ殺ころしつつネクタイを外して、ロッカーに放り込んだ。

　制服のボタンに手をかけたところで──ぶほぉっ!?

　思わず噴き出してしまった。眠気が一瞬で吹き飛ぶ。

「どうしたんだ、沢渡さわたり？」

　隣のロッカーを使っていたクラスメイトが声を掛けてくる、

「なんでもないよ。このロッカー、壊れてるみたいだから、別のヤツ使うことにするな」

　ジャージやらネクタイやらを引ひっ掴つかみ、更衣室の窓の方へとコソコソと移動。

　窓際では──六む連つれくんが着替えをしていた。

　男子生徒の制服に身を包んだ、執事少女。華きや奢しやな身体に、ウチの学校の制服がよく似合っている。

　制服を脱ぎ捨てると、六連くんは無表情でネクタイを解いた。シャツのボタンを外していく。

　近くの空きロッカーに自分の荷物をたたき込みつつ、周りに気付かれないようにトーンを落として六連くんに声を掛ける。

「（お、おい、六連くん）」

　六連くんは冷たい視線を向けてきた。僕と同じように声を落として返事をする。

「（……ぼくに声を掛けないでもらえるかな。きみの声を聞くだけで虫むし酸ずが走るんだよ）」

「（声を掛けずにいられるかよ。どうして普通に着替えてんだ！）」

「（そりゃ着替えるさ。次の授業は体育だろう？　きみは毎回、ぼくと一緒に準備運動をしているのに……それすら忘れるほど残念な脳みそだったのか）」

　六連くんはボタンを外して、シャツを脱いだ。そして、目にもとまらぬ速度でシャツを畳む。洋服店の陳列棚に飾られているような見事な畳み方だ。

　シャツの下には男物っぽいタンクトップを着ていた。大きく開いた胸元や脇の辺りから細っこい身体が見えちゃいそう。

「（……お、おまえ、いつもそうやって、着替えてたのか？）」

「（そうだよ。堂々としていればバレやしない）」

　この一年間ずっと同じ更衣室を使ってきたけれど、確かに六む連つれくんに注目したことはなかった。

　六連くんは制服のズボンを脱ぎ捨てた。男物のトランクスを身につけた、細っこい脚が露あらわとなる。

　そのまま六連くんはタンクトップにも手をかけ、それも脱ごうとした。

「（ば、バカ！　誰かに見られたらどうするんだよ!?）」

　僕は六連くんの手を掴つかんで止めた。

　執事少女はギロリと再び僕を睨ねめ付けて。

「（……離してくれ。見られたところで、性別を疑われるような体型はしていないよ）」

　慌てて辺りを窺うかがう。クラスメイトたちは、誰もがみなダルそうに着替えをしていた。こちらに注目しているヤツはいない。

「（見られてもバレなきゃいいとか、そういう問題じゃねえだろ！）」

「（ハダカを見られてもぼくは平気なんだよ。男どもの下げ卑びた視線に晒さらされるのも悪くないと思うしね）」

　うわあ、このコ、やっぱりドＭだあ。

　いささかうんざりしながらも、僕は六連くんに背中を向けた。僕の身体で隠すように彼女の前に立った。

「（たとえ、おまえが平気でも、僕は平気じゃないんだよ）」

　六連くんは獅し堂どう家の命令で男として学校に通ってるが、れっきとした女の子なのだ。男の中に交じって着替えをするなんて、いろいろマズイと思う。

　この場にいる中で、六連くんが女の子だと知っているのは僕だけだ。なら、僕が守ってやらなきゃいけないだろう。

「（僕がここに立ってるから。その隙に着替えろ）」

「…………」

　六連くんはなにも答えなかった。躊躇ためらいがちな衣きぬ擦ずれの音だけが聞こえてくる。

　肩越しに振り向き、一瞬だけ六連くんのようすを窺う。もちろん、身体を見てしまわないように気をつけて。

「（おせっかいだね、きみは……）」

　執事少女は仄ほのかに頬ほおを染めて、うつむいていた。

「（きみのせいで、なんだか恥ずかしくなってしまったじゃないか……）」

　六連くんは僕の背中に隠れた状態で、素早く体操服に着替えた。

「（終わったよ。きみも早く着替えたまえ。授業に遅れるぞ）」

「（もっと早く気付いてればよかったな。これからは僕が目隠しになるからさ）」

　六む連つれくんは僕の背中の後ろから歩み出てきた。

　忌いま々いましげに僕を睨にらみ付つけている。

「（……ぼくをいちいち女扱いするな）」

　そして──ぎゅむ!!

「痛いてぇ!?」

　思い切り、僕のつま先を踏んづけやがった！　なにすんだよ、コイツ！

「（礼は言わないからね。ぼくに構うな。余計なことはしないでくれ）」

　執事少女は振り返らずに更衣室を出て行った。

「痛いな、ちくしょう……。今日はこんなことばっかりだな……」



　　　　×××



　回想終了。再び、ラブラボ。

「つまり、つま先の痛みは六連に踏みつけられたせいってことなのね？」

「ああ、そうだよ。思い切り踏んづけられて未いまだに痛いんだ」

「全力ではないと思うわ。もしも、六連がフルパワーで踏みつけたら、きっとバラバラになっていたと思うわ」

「僕のつま先が？」

「いえ、校舎が」

「そんなにパワフルなのか、六連くん!?」

「私の治ち療りよう者しやを傷つけるなんて……六連にはキツい罰を与えなくてはいけないわね。縛り上げてムチで叩たたくぐらいのことはしないと」

「……いや、彼女にとっては、罰にはならないと思うぞ」

　六連くんは獅し堂どうにいじめられたいという願望を持っているのだ。緊きん縛ばく＆ムチ責めなんて、六連くんの業界では完全にご褒美である。

「なんにせよ、六連くんを罰するなんてやめてくれよ。僕が余計なことをして怒らせちゃったのが悪いんだからさ」

　着替え中にヘタに声を掛けるのは危険だったと思う。六連くんが女子だとバレかねなかった。アイツが怒るのも当然だよな。

　値踏みをするように僕を眺めながら、獅堂は口を開いた。

「……ねえ、沢渡さわたりくん。今後はどうするの？」

「今後？」

「これからも体育の授業は続くわ。時間割によれば……あさっても体育があるわね。着替えのとき、どうするつもり？　これまで通り六む連つれを無視するの？」

「無視なんてできるわけないだろ。知っちゃった以上は放っておけないしな。声を掛けると目立ちそうだから……それとなく衝つい立たてになろうかなと思ってるよ」

「ふうん」

　獅し堂どうは意味ありげに頷うなずいた。なにか言いたそうにしていたけれど……それ以上、六連くんについては尋ねてこなかった。

　脚を組みかえたクラスメイトは、自分の首筋と頬ほおを順番に指さして。

「首のアザ。そして、頬の赤み。それについても教えてくれない？」

　首には痛みがないけれど、ほっぺの方はまだちょっぴり痛い。熱を持ったようにジンジンしている。

　頬をさすりつつ、僕は答えた。

「こっちは──佐さ寺てら翡ひ翠すいさんにやられたんだ」



　　　　×××



　生管棟は大たい正しよう初期に建てられた、洋風の木造建築物だ。

　エントランスには校章を象かたどったタイルの装飾。階段の吹き抜けにある窓には空を飛ぶ獅子のステンドグラス。建てられた当時はモダンな建造物だったことを窺うかがわせる。

　築年数はざっと一〇〇年近く経過しているわけだがオンボロということはない。幾度もの改修工事と耐震補強工事を経て、レトロさを残したまま安全かつ快適な生徒たちの研けん鑽さんの場となっている。

　生管棟の一階には運動部の部室が入っている。二階は文化部。三階には生徒会関係の部屋が並んでる。

　部活動にも委員会活動にも縁のなかった僕は、一年生の終わりまで生管棟に足を運ぶこともなかった。

　だが、二年生になった今では、毎日のように生管棟に通っている。

　今日もラブラボに向かうために、僕は生管棟のエントランスの前を──通り過ぎた。

　ラブラボは生管棟の四階にある隠し部屋だ。

　生管棟の裏手にある秘密の入り口から中に入って、隠し階段を上らなければ辿たどり着つくことはできない。

　生管棟の各階から隠し階段に入ることもできるらしいが、誰かに見られてはマズイので僕はもっぱら裏手にある隠し扉を利用している。

　部活へ向かう生徒たちが、次々と生管棟のエントランスへと駆け込んでいった。もう部活動の開始時刻は過ぎてるから人影はまばらだ。

　そんな生徒たちに紛まぎれて生管棟へ近づき、建物の裏手へと向かう。

　エントランスを横切ったとき──ん？

　女生徒が大きなダンボール箱を三つも抱えて、生管棟へと入っていくのが見えた。

　ダンボールが重たいのか、ちょっとフラフラしている。そのままの足取りで階段を上ろうとしていた。つうか、あれ、前が見えてないだろ。

　スルーしようかと思ったが……放っておけずに女生徒に駆け寄った。

「えーっと、きみ……大丈夫か？　もしよかったら手伝うぜ？」

「た、助かります……」

　横合いから支えるようにして、ダンボールを二つばかり持ってあげる。

「って、結構重いなこれ」

「明日使う会議の資料なんです。すぐに整理しなくてはいけないので急いでいました」

「どこまで運べばいい？」

「三階の風紀委員室まで運んでください」

「ＯＫ」

　階段を駆け上がりかけて、ふと立ち止まった。

　……この声には聞き覚えがあるぞ。恐ろしく可愛かわいいアニメ声。

　階段の中ほどで振り返る。ダンボールを抱えた女生徒を見て。

「げ」

　思わず声が出てしまった。

　ダンボールの山を抱えていたせいで、さっきは顔が見えなかったけど……。

　プラチナブロンドの髪。エメラルドグリーンの瞳。今にもはち切れそうな胸。そして、ふともものホルスターに差された手帳。

　そこにいたのは佐さ寺てら翡ひ翠すいさんだった。

　佐寺さんも僕に気付いたらしく、訝いぶかしげに目を細めた。

「あなたは沢渡さわたり由ゆう吾ごさん……。私の手伝いをしようだなんて、どういう魂胆ですか？」

「なにも企たくらんでねえよ。危なっかしくて見てられなかっただけだ」

「……私の両手がふさがってるのをいいことに、いかがわしい行為をしようと近づいたに違いありません！」

「僕の両手もふさがってるだろ！　というか、僕をなんだと思ってるんだ!?」

「ケダモノ。女の敵。不ふ埒らち者もの。性犯罪者。色情狂。ヘンタイ。乱倫。浮気者。異常性愛者──まだ続けましょうか？」

「……いや、もういいよ。だいたいわかった」

「ところで、沢渡さん。あなたはどうして生管棟にいるのですか？　調査によれば、あなたはなんの部活動にも参加していないはずです」

「それはその……アレだよアレ。部活動に勤いそしむ幼なじみを応援しようと思ってさ」

「ラクロス部所属の飛鳥あすか井い愛まな火びさんですか。あなたの被害者第一号の」

「被害者とか言うな。僕たちは合意の上で付き合ってんだ」

「あなたは愛人をつくることを堂々と宣言するような人でなしです。おおかた、飛鳥井さんの弱みでも握って交際を強要しているのでしょう？　いつかあなたの魔の手から彼女を救い出してみせます」

　佐さ寺てらさんにとって、愛火は被害者という認識のようだった。

　明らかな誤解なのだけど、僕にとっては好都合である。愛火まで不純異性交遊で糾きゆう弾だんされるようなことがあったら困るからな。火の粉を被かぶるのは僕だけでいい。

「ラクロス部を見学するのならグラウンドへ行けばいいでしょう？　部室のある生管棟へ来る必要はありません。……さては窃盗が目的ですね。婦女子の下着類をくすねるつもりでしょう」

「違うわ！　おまえは僕を性犯罪者に仕立てなきゃ気が済まないのか！」

　彼女の髪には星形のアクセサリーがついていた。校則違反にならないレベルの飾り。

「沢渡さわたり由ゆう吾ごさん。私はあなたを監視しています。あなたの不正の証拠を見つけて、この学園から追い出すためにね」

　佐寺さんは碧あお色の瞳には、その星と同じような光が宿っていた。

　先端の丸くなった星。シェリフスター。

「あなたは放課後になるとちょくちょく生管棟へ向かうようですが、ふいに足取りが途絶えるのです。あなたはいったい、どこでどんな悪さをしているのですか？」

「悪いことしてるの前提かよ」

　秘密の隠し部屋で、女の子といちゃいちゃしてます──そんなことを言ったら、即座に学校をクビにされそうだな。

「愛火のようすを眺めた後で、すぐに帰宅してるよ」

「それは嘘うそです。先日、あなたの姿を午後六時頃に目撃しました」

「…………」

「また、同時刻に獅し堂どう吹雪ふぶきさんがお車に乗って帰宅していました。自動車による送り迎えは原則禁止ですが、獅堂さんは病気だと伺いました。体育も全て見学だそうですからね。それについては不問とします」

　佐寺さんは鋭い声で追及してくる。

「あなたは獅堂吹雪さんと、学内のどこかでいかがわしいことをしているのではありませんか？　他の生徒たちの目の届かない、秘密の場所で獅堂さんを手て籠ごめにしているのではありませんか？」

　いい勘してるな、佐寺さん。

　青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんについては、誰にも知られるわけにはいかない。僕は言葉を選んで慎重に口を開いた。

「獅し堂どうは僕の愛人だ。でも、いかがわしいことはしていない。清く正しい交際をしてるよ。ましてや学校内で不純異性交遊なんてあり得ないね」

「清く正しい愛人関係──おかしな言葉だと、ご自分でも思いませんか？」

「おかしくはないよ。……僕は愛まな火びのことも、獅堂のことも大好きだ。二股交際は校則違反じゃないだろ？」

「確かに校則には違反していません。ですがそれは、『校則に明記していないから、殺人を犯してもいい』と言い張るのと同じです。明記するまでもなく、人として許されることではありません」

「価値観の違いだな」

「いいえ。あなたの倫理観が一方的に欠けつ如じよしているだけです」

　キッと僕を睨にらみ付つけてくる佐さ寺てらさん。僕よりも何段か下にいるから、見上げるような格好になる。

　そんなに怖い表情をしていても、彼女の可愛かわいらしさは失われることがなかった。上目遣いで見つめられているようでドキドキしてしまうのは、佐寺さんの魔力的な美貌の為なせる業なのかな。

「沢渡さわたり由ゆう吾ごさん。必ずやあなたの悪事を暴いて見せますから」

　僕はダンボールを抱えたまま、肩を竦すくめた。きっとなにを言っても彼女には伝わらない。諦めてくれるのを待つしかないな。

　いやしかし、佐寺さんが思った以上に僕をしっかりと監視していることには驚いた。もうちょっと見つからないように気をつけるべきだな、これは。

　気を引き締めつつ、僕は階段を上っていこうとした。

　すると、佐寺さんが下から厳しい声を飛ばしてくる。

「どこへ行くのですか？」

「風紀委員室だよ。このダンボール、持っていくんだろ？」

「結構です。あなたなんかに手伝われたくありません。それを返してください！」

　階段を駆け上がり、佐寺さんは僕に詰め寄ってきた。彼女もダンボールを一つ抱えている。大荷物を持ったまま、僕たちは階段で押し合うような形になってしまった。

「お、おい！　危ねえよ！」

　僕が声を掛けたときには、もう遅かった。

「──あっ」

　佐寺さんは階段から足を踏み外し、後ろへ倒れていった。

「佐寺さん!!」

　ダンボールを放り出し、咄とつ嗟さに彼女の手を掴つかもうとする。

　だが、支えてやることはできなかった。バランスを取れずに僕も一緒になって階段を転げ落ちそうになる。

　僕は無我夢中で佐さ寺てらさんの手を引っ張って──……。

　なにがどうなったのかわからない。

　気がつけば、僕はタイルの貼られたエントランスに横たわっていた。背中を思い切り打ちつけてしまったせいで息が詰まる。

「佐寺さん……大丈夫か……？」

　クラクラする視界の中で必死に呼びかけようとして──もにゅにょんっ♡

　右手に恐ろしく柔らかい感触があった。ゴム鞠まりのような。いや、水のたっぷり入った風船のような。いやいや、マシュマロのような。綿菓子のような。ゼリーのような。

　たとえようもない未み曾ぞ有うの柔らかさと弾力を持った物体が、僕の手の中にあったのだ。

　次第に視界がクリアになってきて──僕は固まった。

　ダンボールから撒まき散ちらされた書類が、紙吹雪ふぶきのようにエントランスホールを舞い散っている。

　降り注ぐ書類の雨の中、佐寺さんは僕の上に馬乗りになっていた。

　僕の腰の辺りに佐寺さんのふとももが押し当てられている。

　そして、僕の右手は。

「……んっ♡」

　佐寺さんの甘い吐息が僕の耳をくすぐる。

　僕の右手は。

　佐寺さんの胸を。

　鷲わし掴づかみにしていた──!!

　大きく膨らんだ制服に、僕の指がほとんど埋まっていた。

　僕たちは横たわったまま見つめ合う。

　数瞬の沈黙の後で。

「えっと、その……怪け我がはないか？」

「きゃああああああああああああ!!」

　──バチーン!!

　革張りの手帳が僕の頬ほおに炸さく裂れつしていた。佐寺さんがホルスターから聖典を引き抜いて、僕のほっぺたを思い切り引っぱたいたのだ。つうか、超痛いてえ！

　耳の先まで真っ赤に染めた佐寺さんは、涙目で僕を睨にらんで呻うめいた。

「この性犯罪者……!!」

　ひらひらと舞い踊る白い紙吹雪の中を佐寺さんは走り去っていく。怪我はないみたいだな。

　去り際、小さな声でなにかを呟つぶやいたような気がするけど僕の耳には届かなかった。

　手のひらには柔らかな感触が残っている。

　タイルで校章が描かれているエントランスホールに大の字になり、僕は高い天井を見上げて嘆なげく。

「なんなんだよ……。今日は特別ついてない日なのか……？」



　　　　×××



「書類をダンボールに詰め直して、三階の風紀委員室まで運んであげてさ。その後で確認してみたら首にアザができてるわ、背中が痛いわ。聖典で叩たたかれたほっぺたは赤くなってるわ……ボロボロになってたってワケだよ」

　佐さ寺てらさんとのやり取りを話し終えた僕は、ラブラボのソファに身体を預けた。

「悪気があったわけじゃないんだけど……うっかり胸を触っちゃうなんて申し訳ないというかなんというか……僕はそういう間が悪いことが多いんだ。自分でも嫌になるよ」

「ふうん。なるほどね」

　獅し堂どうは無表情なままで頷うなずいた。

「ふううううううん。なるほどね」

　いや、無表情じゃないな。心なしかジト目になっていた。

「なんだ？　僕なにか悪いこと言ったか？」

「いいえ。なにも悪くないわ。……一つ、尋ねたいのだけれど」

「なんだよ？」

「佐寺さんは去り際になにを呟いたのでしょうね？」

「会議で使う書類がバサバサ飛び回ってたからな。ほとんど聞き取れなかったんだよ。でもまあ、彼女のことだから僕を罵倒していたんじゃないか？」

「私が思うに……佐寺さんはお礼を言ったのではないかしら？」

「お礼？　佐寺さんが？」

「ええ。偉大なる性せいの伝道師こと沢渡さわたり由ゆう吾ご大先生に乳房を揉もみしだいていただけたのよ。この世にいる女性なら誰しも泣いて喜ぶはずだわ。お礼を言いたくなるのも無理ないわね」

「褒め殺しつつ僕をヘンタイ認定する新パターン！」

「ねえ、沢渡くん。階段で立ち話をしていたとき、あなたは上の段にいたのよね」

「そうだよ」

「でも、転げ落ちたときは下敷きになっていた。とても器用な落ち方ね」

「……言われてみれば、確かに」

　無我夢中だったから気付かなかったけど、どんな風に転げ落ちたんだろうか。

「胸を触られたことで気が動転してあなたを引ひっ叩ぱたいたけれど、すぐにその矛盾点に気付いてお礼を言ったのよ」

「佐さ寺てらさんは僕を敵視してるんだぜ？　お礼なんて言うとは思えないけど」

「では、尋ねるけれど……あなたは佐寺さんの胸を生管棟の中で揉もんだわけよね？　佐寺さんは不純異性交遊の証拠を見つけようと躍やつ起きになっている。いわゆる『現行犯逮捕』をされてもおかしくない状況よ。でも、彼女は見逃した。佐寺さんを庇かばうために、不可抗力で胸を触ったのだと気付いた証しよう左さではなくて？」

「………………」

　佐寺さんを庇ったつもりはない。勝手に身体が動いていただけだ。過剰に褒められている気がしてその面おも映はゆさに僕は黙り込んでしまった。

「佐寺さんだけじゃないわ。六む連つれも、妹さんも、あなたの愛猫も。沢渡さわたりくんを嫌いになったから手を出したんじゃないと思うの。あなたにカマわれたことが、庇われたことが、可愛かわいがられたことが。うれしくて、照れくさくて、ちょっぴり鬱うつ陶とうしくて。その思いが攻撃性として表れただけではないかしら？」

「嫌われてたんじゃないなら、ありがたいんだけどな……」

「嫌われてはいないと思うわ。好感度があがった可能性すらある。でもね、沢渡くん」

　獅し堂どうは黒い瞳を半眼にした。彼女にしては珍しい明らかなジト目。

「わかっていたことだけど……ハッキリしたわ。沢渡くんは庇ひ護ご欲求の塊なのよね」

　庇護欲求。

　誰かを庇ったり、護まもったりしたくなる気持ちのことだ。

「飛鳥あすか井いさんのときもそう、私のときもそう。沢渡くんは苦しんでいる女の子が放っておけなかったのよね。助ける相手は誰でもいい。一切合切を救おうとしてしまうのよ」

　愛まな火びとの出で逢あいは病院だ。入院の心細さで泣いていた少女が放っておけずに、僕は声を掛けた。

　そして、僕と獅堂のいちゃいちゃ生活は、放課後の教室で発作に苦しむ彼女を助けたところからはじまっている。

「買いかぶりすぎだよ。僕はそんなにデキたヤツじゃない」

「皮被かぶりすぎ？」

「おまえは都合良く聞き間違えすぎだ！」

「沢渡くんは無意識なのよね。自分では意識せずに庇護欲求を発揮している。正義のヒーローみたいに。聖人君子みたいに」

　獅堂はソファから立ち上がった。

「そんなあなたが、私は不満だわ」

　そして──ぎゅむ。

「痛いてえ!?」

　僕のつま先を踏んづけやがった。六む連つれくんにやられたのとは反対の右足のつま先を。

「感謝して欲しいわね。これでも手加減したんだから。もしも思い切り踏んづけたら、きっとバラバラになっていたわ」

「校舎が？」

「いいえ。地球が」

「すごい威力だ！　つうか、なにを怒ってるんだよ？」

「怒ってません」

　ぷいっとそっぽを向いて、獅し堂どうはラブラボから去っていった。

　獅堂の怒りの意味が、僕にはよくわからない。

　ただ一つ、わかったことは。

「今日は間違いなく、厄日だな……」










　　　晴れのち曇り、ところにより吹雪ふぶき





　ゴールデン・ウィークも近づいた、とある四月の放課後。

　僕は自分の部屋の窓から外を眺めていた。朝方はいい天気だったのに、午後になってからどんよりと曇りだした。今にも一雨来そうな空模様だ。

　僕の心の中も、今日の空のように曇っていた。

　その理由は──ゆっくりと後ろを振り返る。

「ここが沢渡さわたりくんの部屋なのね」

　獅堂吹雪が僕の部屋を訪ねてきていた。

　制服姿のクラスメイトがフローリングの床に置かれた猫形クッションに背筋を伸ばして正座し、物珍しげに僕の部屋を見回している。

　なんだろう、この猛烈な違和感。そして、同時に感じる不安。

　異世界から恐怖の大王が降臨してきて、僕の部屋に上がり込んでいるかのような気分だ。

　とてつもなく悪い予感がする……。

　言うまでもなく、当然ながら。獅堂が僕んちにやってきたのは治ち療りようの一環だ。

　先日、僕は愛まな火びの部屋に行った。借りてた漫画を返したついでに、ちょっと部屋に上がってお茶を飲んでったんだ。

　愛まな火びの部屋に入るのは初めてのことじゃない。数えきれないぐらい遊びに行ってる。愛火が可愛かわいがってるペットの安やす彦ひこさん（マメ柴しば）にも久しぶりに会えたし、楽しい時間を過ごせたと思う。

　その話を獅し堂どうにしたら──

「そう。『恋人の部屋に遊びに行く』というのも立派ないちゃいちゃね。面白そうだわ。いつか試してみましょう」

　なあんて言い出して。

　冗談だろうと高をくくっていたら、今日の放課後になるなりリムジンに乗せられ、沢渡さわたり家へと連れてこられてしまった次第である。いや、自分ちなんだから連れてこられたってのも変な表現だけれども。

　クッションに座っている獅堂はポンと手を合わせた。いつもながらの無表情だが、その仕草から察するにちょっぴりテンションがあがっている模様。

「どうして思いつかなかったのかしら。男の子の部屋に遊びに来るなんて、とてもドキドキな行為だわ。治ち療りように役立ちそうね」

「獅堂がなにかしでかすんじゃないかと、僕もドキドキしてるよ……」

「それにしても、沢渡くんの部屋って……とてもエロいわ」

「どこが!?　エロ要素一個もないだろ!?」

　僕の部屋は六畳一間の洋室だ。

　壁際に置かれたベッド。その対面、ベッドに腰掛けたまま見られる位置にテレビ。その下のテレビラックにはゲーム機が突っ込まれてる。

　テレビラックの隣には漫画やラノベの並ぶ書棚。棚には愛火と一緒に撮った写真が写真立てに入れて飾られてる。言うまでもなく、愛火が置いてったものだ。

　テレビの前には脚の折りたためる小さなテーブル。

　窓際に机と椅子。机の上にはペン立てと参考書や辞書の類が置かれている。

　洋服は作り付けのクローゼットの中だ。

　飾り気はほとんどない。ポスターの類はゼロ。唯一貼ってあるのは医者である母親がもらってきた、薬品会社の粗品のカレンダーぐらいか。薬のカプセルを模もしたキャラクターが描かれていて、ぶっちゃけると非常にダサいのだけれど、スケジュールを書き込める欄が広くて便利なので使っている。

　まあ、ありふれた男子高校生の部屋だな。

　獅堂はキョロキョロと僕の部屋を見渡して。

「だって、私がこの部屋のどこにいようとも、すぐさまベッドに押し倒すことができる位置関係だもの。なにもかもがベッドから近い距離に置かれているだなんて……とてもエロいと思うわ」

「いやそれ、僕の部屋が狭いって言いたいだけだろ」

「私なりにバリケードに包んでみたの」

「包むならオブラートにしてくれ！　刺激物で包むな！」

　学習机の前に置かれた椅子に腰掛けつつ、僕は小さくため息を吐く。

「……まあ、来ちゃったものは仕方ない。治ち療りようの役に立つんなら僕はそれでいいよ。幸い家族は今いないから、くつろいでってくれ」

「わかったわ。沢渡さわたりくん」

　意を決したように、獅し堂どうは大きく頷うなずく。

「『毎朝オレのために味み噌そ汁しるを作ってくれ！』だとか、『オレのパンツを洗ってくれ！』だとか。男性のそんなセリフが結婚を暗あん喩ゆするプロポーズの言葉だということは私も理解しているわ」

「んんん？　なんの話だ？」

「それと同様に『今日は親がいないから』というのは『セックスしよう』と暗に誘っているのよね」

「はあ!?」

　獅堂は制服のリボンに指をかけて。

「いいわ。受けて立ちましょう」

「そんなつもりは一ミクロンもねえよ！　早合点するな！」

「あら、そうなの？　残念ね」

　リボンから指を離した。彼女のリボンはまったく緩んでいない。僕をからかうために緩めるフリをしただけだ。

「……アグレッシブな冗談は控えてくれると助かるよ。それで？　なにをして過ごす？　愛まな火びがウチへ遊びに来たときは、ゲームしたりＤＶＤ見たり漫画読んだりして過ごすことが多いんだけど……」

「沢渡くん。あなたはパソコンを持っている？」

「パソコン？　一応、親父おやじのお古のノートパソコン持ってるよ。っても、最近は使ってないけどな。スマホ持ってからは、それでコトが足りてるし」

「私は携帯電話すら持っていないわ。パソコンもほとんど触ったことがないの」

「今どき珍しいな。獅堂らしいけど」

「でも、六む連つれはそういうのがとても得意なのよ。パソコンも使いこなしているわね」

「へえ、六連くんもツイッ○ーとかブログとかやってたりするのか？」

「さあ？　先日は氷ひ雨さめおねえさまのご命令でアメリカ軍の機密データベースをどうのこうのしたと言っていた気がするわね」

「どうのこうの、の部分は詳しい説明を避けてもらえるかな。僕、逮捕とか嫌なんで」

　六む連つれくん、そんなこともしてんのかよ。

「パソコンの使い方には疎うとい私だけれど、六連に教わって少しばかり使い方を覚えてきたわ。ノートパソコンを出してもらえる？」

「いいけど……なにするつもりだ？」

「『.jpg』でハードディスク全体を検索させてもらいたいの」

「いきなり本丸に攻め込むつもりか！」

　つまり獅し堂どうは、僕がパソコンに保存している画像データ全てをチェックしたいと言っているのだ。

「ついでにブックマークと検索履歴、ｗｅｂサイトの閲覧履歴も見せてもらうわよ」

「それはおまえ、触れちゃならない男子のデリケートゾーンだぞ！」

　パソコンを個人所有している男子高校生の九九％ぐらいが、それを調べられると悶もん死しするのだ。

　僕はあんまりそーゆーの見ないけど……一％に入っている自信はない。そりゃまあ、ちょっとぐらいは見たことあるし。

「獅堂に僕のノーパソは見せられない！」

「代わりに私のノーパンを見せてあげてもいいのよ？」

「見たくねえよ！　つうか、字面は似てるけど音的にはあんまり似てないからね!?」

「沢渡さわたりくんて思ったよりケチなのね。ノートパソコンを調べれば、あなたの性癖が赤せき裸ら々らにわかって楽しそうだったのに……」

「獅堂。おまえは思ったより鬼だ。悪魔だ」

「お褒めに預かり恐きよう悦えつ至し極ごくよ」

「一切褒めてない!!」

　クッションに正座していた足を崩し、獅堂は四つんばいになって書棚の方へ向かった。

「では、パソコンのチェックは諦めて、家捜しをはじめることにするわ」

　僕の言葉を無視して、獅堂は棚に並んだ本の背表紙をチェックする。

「見られて困るような本は置いてないよ。特に獅堂が望んでるような、えっちな本は」

　獅堂はきっと僕が持っているいかがわしい本を見つけ出して、からかいたいと思っているに違いないんだ。

　すると、クラスメイトは心外そうな顔をした。

「えっちな本を発見してしまう展開も、それはそれで面白いけれど……私としてはもっとすごいものを見つけたいわ」

　獲物を狙う猫のようなポーズで、獅堂は続ける。

「あなたの黒歴史を綴つづったようなノートは、ないのかしら？」

「は？」

「沢渡さわたりくんは実は多次元世界からやってきた【救世の騎士ナハト・ウオーリア】で、普通の高校生として生活しているけれど、【静謐の乙女アグニ・マーヤー】のキスによって右手に宿された【隷獣ベヘモス】が覚醒し、悪の存在【対概念ダークマター】を倒せるのだ!!　──とか厨二病的なことを延々と書き記したノートよ」

「よくもまあ、口から出任せに固有名詞をでっち上げられるもんだな……」

　読ルみビに使われている単語の言語圏がバラバラなあたりがすげえそれっぽい。

「できることなら、必殺技の名前なんかも書いてあるといいわね。《エターナル・フォース・インフェルノ》。地獄の業火を召喚し、水蒸気爆発で敵を吹き飛ばす。相手は死ぬ。みたいな」

「炎で直接攻撃しろよ！　水蒸気爆発て、二度手間だろ！　つうか、そんな恥ずかしいノートは持ってないよ！　……幼稚園の頃はお絵かき帳にいろいろ書き殴ったりしたけど」

「そのお絵かき帳は残っていないの？」

「あるわけないだろ。そんなのとっくに捨てちゃったよ」

「……そう。もったいないわね」

　獅し堂どうは微かすかに眉をひそめた。彼女にしては珍しく、顔に出して残念がっている。どんだけ僕の恥部を覗のぞきたいんだ。

「ポエム集でもいいわよ。『ああ、愛まな火び。僕の愛いとしいサザンクロス。天空に輝く愛の十字架が、今夜も僕を縛りつける──』とか、沢渡くんはそんな恥ずかしいことを書いてそうじゃない」

「書くか、バカ！」

　日本じゃほとんど見えない南十字星をモチーフにしているのがポイントだな。アレさ加減がアップしている。

「あら、残念。もしも見つかったら、校内放送を使って朗読会をしてあげたのに……」

「獅堂って、マジで容赦ねえな……」

　そんなことをされたら、僕の学園生活はおしまいだ。……卒業式ジャックをした時点で、もう既すでに手遅れくさいけど。

　僕を散々からかって満足したのか、獅堂はクッションに座り直して。

「ところで、この家ではお茶も出てこないのかしら？」

「……わかった。お茶を煎いれてくるよ。ちょっと待っててくれ。あんまり部屋の中を勝手にイジらないでくれよ？」

　椅子から立ち上がり、自室の扉を開けた。

　すると──ぅなーん。

　可愛かわいらしい鳴き声が聞こえてきた。ドアの隙間から小柄な猫がするりと入ってくる。

　クッションに座っている獅堂の膝元へ、猫がすり寄っていった。

「あら、このコは……？」

「家族が誰もいないってのは間違いだったな。ベスがいたっけ。ウチのペットだよ」

　まるで挨拶をするみたいにベスは「ぅなー」と鳴く。

　獅し堂どうは冷たい瞳で猫を見下ろした。

「ねえ、沢渡さわたりくん。このコ、とても不細工ね」

「なに言ってんだ。めちゃくちゃ可愛かわいいだろ！」

「私の知っている猫という生き物は、もっとスマートなものなのだけれど……」

　ベスは三歳の猫にしては寸足らずで、全体的にずんぐりとした体型だ。しかも、鼻ペチャかつ三さん白ぱく眼がんである。美猫とは言い難がたいだろう。

　しかし、その可愛さは太陽系で随一だと僕は断言する。

　人懐こい我が家の愛猫は、獅堂のスカート辺りに頬ほおずりした。

「いいか、ベス。獅堂が僕の部屋を荒らさないように見張っていてくれよ」

　わかっているのかいないのか。ベスは「ぅなー」といい返事。

　部屋を出てキッチンへと向かう。

　急須で緑茶を煎いれ、自室へと戻るのに要した時間はせいぜい一〇分ぐらいだ。

「ほら、お茶煎れてきたぞ」

「ありがとう、沢渡くん」















　獅し堂どうはクッションの上で正座をしていた。彼女の膝の上でベスが丸くなって眠っている。

　テーブルの上に湯飲みを置いてやりつつ、僕は尋ねた。

「僕がお茶を煎いれてる間に、家捜しとかしてないだろうな？」

　獅堂はゆっくりと湯飲みでお茶をすすった。湯気と共にため息を吐き出して。

「とても心外だわ。沢渡さわたりくんは、私をなんだと思っているのかしら？　あなたがいない間に部屋の中を探索するなんて……そんな下品なマネはしません」

「だったら、いいんだけど……」

　湯飲みを両手で抱えたまま、獅堂は凜りんとした声で続ける。

「いいこと、沢渡くん。私はとてもヒマなのよ。青春症候群のせいで人付き合いを断ってきたから、クラスメイトと会話をすることもないわ。俗な言い方をすると『ぼっち』ね。趣味はエロ妄想と読書ぐらいなものよ」

「威張って言うようなことじゃないぞ」

「いちゃいちゃするフリをして沢渡くんをからかって遊ぶことは、私にとって最高のヒマつぶしなの」

「迷惑この上ない！」

「男の子の部屋へ遊びに来て、えっちな本を探しちゃう──それはよくある光景よ。ありふれたいちゃいちゃと呼んでもいいでしょう。でも、そんな普通のことをいつまでも続けてもつまらない。だから自分流アレンジをしてみることにしたの」

「僕の部屋になんかしやがったのか!?」

「『家捜し』なんて普通すぎるから、『家捜され』を試してみることにしたわ」

「家捜され？　なんだよ、それは……」

　自分の部屋を見回す。特に変わったようなところはないと思うけど──あっ!!

　壁に掛かったカレンダー。薬のカプセルを擬人化したキャラクターが描かれていたはずなのに。

「マッチョなお兄さんのカレンダーになってる──!!」

　ムキムキなボディビルダーがポージングしている暑苦しいカレンダーが、代わりに掛かっていた。

「あなたの部屋に、いろいろなものを隠しておいたわ。ご家族や飛鳥あすか井いさんに見つかったら、沢渡くんの今後が心配になってしまうような品々をね」

　お茶をのんびりとすすりつつ、獅堂は涼しい顔で続けた。

「それはどこかのボディビル大会を記念して作られたカレンダーらしいわね」

「確かに息子の部屋にこんなもんが掛かってたら親が何事かと思うな……」

「ちなみに、二〇〇九年のものよ」

「地味に古っ！　カレンダーとしても使えないし！」

　カレシの部屋を探索しちゃう──家捜し。

　ではなくて。

　カレシが部屋を探索せざるを得なくなる──家捜され。

　ってことか。

　新機軸すぎるだろっ!!

「頑張って見つけてね、沢渡さわたりくん」

　カレンダーをひっぺがした僕は、注意深く机の辺りを見回した。

「ちくしょう！　他になにを隠しやがった!?　……あっ！　ペン立てにバタフライナイフが立ててある!?　引き出しの中にはメリケンサックと安っぽいドクロの指輪が!?」

「いきがった中学生の不良っぽいグッズを用意してみたわ」

「これまた家族に見つかったら恥ずかしすぎる一品だな……」

　机の上をよく探してみた。ブックスタンドに辞書や参考書が立ててある。

「ここには、特になにも隠されてないみたいだ……」

「本当にそうかしら？」

　彼女の言葉に胸騒ぎがして、国語辞典を引っ張り出した。ケースから辞書を取り出し、手早くページをめくる。

「な、なんてことをしやがるんだ……!!」

『初潮』の項目が、マーカーでチェックされていた。

「他にも『月経』や『第二次性徴』などをチェックしておいてあげたわよ。沢渡くんがよく調べているであろう項目ね」

「調べてねえよ！　僕は女子に興味津々の小学生か！」

　僕はクローゼットの扉に飛びついた。急いで中をチェックする。

　くそっ、ここにもとんでもないものを隠してやがった。

「これは……スク水!?」

　僕の上着などに交じって、紺色のスクール水着がハンガーに掛かっていた。

「ええ。しかも、『新スク』よ」

　スクール水着なんてあまり興味がないから、よく知らないのだが……最近のスク水は短パンっぽい形になっているそうだ。

「旧スクに比べたら新スクの方が露出度が低いでしょう？　あえて新スク水を持っている方が、よりマニアっぽさがアップするかと思ったのよ」

「その配慮いらないだろ！　もっと別のことを配慮しろ！」

　クローゼットの中にはレオ高の女子制服までつり下げられていた。ったく、こんなの見られたら、僕が制服大好き男みたいじゃないか……って、あれ？

「なんか、このスク水も制服も……やけに大きくないか？」

「３Ｌを用意したわ」

　制服とスク水を床にたたきつける僕。

「こんなもんが見つかったら、女装趣味があると勘違いされるだろうがーっ!!」

　獅し堂どうのヤツ、僕を破滅させる気か!!

　全て見つけ出しておかなければ、僕の今後の生活が危うい。愛まな火びを部屋に呼ぶこともできなくなるしな。

　次は本棚へと駆け寄った。真っ先におかしいと気付いたのは写真立てだ。

　愛火と二人で撮った写真が飾られていたはずなのに……。

　六む連つれくんの写真にすり替えられていた。

　男子の制服が半脱ぎになってるセクシーな一枚。

　胸元のボタンが外されていて、胸元が見えそうだ。制服のズボンがちょっぴり下ろされていて男物のトランクスがチラ見えしてる。

　写真の中の六連くんは恥ずかしそうに頬ほおを染めている。

「あなたのために、パンチラ写真を撮ってきたの」

「パンチラなのは間違いないけどさ！　男のセクシー写真を飾ってるようにしか見えないだろ、これ！」

「沢渡さわたりくんは六連を女だと知っているから、この写真でムラムラできるわ。そのうえ、家族に見られたら可愛かわいい系の男の子が好きなのかと疑われてしまう……一枚の写真で二度美お味いしいわね」

「よくもまあ、これほどまでに悪あく辣らつなことを思いつくな。六連くんも、いくら執事でも断れよ、こんな仕事！」

「顔を真っ赤にしてたけど、写真を撮っている間、意外と幸せそうだったわよ？」

　六連くんはドＭだ。さらに獅堂のことが大好きときている。ご主人さまに脱がされてドキドキしてやがったに違いない。

　口の中で文句を呟つぶやきつつ、僕は本棚をチェックする。

　怪しげな漫画本が続々と発見された。

『妹調教日記』だの『僕の妹が変態だった件について』だの。

　明らかに不穏なタイトルが目白押しだ。

「……なんだ、これ？」

　僕の問いに、獅堂は膝に乗って眠るベスを撫なでながら答えた。

「背表紙についた黄色い楕だ円えんのマークを見てもわかるでしょう？　一八歳未満は見るべきではないタイプのコミックよ」

「僕たちは高校二年生だぞ!?　しかも、なんで妹モノばっかりなんだよ!?」

「もちろん、あなたに妹さんがいると聞いていたから」

「調教だの変態だの、危険そうな単語が飛び交ってるし！　こんなもんが本棚にあったらすぐさま家族会議の開始だよ！」

「……ところで、妹さんはまだ帰ってこないのかしら？　ご挨拶したいわ」

「考え得る最悪のタイミングで質問してきやがった!?　帰ってきてないし、帰ってきても会わせる気はないよ！　つうか、どうやって手に入れたんだ、こんな危ない本！」

「普通に書店で買ってきたのよ」

「恥ずかしくないのか……？」

　実はウブなくせに、大胆なことをするな、コイツ……。

「沢渡さわたりくんを陥おとしいれるためなら、私は頑張れるわ。私のものだと思われては困るから、店員さんにプレゼント用の包装をお願いしたのよ」

「獅し堂どうのその精神力の強さを、なにか別のことに活いかせないかなぁ。世界平和とかさ！」

　本棚をチェックし終えた僕は、次はベッドの下を確認した。

「うっわ、なんだこれ!?」

　等身大の女性の人形が出てきた。シリコン製のリアルなものだ。引っ張り出すのも大変なほど重量がある。

「見ての通り、ダッチワイフよ。氷ひ雨さめおねえさまの衣装部屋にあったから、沢渡くんの部屋に移動しておいてあげたの。必要でしょう？」

「必要ないよ!?　その心遣い、本当にいらないよ!?　……あれ？　奥にもなにかあるな」

　女性型の人形の奥に、もう一体人形が寝かされていた。男性型の等身大人形。

「見ての通り、ダッチハズバンドよ」

「旦那さんもいた!?」

「氷雨おねえさまの衣装部屋にあったから、沢渡くんの部屋に移動しておいてあげたの。必要でしょう？」

「なにに使えって言うんだよ！　用途がまったく見あたらねえよ！」

　ダッチハズバンドの奥からは、幼女の人形が出てきた。

「それはダッチドーターね」

「ご家族連れだった!?　こんなもんもらっても困るよ！　どうやって処分したらいいんだ？」

「さあ？　燃えないゴミとして出せばいいんじゃない？」

「こんなもんがゴミ捨て場にあったら、ご近所が騒然とするわ！」

　ツッコミ疲れみたいなものを感じつつ、気力を振り絞って布団を捲まくり上あげた。

「ぎゃー!?」

　シーツの表面にデカデカと、六む連つれくんセクシーショットが印刷されていた。今度は執事服の半脱ぎ姿だ。

「いわゆる痛シーツというものよ。今日のために特注したわ」

「六む連つれくん、マジで転職考えた方がいいぞ！」

「それからポスターも用意したわよ」

　獅し堂どうは上を指さす。つられて天井を見上げて。

「うわーっ!?」

　天井に超巨大な六連くんのポスターが貼られていた。

　執事服を脱ぎ捨て、白いＹシャツ一枚でアヒル座りをしてる。恥ずかしそうに耳の先まで朱に染めて潤うるんだ瞳で上目遣い。

　……無駄に可愛かわいいのでリアクションに困るじゃないか、このやろう。

「六連くんをプッシュしすぎだろ」

「こういうのは繰り返した方が面白いと思ったの」

　その後も、テレビラックのゲーム機の棚に『ＢＬゲーム』が置かれているのを発見したり、通学用カバンに熟女モノのＡＶが突っ込まれていたり。

　危険すぎるアイテムが次々と発見されて、僕は血の気の引くような思いを味わわされることとなった。

　恐怖の『家捜され』が終わったのは、小一時間後のことだ。

「全部見つけ出されてしまったわね。残念だわ。だけど、沢渡さわたりくんの慌てふためく顔が見られたから、とても満足よ」

「そりゃあよかったな。おかげさまで、僕はクタクタだよ……」

　椅子に座った僕はグッタリとうなだれることしかできない。机の隣には人としてどうかと思うグッズが山をなしている。こんなもん、どうやって持ち込んだの？

　僕の疑問を察知したかのように、獅堂が教えてくれた。

「種明かしは必要ないと思うけど、一応ヒントだけ出しておくわ。外に待機させているリムジン。広いトランク。運転手と六連」

「ＯＫ。だいたいわかった」

　膝にベスを乗せたまま、獅堂は湯飲みに入ったお茶を飲み干した。

「ところで、沢渡くん。この家ではお茶菓子も出てこないのかしら？」

「…………」

　僕は大きくため息を吐きつつ立ち上がる。湯飲みを回収してドアノブに手をかけた。

「ついでに、お茶も煎いれ直してやるよ。でも、もう二度とおかしなマネはしないでくれよ？　家捜されとか、こりごりだからな！」

「わかっているわ。もうなにもしません」

　獅堂の膝の上で気持ちよさそうに眠っている愛猫にも声を掛けた。

「おい、ベス。コイツを見張っててくれ。悪さをしそうになったら引ひっ掻かくんだぞ」

　ベスは「ぅなー」と眠そうな返事をした。

　部屋を出てキッチンへと向かう。緑茶を煎いれ直し、お茶請けにクッキーを用意してやった。お盆に載せて自室へ戻る。

　ドアの前に立ったとき、部屋の中から声が聞こえてきた。

　……獅し堂どうのヤツ、またなにか僕の部屋に隠してんじゃないだろうな？

　扉を薄く開いて、こっそりと中を覗のぞいてみることにした。

　獅堂はクッションの上に正座して、ベスを撫なでていた。

「それにしても、あなたは不細工ね」

「ぅなー」

「……猫に触ったのは初めてだけれど、こんなに人に懐くものだとは知らなかったわ」

「ぅなーん」

　ベスは獅堂の膝の上で立ち上がり甘えるように頬ほおずりをした。喉を鳴らすゴロゴロという音が僕の耳にも届く。

　獅堂は躊躇ためらいがちに──ぎゅむっ──ベスを抱きしめた。

　クールなクラスメイトはいつもながらの冷たい眼まな差ざしだったけれど。

「ふふふ」

　その口元には微かすかな笑みがこぼれていて。

　猫と戯れる彼女の姿は、とても可愛かわいらしく見えて──……。

　そっと扉を閉じて、ため息を吐く僕。

　本当に、獅堂ってズルいよな……。

　僕の部屋に襲来されて、大変な思いをしたってのに。

　あんな微笑ほほえみを見せられたら、『また遊びに来いよ』って言いたくなっちゃうじゃないか……。










　　　流れ星に願いをかける方法





　夜空を駆ける流れ星。

　棚引く星が消えないうちに、心の中で三度、願いごとを唱えられれば夢が叶かなう──。

　そんな言い伝えを、誰もが一度は聞いたことがあるだろう。

　流れ星が夜空を駆けるのは、一瞬。三回も願い事を唱えるなんて不可能だ。

　願いなんてそう簡単には叶わない──そういう戒いましめの含まれた伝説なのかもしれない。

　だけど、幼稚園に通っていた頃に。

　僕は流れ星に願いをかける方法を見つけ出した。

　僕は確かに、夜空を駆ける流れ星に三回お願い事を唱えたのだ。



　　　　×××



「今日は楽しかったっ!!」

　ゴールデン・ウィーク二日目。夜。ウチのご近所の河原。

　満点の星空の下、土手沿いの道をのんびりと手を繋つないで歩きつつ愛まな火びは歓声をあげた。

「久しぶりに由ゆう吾ごと思い切り遊んだーって感じ！」

「朝から晩までみっちりデートすることって、最近なかったもんな」

　ゴールデン・ウィークも愛火はラクロス部の練習で忙しいようだ。完全にオフになっている日は今日だけ。だから、二人で目一杯遊ぶことにしたのである。

　と言っても、特別なことはしていない。ゲーセン→ファミレス→ボウリング→カラオケという高校生の定番遊び場巡りをして今日一日過ごしたんだ。

　で、愛火の家まで送ってあげるついでに、ちょっと遠回りをして散歩をしているという次第。

　僕たちの通学路でもある土手の上のサイクリングロードは人影もまばらだった。時折、犬の散歩をする人やジョギングをする人とすれ違うぐらい。

　暑くもなく、寒くもない。聞こえるのは住宅街から響く団らんの音と、微かすかな虫の声。吹き抜ける川風が心地よい。散歩をするには最高のシチュエーションだ。

　繋ぎあった手をぶんぶんと振って、愛火は照れくさそうに笑い出す。

「……なんで笑ってるんだよ。僕、なんか変なこと言ったか？」

「えへへ、二人で遊びに行くことを『デート』って呼んでくれてるんだなーと思って」

「そりゃまあ、そうだろ。僕たちは付き合ってるんだし。……つうか、恥ずかしいからいちいち指摘すんな」

　空いてる方の手で愛まな火びの肩辺りを小突こうとしたら、ひらりとかわされた。外灯の下で、栗くり色いろのショートカットと夏めいた色合いのミニスカートが一緒に翻ひるがえる。

「避よけるとはナマイキだな」

「帰宅部の攻撃が、ラクロス部に当たると思ったかー！　修行がたらーん！」

「愛火師匠！　稽古をつけてくださらぬか！」

「ハーゲンダッ○を一〇個用意すれば、弟子入りを考えてやらなくもないぞよ」

「あ、じゃあやっぱ、いいっすわ」

「諦め早すぎー!?」

　歩きながらバカ話をする。生産性の欠片かけらもないひどい会話だ。

　バカげた会話の後はしばらく無言が続いた。お喋しやべりが途切れても、会話の糸口を探そうと焦ることなんてない。無言でも心地よさを感じるのが愛火と過ごす時間なんだ。

　と、幼なじみがふいに立ち止まった。

「ねえねえ、由ゆう吾ご」

「んー？」

「あと五分もすれば、ウチについちゃうでしょ？　ちょっと寂しいな～。今日のデート、すっごく楽しかったから……もう少しだけお喋りしてたいんだけど」

「いいよ。……でも、立ち話っていうのもなんだな」

　僕の手をつんつんと引っ張って、愛火は土手の下を指さした。河川敷の野球場の脇に青いベンチが設置されている。河原は夜の闇に沈んでいたけれど、ベンチの辺りは外灯に照らされて明るかった。

「じゃ、あそこでちょっとだけダベってくか」

「やったっ」

　土手を降りて、河川敷のベンチに愛火と並んで座った。

「コホンコホン。ねえ、由吾？」

　愛火はベンチの表面を手のひらでペシペシと叩たたいた。僕と愛火のおしりの間を。

　もっと詰めて座れってことだろう。僕たちはお互いに腰を浮かせて距離を詰める。肩の触れあう距離でベンチに腰掛けた。左肩に幼なじみのぬくもりを感じる。

　夜空を見上げて、愛火は歓声をあげた。

「見てみて！　星がきれーい！　プラネタリウムみたい！」

「今日は雲一つないからな。天体観測にはいい日かもしれない」

　僕たちの頭上には満天の星空が広がっていた。

　ベンチに腰掛けて足をブラブラさせながら愛火は空を見上げて。

「流れ星ってさ、意外と見られないよね。部活の大会の前とかに由吾に教えてもらった方法で流れ星にお願いをしようと思っても、なかなか降ってくれないから挫折しちゃうんだよね」

「僕に教えてもらった方法？　なにそれ？」

「うそっ!?　忘れたの!?『流れ星に願いをかける方法』だよ？　ほら、流れ星ってさ、一瞬で消えちゃうでしょ。だから、三回もお願いごとを唱えるなんて普通はできないよね？　でも、それを可能にする方法を由ゆう吾ごが教えてくれたじゃん。幼稚園のときに」

「悪い。全然覚えてないわ」

　五歳の頃だから、一一年も前のことだ。

　愛まな火びは不服そうに唇を尖とがらせた。くりっとした瞳を半眼にしてる。

「……じゃあ、ちっちゃい頃にさ。入院してるあたしを由吾が連れ出して、秘密基地で一晩明かしたことも覚えてないの？」

「ああ、それは覚えてるよ。一緒にカップラーメン食ったっけな」

　幼稚園の年長さんの頃のこと。小学校の裏山に作った秘密基地で、僕と愛火は星空を見上げて一晩を過ごしたんだ。一つの寝袋に二人でくるまって、わけあって食べたカップ麺。水筒にいれたお湯で作ったから生煮え状態だったけれど、それでも最高にうまかったと記憶してる。

「あれって、由吾が『流れ星に願いをかける方法を見つけたぞー！』とか言って、あたしを病院から連れ出したんだよ」

「そうだったけ？」

「そうなの！　んもうっ、あたしにとっては最高の想おもい出でなのに、カップ麺のとこしか覚えてないとかひどくない!?」

　愛火は僕のふとももを平手で叩たたいてくる。

　幼い頃、僕は毎日のように愛火をお見舞いしていた。

　そんなある日、お絵かき帳を抱えた僕が興奮気味に病室へ飛び込んできたらしい。

　お絵かき帳には、クレヨンでさまざまな作戦が書き連つらねられていた。この世の悪を蹴散らし、みんなを幸せにするための秘密作戦。当時の僕はそういうタイプの残念な子どもだったのだ。

　その中の一ページを愛火に見せて、こんなことを叫んだらしい。

　──すごい作戦を考えた！　流れ星に願いをかける方法を見つけたんだ！

「肝心の『流れ星に願いをかける方法』ってのは、どんなものなんだ？」

　普通に考えて、流星が消え去る前に願い事を三度唱えるなんて不可能だ。一音で多数の意味を持つ圧縮言語でも開発しない限りは。もしくは一回転するだけで教典を唱えたのと同様の効果のあるマニ車ぐるまを回すとか？

「仕方ないから教えてあげるよ。もう二度と忘れちゃダメだかんね」

　コホンと咳せき払ばらいをして、愛火は続ける。

「手順その一！　夜空を見上げて、どれか一つ星を決めます！」

「どういう意味？」

「いいからいいから。テキトーに一個選んで決めてよ。北ほつ極きよく星せいとか北ほく斗と七しち星せいはダメだよ。できるだけ地味なのがオススメ」

　夜空を見上げて、僕は薄暗い星を一つ選んだ。

「どれにした？」

「オリオン座の右下辺りにある薄暗いヤツ」

「えー？　よくわかんないんだけど？」

　有名どころの星座を頼りに、僕が選んだ星を伝えた。

「んじゃ、手順その二！　その星に願い事を三回唱えます！　……とりあえず、なにかお願いしてね」

「おう、わかったよ」

　薄暗い星に向かって、心の中で願い事を三回唱える。

　願い事の内容は……まあ、適当でいいだろ。

「唱えた？」

「うん」

「あたしも唱えたよ。……では最後に、手順その三！　二人でその星を見つめ続けます！」

「それって、ひょっとして……」

　僕は横に視線を向ける。愛まな火びはじーっと夜空を見つめ続けていた。

「こら、由ゆう吾ご！　目を離しちゃダメだよ！　あの星が流れる瞬間を見逃しちゃうでしょ？」

「うわ、やっぱりか！」

　僕が編み出した『流れ星に願いをかける方法』。

　それは『夜空の星にあらかじめ願いを唱えておき、その星が流れるまで見つめ続ける』というあまりにも悠長な方法だった。

　やっぱり、当時の僕はバカな子だった。

「お絵かき帳に書かれたその作戦をあたしに説明してくれてさ。ある夜にあたしを病院から連れ出して、おんぶして秘密基地まで連れてってくれたんだよ」

　僕と愛火は寝袋にくるまって、目標となる星を一つ決めた。

　そして、二人でこんな風に唱えた。



　──愛火が元気になりますように。

　──愛火が元気になりますように。

　──愛火が元気になりますように。



　ベンチに腰掛けたまま夜空を見上げて、オリオン座の右下辺りにある薄暗い星を見つめる。星から目を離さないようにしつつ幼なじみに尋ねた。

「それで……ちっちゃい頃の僕たちは流れ星を見ることができたのかな？」

　頭上を輝く星は、太古の昔から夜空を彩り続けている。僕たちの目の前で、突然に流れ出す可能性なんてないように思えたのだけれど。

「ん」

　愛まな火びは小さく頷うなずいた。

「由ゆう吾ごがあたしを連れ出してくれたのはね、ちょうど流星群の夜だったの」

　星空を見上げたまま、愛火は空に向かって手をあげる。

「いっぱいいっぱい流れ星が降ってきてさ。あたしたちが見つめてた星も流れて見えて……由吾はあたしに、こう言ってくれたんだよ」

　──もう大丈夫だぞ。流れ星にお願いしたから、愛火の病気なんてすぐ治っちゃうぜ！

　手をゆっくりと下ろして、愛火は小さな声で呟つぶやく。

「由吾ってばズルいよね。そんなことされたら、好きになっちゃうに決まってるじゃん」

　僕たちはベンチに並んで、三分ほど一つの星を眺め続けた。

　しかし、どちらからともなく視線を下ろして、僕たちは顔を見合わせる。

「なかなか流れてこないな。当然っちゃ当然だけど」

「首が疲れてきちゃった。あの日みたいには、うまくいかないよねー。ねえ、由吾はなにをお願いしたの」

「……ナイショ」

「いいじゃん、教えてよ！」

　口に出すのは猛烈に恥ずかしいんだが……。僕は頬ほおを指先で掻かきつつ教えてやった。

「なんつーか、その、アレだ、うん。『これからも愛火と仲良くいられますように』とか願ってみた」

　今日はデートだし。隣にいるし。一応な。

　幼なじみは照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「えへへ、そっか。ちょっとうれしいかも……」

「それで？　愛火はなにをお願いしたんだよ？」

「え？　絶対に言うわけないじゃん、そんなの」

「ひどいな！　人に言わせといてそれはないだろ！　白状しろ、コイツめ」

「ナイショったらナイショだよ～」

　僕の肩に側頭部をぶつけてくる。

　五回ほど痛くもないヘッドバッドをカマした後で。

　ふいに会話が途切れた。僕たちの間に心地よい無言が流れる。

　愛まな火びは周囲をキョロキョロと窺うかがった。人ひと気けがないことを確認して。

「ねえ、由ゆう吾ご」

　こちらを上目遣いに見つめてきた。

　星空の下で、僕たちは見つめ合う。

　わずかな沈黙が流れる。愛火の瞳の中に映り込んだ星空が微かすかに瞬またたいた。

「ん」

　愛火は僕を促すようにそう言って可愛かわいらしく唇を尖とがらせ、まぶたを閉じた。

　付き合いたてだった頃の僕にはわからなかったけれど、今ならこの行動がなにを示しているのか理解できる。

　幼なじみじゃなくて、僕は愛火の恋人だから。

　コイツがなにを求めているのか、ちゃんとわかる。

「……いいのか？」

「由吾じゃなきゃ、いやだよ」

　僕は愛火の肩にそっと手を置いた。

　──どきん。どきん。どきん。どきん。

　心臓が痛いくらいに高鳴っている。

　微かに震えている愛火の唇。催眠術にかけられているみたいに、僕はその柔らかそうな唇から目が離せなくなった。

　愛火の唇にゆっくりと、僕の唇を近づけていって──。



　──ちゅっ。



　僕は愛火にキスをした。

　触れあうだけの、優しい口づけ。恋人の唇は信じられないぐらいに柔らかかった。

　あまりの照れくささに、僕はすぐさま顔を離す。

　愛火は星明かりの下でもわかってしまうぐらいに真っ赤になっていた。耳の先までピンク色に染めてうつむいてしまう。

「うわ、ヤバいかも……」

「どうした？」

「は、恥ずかしすぎて、顔が上げらんないの……」

　小さな声で、幼なじみは頼んでくる。

「あのさ、あたしの代わりに空を見てくれない？　さっき願い事をした星、まだあるかなあ？」

　オリオン座の近くにある、小さな星は夜空で輝き続けていた。

「まだ流れてないよ」

「……そっか。えへへ、おかしいね」

　愛まな火びはゆっくりと顔を上げた。ほっぺはこれ以上ないってぐらいに真っ赤で、瞳も微かすかに潤うるんでいる。口元は幸せそうな笑みを浮かべていた。

「星は流れてないのに、あたしの願い事が叶かなっちゃった──」



　交際をはじめてから三か月弱。

　僕たちはこんな風にして、初めての口づけを交わした。



　　　　×××



　愛火との交際は順調だと思う。

　獅し堂どうとの奇妙ないちゃいちゃ生活も、どうにかこうにか治ち療りよう者しやとしての役目を果たせている。

　風紀委員の佐さ寺てらさんには未いまだに目の敵かたきにされているようだ。学園内で視線を感じることもある。しかし、学校生活に目立つような支障は出ていない。

　卒業式ジャックの噂うわさも一段落してきて、後ろ指を指されることも少なくなった。

















　二年生になって一か月ほど。

　僕は全てが順調にいっているように感じていた。





　大抵の場合、困難はそういう油断した隙を狙って襲いかかってくる。










　　　佐さ寺てら翡ひ翠すい





　おかしい……。どうしてこうなった……。

　五月のはじめ。月曜日。ラブラボ。

　ソファに座った僕は、思わず遠い目をしてしまった。今なら肉眼で自由の女神ぐらいなら見られそうな気がする。望遠にして呆ぼう然ぜん。

　アンティークな応接セットのテーブル。その脇に置かれた座布団の上に佐寺翡翠さんが鎮ちん座ざましましているのだ。

　ここはラブラボ。いちゃいちゃするための隠し部屋。

　そして、彼女は佐寺翡翠。《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》なんてあだ名される鬼の風紀委員。

　水に油なんてレベルじゃない。火に油。いや、炎にダイナマイトをぶちこむぐらい、危険な取り合わせ。

　座布団の上で背筋を伸ばして正座をしている佐寺さんは、大きな湯飲みでお茶をすすった。プラチナブロンドの髪、碧あお色の瞳、メリハリの利きすぎたナイスバディ。どこからどう見ても洋物のピンナップガールみたいなルックスだ。そんな彼女がレオ高の制服を身に纏まとい、座布団に座ってお茶を飲んでいる姿に違和感がある。

　緑茶をすすった佐さ寺てらさんは忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「まったく……なんという星の巡り合わせでしょう。まさか、あなたと──」

　翡ひ翠すい色の瞳がギロリ、と僕を睨ねめ付ける。



「沢渡さわたり由ゆう吾ごさんと私が、いちゃいちゃするなんて」



　──そう。佐寺さんは僕といちゃいちゃするためにラブラボに来ているのだ。

　どうして、こんな事態に陥おちいっているのか。

　混乱した頭で、僕はこれまでの経緯を思い返した。



　　　　×××



「ねえ、沢渡くん。若々しくて馬鹿馬鹿しいようすを『青春』と呼ぶわよね」

　ゴールデン・ウィークが明けて、しばらく経たった金曜日の放課後。

　ラブラボにつくなり獅し堂どうがそう語りかけてきた。

　ソファの脇にカバンを放りつつ、僕は口を開く。

「『若々しい』と『馬鹿馬鹿しい』。きちんと韻を踏んでる点は評価したいけど『青春っぽい』からと言って、馬鹿馬鹿しいとは限らないだろ。甘酸っぱさとかほろ苦さとか切なさとか……そういう要素も『青春』の一部だと思うぜ」

「曖昧な表現ね」

「うーん。一言では表現が難しいよな。『若さ』ってのは外せない要素だと思う。でも、それだけじゃ説明しきれないよな。青春って言葉には、独特のイメージがあると思う」

「青春のイメージ」と、獅堂は顎の先に人差し指を当てて。

「放課後。全力疾走。大声。セーラー服。直射日光。飛び散る汗。高鳴る鼓動。渡り廊下。気になるクラスメイト。渡せなかったラブレター」

「おお、どれも青春属性っぽい単語だな」

「夕焼け。河原。大の字。親友。深夜徘はい徊かい。傷害事件。割れた校舎のガラス。パトカー。ジャックナイフ。盗んだバイクで走り出す」

「青春が歪ゆがみだしてる！　途中からやさぐれてる！」

「ところで、沢渡くん。青春って言葉は、どうして『青』なのか知っているかしら？」

「……ん？　考えたこともないな」

「浅学な沢渡くんに教えてあげましょう。青春という言葉は『陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつ』が元になっているの。春と青はもともとセットなのよ。青春、朱夏、白秋、黒冬。人生を四分割したときに、若年期に相当する色は青。だから、青には若さという意味合いがあるの」

「あ、言われてみれば『青臭い』とか『青二才』とか。青＝若さって使い方するよな」

「だけど、沢渡さわたりくん」

　獅し堂どうは僕の顔を指さした。決闘をする海賊が船の上で敵にレイピアを突きつけるかのようなポーズ。

「今のあなたは青春ではなく『桃春』って感じね。桃色オーラが溢あふれ出だしているもの」

「も、桃色オーラってなんだよ？」

「授業中、ふいになにかを思い出したようにニヤニヤしているでしょう？　なにかいいことがあったのかしら？」

　内心でちょっぴり焦ってしまう。

　僕、気付かないうちに頬ほおが緩んだりしてんのかな？

　正直に言えば、愛まな火びとキスしてからというもの、ずっと気分が浮ついている。

　もう何日か経たったのに、アイツと面と向かうとなんだか照れくさいんだ。愛火なんて僕と廊下ですれ違うたびに真っ赤になっちゃってるし。

　愛火とキスしたことは獅堂には伏せておくつもりだった。

　今日のいちゃいちゃ──テーマは『キス』にしましょう。

　なあんて言い出されたら困る。困りすぎる。

「いいことなんて、特にないよ。つうか、僕はそもそもニヤニヤなんてしてないし」

「……そう。ならば、私の気のせいかもしれないわね」

「じゃ、今日のいちゃいちゃをはじめようか？」

「……その前に、ちょっといいかしら？　用事を思い出してしまったわ。五分ほど席を外させてもらうわね」

　そう言い置いて、獅堂はラブラボから出て行ってしまった。

　用事ってなんだろうな？　教室に忘れ物でもしたのか？

　六む連つれくんが紅茶を煎いれ直してくれた。温かいお茶をすすりつつ待つことしばし。

「待たせたわね、沢渡くん」

　獅堂の声につられてドアの方を見やって──

「ぶふぉっ!?」

　僕は思い切り紅茶を噴き出した。

「な、なんで佐さ寺てらさんがいるんだよ!?」

　僕は弾はじかれたようにソファから立ち上がる。

　獅堂に続いて金髪碧眼の風紀委員──佐寺翡ひ翠すいさんがラブラボへと入ってきたのだ。

　黒髪のクラスメイトは小さく舌を出し、頭をコツンと叩たたいた。

「ラブラボに入るところを、佐寺さんに見られてしまったの」

「そんなに無機質な『テヘペロ☆』を見たのは初めてだ！　不用心にもほどがあるだろ！」

「油断してしまったわ……。佐さ寺てらさんが近くで監視しているのを知っていながら生管棟の隠し扉を素早く開けたり閉めたりするなんて……獅し堂どう吹雪ふぶき、一生の不覚ね」

「なぜ開けたり閉めたりした!?　なぜ開けたり閉めたりしたっ!?　わざと見つかろうとしたとしか思えないぞ！」

　ラブラボへと踏み込んだ佐寺さんは、目を丸くして部屋を見渡した。

「生管棟の中に、こんな部屋があったなんて驚きました……。ここは一体なんですか？」

「入り口のドアにプレートが掛かっていたでしょう？　恋愛心理研究会の部室よ」

「恋愛心理研究会？　我が校にそんな部は存在しません」

「いいえ。存在するわ。開校当初からある由緒ある部なのよ。現在の部員は私と沢渡さわたりくんと六む連つれ晶あきらの三名。私が部長よ」

「……校則によれば生徒が三名いれば『同好会』として部活動の設立が認められます。しかし、生徒会に登録申請し、受理をされねばなりません。登録されていないクラブは生管棟内の施設が使用できないのです。あなたがたは、この部屋を不法に占拠していることになるのですよ」

　ふともものホルスターから聖典を引き抜き、僕の方へ突きつける。

「沢渡由ゆう吾ごさん。あなたの悪事のからくりがハッキリしました。あなたはこの隠し部屋で汚らわしいことをしていたのですね！　風紀委員として即刻立ち退きを命じます！」

　ラブラボのことが佐寺さんにバレれば、こんな風に言われるに決まってるよな……。

　佐寺さんと対たい峙じするように、獅堂は腰に手を当てて風紀委員を見据えた。

「校内施設の不法占有をしていた場合は、どのような罰を受けるのかしら？」

「占有物の明け渡しと厳重注意です」

「明け渡し……それは困るわね。ここは私の大事な部室なの。使用に関しては理事長の許可を得ている。問題ないでしょう？」

「生徒会の承認を得ていないものは認められません」

「では、恋愛心理研究会を部活動として登録するわ」

「恋愛心理研究会とは、どのような部活動なのですか？」

「『恋愛の素晴らしさを探究する』というのがクラブの主たる目的よ。私と沢渡くんは日夜、恋する男女の営みを研究し、ときに実践しているの。それが高じて愛人関係になったという次第ね」

　そんなの僕も初耳だぞ、おい。

　獅堂の発言から推察するに──青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんについて、佐寺さんには明かさないつもりのようだ。

「そんな反社会的な部活動が認められるはずがありません！」

「恋愛は反社会的なのかしら？　ねえ、佐寺さん。あなただって、赤ちゃんがどんな風に生まれてくるかぐらい知っているでしょう？」

「バカにしないでください。コウノトリが運んでくることぐらい私だって──」

　カッ!!──獲物を狙う鷹たかのように、獅し堂どうの黒い瞳が光った。だが、自制をするようにかぶりを振って。

「ストップ。佐さ寺てらさんのその発言はとても面白いわ。それをイジっているだけで、今日という日が終わってしまうでしょう。もったいないから後にとっておいてちょうだい」

　コホンと咳せき払ばらいをして、獅堂は続けた。

「質問を変えましょう。あなただってご両親が愛し合っていた姿を見たはずよ。それすらも佐寺さんは否定するのかしら？」

「た、確かにパパとママは愛し合っていましたけれど……恋愛なんて大人になってからすればいいでしょう？　学生の本分は学業。恋愛なんてする必要はないんです！」

「学校は勉強だけをする場所じゃないわ。集団行動をすることで社会性を身につける場でもあるのよ。闇雲に恋愛を禁止してしまうことは情操を育む上で逆効果ではなくって？」

　よくもまあ、口から出任せがポンポンと飛び出すものだと呆あきれてしまう。かく言う獅堂は集団行動を嫌ってる。社会性なんて必要ないと思っているに違いないのだ。

　畳みかけるように、獅堂はさらに言葉を重ねる。

「恋愛にうつつを抜かしていたら勉学が疎おろそかになるという佐寺さんの考えもわかるわ。だからこそ、私は恋愛心理研究会で活動をしているの。高校生に相応ふさわしい、よりよい男女交際というものを探求するためにね」

「獅堂さんの言うことにも……一理あるとは思いますが……」

　うわ、佐寺さん、丸め込まれてるよ。

《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》は鋭い視線で獅堂を睨にらみ付つけた。碧あお色の瞳が正義の炎に燃えている。

「だからといって、私は不純異性交遊を認めるわけにはいきません！　神聖な学舎に隠し部屋を作り、そこでいちゃいちゃするなど言語道断です!!」

　獅堂はその眼まな差ざしを、どこまでも怜れい悧りな表情で受け止めた。

「そう言うと思ったわ。それでは、佐寺さん。私と勝負をしない？」

「勝負、ですか？」

「あなた、恋愛心理研究会に体験入部しなさい」

「な、なに言ってんだよ、獅堂!?」

　僕たちは恋愛心理研究会なんて部活動をやってるわけじゃない。獅堂の治ち療りようのためにいちゃいちゃしているだけなのだ。

「期間は、そうね。一週間ぐらいでどうかしら。来週の月曜日から金曜日まで私たちと過ごしましょう。その活動を通してあなたが我が部の存在意義を──恋愛の素晴らしさを理解することができたら、恋愛心理研究会の存続を認めてもらうわ」

「もしも、恋愛の素晴らしさとやらを理解できなかったら……？」

「そのときは、この部屋を明け渡すわ。沢渡さわたりくんとの愛人関係も解消すると誓いましょう」

「獅し堂どうさんを沢渡くんの魔手から救えるなら、どんな手も尽くしたいですが……。私がそんないかがわしい勝負をするなんて……」

　大きな胸を抱えるように腕組みをして、佐さ寺てらさんは逡しゆん巡じゆんをした。

　そんな彼女に獅堂はそっと耳打ちをする。

「ねえ、佐寺さん。その一週間のうちにゴニョゴニョゴニョ──」

　後半の方は小声だったので、僕の耳には届かなかった。

　獅堂の囁ささやきを聞いた佐寺さんは、「なるほど」と言いたげに小さく頷うなずく。

「わかりました。受けて立ちましょう！　勝負が終わるまでは、この隠し部屋については公おおやけにしません。私の胸にしまっておきます」

　大またで僕に歩み寄ってきて、喉元に聖典を突きつけてくる。

「覚悟してください、沢渡由ゆう吾ごさん！」

　あまりにも可愛かわいい声で宣戦布告をして、佐寺さんはラブラボを去っていった。

「おい、獅堂！　どういうつもりだよ！」

　僕が詰め寄るとクラスメイトは微かすかに眉根を寄せた。獅堂にしては珍しい深刻にも見える表情を浮かべたのだ。

「沢渡くん。あなたは私のために治ち療りよう者しやになってくれたわ。そのせいであなたが学校で肩身の狭い思いをするなんて耐えられないの。だから、佐寺さんの弱みを握ることで、彼女から沢渡くんを守ろうと考えた……。でも、残念ながら佐寺さんが不純異性交遊をしている証拠は見つからなかったわ。そこで仕方なく、直接対決することにしたのよ。私たちの関係を認めさせてしまえば、沢渡くんが佐寺さんの目に怯おびえて生活することもなくなるでしょう……？」

「獅堂……。突拍子もない行動は僕のためを思ってのことだったのか……」

　感動したフリをしつつ尋ねてみる。

「で、本音は？」

「ただの暇つぶし」

　獅堂は黒髪を手で払って、こともなげに続けた。

「最近、いちゃいちゃもマンネリ気味だから刺激が欲しかったの。セクシーすぎる風紀委員に翻ほん弄ろうされる沢渡くんの姿。……想像しただけで愉快ね。早く月曜日にならないかしら」



　　　　×××



　回想終了。再び、ラブラボ。

　そんなこんなで、佐さ寺てらさんがこの部屋にいるという次第である。

　恋愛心理研究会として彼女も一緒に活動するということは、これまで獅し堂どうとそうしてきたように彼女ともいちゃいちゃするってことなのか？　仮にいちゃいちゃしたところで佐寺さんに恋愛の素晴らしさなんて理解してもらえるのか？

　もしも理解してもらえなかったら、ラブラボから追い出されちゃうんだろ？　そしたらどうやって治ち療りようを続ける気だよ!?

　心配事がレースカーみたいに僕の脳裏を横切っていく。

　まったくもう。僕をからかうために獅堂はちょくちょく突拍子もないことをやらかすけど、今回はとびきりだ。

　僕をさんざん振り回しておきながら、当の本人がなかなか来ないし……。

　ソファにぐったりと身体を預けたまま、僕は横目で佐寺さんを盗み見た。

「お代わりはいかがですか？」

　六む連つれくんが急須をお盆に載せてやってくる。

「いただきます。ありがとう、六連さん」

　佐寺さんはいつも親の敵かたきでも見るような目で僕を睨にらむのに、六連くんに対してはにこやかな笑みを浮かべていた。

　この差別的な扱いの違いは僕が卒業式ジャックを企てた悪漢であり、六連くんは成績優秀かつ品行方正な優等生だから、というのが理由だけではない。どうやら獅堂が真実を──つまり、男子の格好をしているけれど六連くんが女の子であることを教えたようだ。

　急須でお茶を煎いれた六連くんの手にそっと触れて、佐寺さんは真面目くさった顔で頷うなずいた。

「六連さん。心の性別が違う方がいるというのは私も知っています。困ったことがあったら、風紀委員として相談に乗ります。なんでも仰おつしやってくださいね」

　六連くんはにこりともせずに返事をした。

「……お心遣い感謝します。ですが、ぼくに手出しは無用です。口外しないでくだされば、それで結構」

「もちろん。誰にも言ったりしませんよ！」

　一礼して、六連くんは去っていった。

《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》は座布団に正座し、煎れてもらったばかりの熱いお茶をすすりつつ、なにやら書類に目を通しはじめた。クリアファイルみたいなシートにくるまれた書類。僕の位置から見てもわかるほどに古びている。

　と、鋭い声が飛んできた。

「……沢渡さわたりさん。私を卑ひ猥わいな目で見るの、やめてもらえませんか？」

「誰もそんな目で見てないだろ！　……ところで、なんで床に座ってるんだ？　ソファがあるんだから、そこに座ればいいだろ」

「『男女七歳にして席を同じくせず』と言います。沢渡さわたりさんなんかと同じ椅子になんて、恐ろしくて座れません。妊娠したらどうするんですか」

「しないよ!?　僕、どんだけ繁殖能力が高いんだよ!?」

　沈黙になると気が重たいから、ため息混じりに質問をしてみた。

「……で、さっきから熱心になにを見てるんだよ？」

　佐さ寺てらさんは突き出すようにして、僕に書類を渡してくる。

「『恋愛心理研究会』に関する資料です。生管棟地下の倉庫から探してきました」

　わら半紙っぽい紙。古びてボロボロになっているからシートで保護しているようだ。

　書類に書かれている文字は『部活動新設申請書』。

　部長の名前はかすれていて見えない。部員の欄には女生徒の名前が並んでいた。

　届け出が受理された日時は──

「大たい正しよう三年？　そんな古い資料が残ってるのか」

「レオ高が設立されて、まもない頃ですね。獅し堂どうさんの仰おつしやった通り歴史のある部活動のようです。活動内容はどうかと思いますが」

　活動内容の項目には『恋愛心理の探求をすることで人間性を高める』とか『学内の男女交際を支援し、学園生活の質を向上させる』とか、もっともらしいことが書かれていた。

「恋愛心理研究会は、これまで三回ほど部活動として登録されています。一回目は大正初期。部長の名前は判別できませんでした。二回目は昭和の初め頃。部長は獅堂寒かん一いち郎ろう」

「獅堂寒一郎……って、理事長か!?」

　世界有数の複合企業体、獅し子し神がみグループの総そう帥すいにして獅し子し神がみ学がく園えん理事長だ。卒業式のときに見かけたけど、えらい迫力の爺じい様さまだった。

　お祖じ父いさんも青春症候群の治ち療りようをしたと言っていたから、そのためにラブラボを使っていただけなんだろうけど……恋愛心理研究会の部長なんて肩書きは、ハッキリ言って似合わないと思う。

「三代目の部長は獅堂冬ふゆ子こ。獅堂吹雪ふぶきさんの母親みたいですね。昭和の終わり頃に部長として登録されていました」

　獅堂のお母さんも部長だったんだな。初めて名前を聞いた気がする。

「普通の部活動でしたら部長というのは下級生に引き継がれていきます。しかし、恋愛心理研究会は獅堂家の人間が一年生のときに立ち上げ、そのまま部長に就任。卒業と共に廃部となるというのが通例のようです」

　見終わった書類を差し出すと、佐寺さんは忌いま々いましげにひったくった。

「……どのような魂胆があってこんな部活を立ち上げたのかわかりません。しかしこれは獅堂家による学園の私物化だと思います」

　佐さ寺てらさんの髪につけられたシェリフスターがキラリと輝いた。

「約束ですから一週間だけはあなたがたに付き合います。ですが、私が男女交際に意義を見いだすことなんて絶対にありません。必ずや、あなたたちをここから追い出してみせます。そして、沢渡さわたりさんを──……」

「僕が、なんだって？」

「いいえ、なんでもありませんっ」

　佐寺さんはぷいっと顔を背そむけた。それきり会話が途切れてしまった。

　とまあ、そんな不穏な感じで、佐寺さんの体験入部が幕を開けたのだ。










　　　ホラー映画を観みよう





　獅し堂どうがラブラボにやってきて、佐寺さんを交えた『部活動』が行われることとなった。

「恋愛心理研究会というのは、具体的にどのような活動をしているのですか？」

　ソファに腰掛けた獅堂に座布団に座っている佐寺さんが問いかける。

　その質問には僕も興味があった。僕たちはクラブとして活動なんてしたことないしな。口裏を合わせるためにも、きちんと聞いておきたい。

「主に沢渡くんと一緒にこっくりさんなどをして過ごしているわね」

　獅堂がいきなり脱線した。……いや、正確に言えば脱線じゃないな。彼女だけ違うレールを走っていることを僕は認識した。

　恋愛心理研究会に佐寺さんが体験入部し、恋愛の素晴らしさを理解させることができなければラブラボを追い出される──状況だけ考えれば、結構せっぱ詰まっていると思うのだけれど、獅堂のヤツはこれっぽっちも危機だとは考えていない。

　暇つぶしの延長線上。治ち療りようにアクセントを加えるための自分流アレンジなんだろう。振り回される方の身にもなって欲しいぜ、本当に。

「沢渡くんがこっくりさんにクラスメイトの下着の色ばかり尋ねるから困ったわ。最終的に沢渡さわたりくんがお狐きつねさまに憑ひよう依いされることで事なきを得たけど」

「全然無事じゃねえだろ！　最悪の結末だ！」

　佐さ寺てらさんは首を傾かしげたが、ふむと頷うなずいて。

「沢渡さんがフケツなことばかり考えているのは伝わってきました。……メモしておきましょう」

　ふとももから聖典を引き抜き、なにかを書きつける佐寺さん。

「いちいちそんなこと書き留めないでくれ！　今のは獅し堂どうの冗談だから！」

「冗談なのですか？」

「ええ。沢渡くんが『婦女子の下着の色を知りたがっている』という部分を除いて、全てジョークよ」

「そういう言い方すると、すごく本当っぽく聞こえるからやめてくれ！」

　僕のお願いを軽やかにスルーして、獅堂は支線から本線へ戻る。

「恋愛心理研究会の活動について、だったわね。……お祖じ父いさまたちが活躍なさっていた頃は、部員たちと疑似恋愛をすることで恋愛に関する知識を高めつつ、レオ高に通う生徒の恋の悩みを解決してあげたりしていたそうよ。でも、私たちは部としての登録もしていないから、そんな大っぴらな活動はしていないわ。沢渡くんといちゃいちゃして、男女交際の練習をするぐらいね」

「男女交際の練習、ですか……」と、大嫌いな食べ物を噛かみしめるように佐寺さんは難しい顔をした。

「私は体験入部すると約束しました。ですから、できる限りあなたがたに従います。一度ルールを決めたなら守るべきだと思いますからね。しかし、不純異性交遊を行うことはできませんよ」

「逆に聞くけれど、あなたの言う不純異性交遊というのはどんなものなのかしら？　どのレベルまでなら許されるの？　男女交際の進展度を示す『ＡＢＣ』という評価基準だったら、どこまでＯＫなの？　Ｂぐらい？」

　Ａはキス。Ｂは身体に触れること。Ｃは──まあ、いいだろう。

　さすがにＢはマズイだろうと思ったら。

「ＡＢＣで言ったら……Ｇぐらいまでが限界だと思います」

「Ｇ!?　ずいぶん進展してもいいんだな!?　ってか、Ｇってなに!?」

　思わず全力でツッコミを入れてしまう僕。

「Ｇというのはご存じの通り、『朝のあいさつをする』という行動を指します」

「ご存じじゃないって。その体ていでいくと、僕、クラスメイト全員とＧしちゃってるよ！」

「試みに尋ねるけれど、佐寺さん。Ａはなんなのかしら？」

「『同じ部屋の空気を吸う』ですよ」

「……そうね。Ｗはなんなのかしら？」

「『目と目が合う』です」

「進展遅っ！　アルファベットが何文字あっても足らないだろ、それ！」

「では、Ｚはなんなのかしら？」

「『出産』ですね」

「Ｗで目と目が合ってから、ＸとＹでなにが起こったんだ!?　進展度合いが一切想像できねえよ！」

「……なにか私、間違ってましたか？」

　訝いぶかしげな瞳で可愛かわいらしく小首を傾かしげる佐さ寺てらさん。

　どこかの誰かに教えられた嘘うそ知識を真に受けて覚えているのか？

　なんにせよ彼女は、恋愛に関する知識が著しく乏しいようだった。

「いいえ、なにも間違ってないわ。あなたの言う通りよ」とか言いつつ、獅し堂どうは口元を手で押さえて小声でうめいた。

「ヤバいわ。とても面白いオモチャを手に入れてしまったかもしれない……」

「おい、獅堂。頼むから無む茶ちやなことはするなよ？」

　僕の忠告も、やはり無視。怪しげなツボを売りつける詐欺師のような優しい口調で獅堂は語りかける。

「心配しなくても結構よ。私たちが行っているいちゃいちゃは、あまり激しい性的な行為を含まないわ。恋人同士が感じるトキメキを追体験できるような行動が主なの。安心してちょうだい」

「そう願います」

「では、今日の活動内容を発表するわ」

「って、獅堂が決めるのか？」

「ええ。私が部長なのだから、私が決めるべきでしょう？」

　あくまでも『恋愛心理研究会』という部活動の体裁で進めるつもりのようだ。

　とんでもない活動内容を言い出すんじゃないかと戦々恐々としてしまう僕なのだったが。

「今日のいちゃいちゃ。テーマは──『ＤＶＤを観みる』というのはどうかしら？」

「おおっ？　かなりマトモっぽい」

「沢渡さわたりくんは飛鳥あすか井いさんとＤＶＤを観て過ごしたりするそうね。それをマネしようと思ったの」

　獅堂がウチに遊びに来たとき、愛まな火びとの普段の過ごし方を伝えた。それを参考にしたのだろう。

「って、まさかヘンなＤＶＤじゃないだろうな？」

「安心してちょうだい。ただのホラー映画よ。恋人同士でホラーを観ると、仲が深まるのでしょう？」

　吊つり橋ばし効果とか聞いたことがあるな。一緒にドキドキな体験をすると仲が良くなるとか言うアレだ。ホラー映画を観みるぐらいなら、まあいいだろう。

　佐さ寺てらさんも「問題ありません」と頷うなずいた。

「決まりね。では、さっそく着替えましょうか」

「は？　着替える？」



　で、一時間後。



「……さて、獅し堂どうさんよ。ツッコミどころが渋滞をはじめてるんで、一つずつ解消させてもらってもいいかな？」

　とりあえず、僕は五〇インチはあろうかという大型液晶テレビを部屋に運び込んでいる六む連つれくんを指さした。

「六連くんの、あの格好はなんだ」

　執事少女の頭を太いボルトが貫通していた。顔には縫い目のような痕が走っている。執事服ではなくボロボロのスーツを身に纏まとっていた。

　あの衣装はラブラボのクローゼットにあったものだ。

「『フランケンシュタインの怪物』よ。語尾が『フンガー』でおなじみね」

「フランケンは語尾だけじゃなく、主語も述語も丸ごとフンガーだろうが」

「あら、沢渡さわたりくん。アレをフランケンと呼ぶのは間違いよ。よくあのモンスターのことを『フランケンシュタイン』と呼んでしまう人がいるけれど、フランケンシュタインというのは死体から怪物を作り出した博士の名前。『パブロフの犬』とか『バカボ○のパパ』と同じパターンね」

「後者は違うだろ!?　てか、その豆知識は今はどうでもいいよ。どうして六連くんがあんな格好をしているのか聞いてるんだ！」

「これからホラー映画を観るでしょう？　せっかくだからホラーな雰囲気を高めようと思ったのよ。私はね、沢渡くん。何事もまずは形から入るタイプなの」

「威張って言うことじゃないからな」

「ほら、倦けん怠たい期きに陥おちいった夫婦も、妻がコスプレすると意外と燃えたりすると言うでしょう？　あれと一緒ね」

「どんなたとえだよ！『形から入って成功する好例』って他にもいっぱいあるよな？　アルバイトの警備員にも制服を着せると責任感が増す、だとかさ！」

「お揃そろいのＴシャツで寄付金を募ると茶番っぽさが増す、だとか？」

「シニカルすぎる意見に戦せん慄りつを禁じ得ない！　……まあいい。それじゃ、獅堂がゾンビっぽい格好をしてるのも、ホラーっぽさを求めてるからか？」

　獅し堂どうの頬ほおや額、手の甲などに腐敗したような傷跡ができていた。制服はズタズタ＆血まみれ。

　これらの特殊メイクは六む連つれくんが施ほどこしたものだ。獅堂は『執事には必須の能力だ』とか言っていたけれど絶対に嘘うそだと思う。そんな執事がちょくちょくいてたまるか。

「あら？　私の格好がゾンビに見えるというの？　沢渡さわたりくんの目は節穴なのかしら」

「どこからどう見てもゾンビだろ」

　獅堂はくるりと後ろを向いて、長い黒髪をかき分ける。

　髪の下に、お歯黒のついた口があった……。

「私は『ふた口女房』に扮ふんしてみたわ」

「チョイスが地味すぎる！　なんで日本のマイナー妖怪を選んだんだよ!?　そして、だったらどうしてところどころ腐敗してんだよ!?」

「一回死んで蘇よみがえったという設定なの」

「それゾンビだよね？　ふた口女房のゾンビだよね!?」

　ツッコミ疲れのようなものを感じつつ、僕は自分の身体を指さして。

「で、僕の格好は吸血鬼だな。さすがにそれぐらいは見ればわかるよ」

　僕はタキシードを着せられ、床に引きずりそうなほど長いマントを羽織らされている。ご丁寧にも犬歯には長い牙が二本。コスプレなんてした経験は数えるほどしかない。愛まな火びとプリク○を撮ったときと、中学生の文化祭のときぐらいか。恥ずかしいったらない。

「違うわよ。どこが吸血鬼だというの？」

「え？　違うのか？　だったら、僕はなんの格好をさせられてるんだ」

「それは『ヴィジュアル系バンドのボーカル』よ」

「ホラーとか関係ないじゃん！」

「『バンドメンバー募集中！　当方、ボーカル。ギター、ベース、ドラムができる方求む！』という貼り紙をして回るのが日課なの」

「バンドすら組んでなかった!?　仲間いないのに服装だけ気合い入ってるとか、想像すると悲しくなってくるぞ、その設定！」

　そして、最後に──僕は最も不可解な点にツッコミを入れた。

「ホラー映画を観みるにあたり、みんなで怖い格好をして雰囲気を盛り上げようというのは理解した。僕の格好も……まあ、設定はともかくとして、怪しげであるのは間違いないから百歩譲ってよしとしよう。だがな、獅堂。佐さ寺てらさんの格好だけは意味わからんぞ！　あれはなんだ！」

　ソファに座っている佐寺さんを、僕は横目で見やった。

　黒いボディスーツに網タイツ。プラチナブロンドの髪から長い耳が生えており、おしりには丸いしっぽが揺れている。首元には襟。手首に袖。

「『うさぎ娘』よ」

「猫娘みたいに言うな！　ただのバニーガールだろ!?」

「『怪奇！　うさぎ娘！』よ」

「抑揚つけて言い直しても、妖怪っぽさは追加されてないぞ？」

「沢渡さわたりくんはものを知らないわね。うさぎ娘は有名な日本の妖怪よ。『怪奇！　うさぎ娘！』として映画化もされているわ」

「見え透いた嘘うそをつくな！」

　佐さ寺てらさんは超がつくほどのナイスバディだ。胸元を覆おおっているボディスーツから、今にも白い膨らみがこぼれ出しそうになっている。深すぎる胸の谷間も露あらわだ。

　学園一セクシーな風紀委員がバニーガールの格好してるって……。

　僕は下ネタで盛り上がるようなキャラではないのだけれど、それでも敢あえて言わせてもらおう。

　──エっロ!!　佐寺さん、エっロ!!

「くっ……どうして私がこんな格好を……」

　佐寺さんは恥ずかしそうに胸の谷間を聖典で隠した。網タイツの上からホルスターは装着していたのだ。照れる仕草も猛烈に色っぽくて、僕は顔が熱くなるのを感じた。視線を逸そらしつつ忠告をする。

「佐寺さんもさ、恥ずかしいならそんな格好するなよ。断ればいいだろ」

「獅し堂どうさんが、『恋人同士でホラー映画を観みるときは、このような格好をするのが正式な作法だ』と言っていました。作法ならば、それは守らねばなりません」

　佐寺さん、またもや獅堂の口車に乗せられている。信じるなよ、そんなこと。

「そう。世の恋人たちは、このような仮装をしてホラー映画を楽しむのよ。賢明なる風紀委員のあなたなら知っているわよね？　日本が誇る大妖怪『うさぎ娘』のことを」

「う、うさぎ娘？」

「まさか我が校が誇る風紀副委員長。秩序を守る最後の砦とりで。佐寺翡ひ翠すいさんともあろう人が知らないのかしら？『稲生いのう物怪もののけ録ろく』にも登場する妖怪の名前を」

「そういう名前の妖怪がいたのですか……寡聞にして知りませんでした。覚えておくことにします」

　佐寺さんは聖典を取り出しメモを取っていた。

「……意外とチョロいわね、佐寺さん」

　獅堂は相変わらずの無表情だ。後頭部についてる口がうれしそうに微笑ほほえみ、お歯黒がカチカチ鳴った。動くのかよ、それ。

　フランケンシュタインの怪物に扮ふんした六む連つれくんは、テレビやプレイヤーのセッティングを終えた。

　テレビと対面するように置かれたソファに、獅し堂どう、僕、佐さ寺てらさんの順に腰掛ける。

　佐寺さんはソファの上に座布団を敷き、その上に座っていた。

「ソファに座ってるのに座布団って必要か？」

「沢渡さわたりさんと同じ椅子に座るなんて……そんなことしたら赤ちゃんができてしまいます」

「できないよ！　ってか、座布団敷いてちょっと高さ変えれば妊娠を防げるのか？　意外と簡単だな！」

　佐寺さんは僕とできるだけ距離を取るようにソファの隅っこに座った。どうやら僕を警戒してるみたいだ。

　バニーガールの格好だから肩はむき出し。胸の谷間も盛大にさらけ出されている。そんなセクシーな女の子に近づかれてもリアクションに困るから、離れててくれた方が助かるけどな。

　六む連つれくんは三人分のコーラとポップコーンをテーブルに用意。今日は映画鑑賞ということで、これまた雰囲気作りの一環だろう。

　リモコンとＤＶＤのパッケージを獅堂に恭うやうやしく渡した。

「準備完了しましたフンガー」

　語尾がフンガーだった。人造人間みたいにどこまでも忠実な執事少女は一礼をして奥へと引っ込んでいく。

　気を取り直して、隣に腰掛ける獅堂に尋ねた。

「それで？　今日はどんな映画を観みるんだ？」

「あら、食いついてくるわね」

「映画とか、わりと好きだからな」

「沢渡くんは取って付けたようなドラマパートやインタビューシーンは早送りするタイプだと思ってたのに」

「……なんの話かは敢あえて聞かないようにする」

「どんな映画なのかは、私もよく知らないわ。氷ひ雨さめおねえさまがそういうのに詳しいからオススメのホラー映画を用意してもらったの」

　獅堂と二人でＤＶＤのパッケージを見やった。

　タイトルは──『ジュオング』。

「……一昔前のホラー映画を悪魔合体したかのようなタイトルね」

「怖がらせようと頑張ったつもりが、勢い余って某公国のモビルスーツを彷ほう彿ふつとさせる題名になっちゃってるし」

「氷雨おねえさまによれば、『静かなブームを呼んだ隠れた名作』らしいわ」

「それって、絶対にヒットしてないよな」

「ちなみに、サブタイトルは『～執しつ拗ように俺の命をつけねらう悪霊の正体が、実の父親だった件について～』らしいわ」

「ちょっと待て。さらっと致命的なネタバレを喰くらわされてない？」

「前置きはもういいわ。さっさと観みましょう」

　獅し堂どうはリモコンの再生ボタンを押した。

　時を同じくして、六む連つれくんが部屋の明かりを落とす。

　映画会社のロゴマークが続けざまに表示されていった。

　僕の部屋にあるものとは比べものにならないほど大きなサイズのテレビだ。映画館の迫力には劣おとるけれど、結構な臨場感がある。

　映画を観るだけなら、妙な展開にもなるまい。元々映画は好きなので、ちょっとだけわくわくしはじめていた。

　ポップコーンのカップに手を伸ばしつつ、小声で佐さ寺てらさんに尋ねてみる。

「佐寺さんは映画とか観るのか？」

「……子どもの頃は、パパとよく映画を観に行きました。でも、最近は映画館に行くことはありません。風紀上、高校生が行くべきではない施設だからです」

　バニーガールに扮ふんした女子の発言とは思えない。今この場で最も風紀を乱しているのは間違いなく彼女だ。

　露出度の高い胸元を隠すように腕を組んで、横目で睨にらみ付つけてくる。

「こんな風に、暗がりで男子と一緒になるなんて……とても危険なことですからね。特に沢渡さわたりさんみたいなケダモノと一緒では」

　佐寺さんは手を横に伸ばして、僕の喉元に聖典を突きつけた。

「手を出そうとしたら容赦なく引ひっ叩ぱたきますから」

「なにもしないって」

　……真面目でカタブツな佐寺さんらしい意見だな。

　ほどなく、映画がはじまった。

　金髪のイケメンなお兄さんが軍事基地みたいな場所で逃げまどっていた。



　──おれの名はシアン大佐。新型モビルスーツ・ジュオングに搭乗するパイロットだ。



「ジュオングってモビルスーツだったの!?　っていうか、ＳＦ映画なの!?」

　映画の初っぱなから声に出してツッコミ入れてしまった……。



　──おれは、この手で操縦するはずのモビルスーツに追われている。



　倉庫のような小部屋へと逃げ込むシアン大佐。

　だが、壁を突き破り、青いモビルスーツのマニュピレーターアームが飛び出してきた。

　なにが起こってるのかはよくわからないけれど緊迫感だけは伝わってくるな。

　シアン大佐はアームに殴られて吹き飛んだ。壁の穴からツノの生えたモビルスーツが顔を覗のぞかせ──画面がブラックアウト。

　そのまま場面転換する。



　──三日前。神か奈な川がわ県けん横よこ浜はま市し『アオバ・クー』。



「日本が舞台だったのか!?」

　ツッコミどころが多い映画だ。

　軍事基地『アオバ・クー』へと赴任してきたシアン大佐は、副官となった女性兵士によって基地を案内されていた。

　まずはシアン大佐の私室へと案内される。その直後に大佐は女性兵士に後ろから抱きついて胸を揉もみしだきはじめた。

　初めは抵抗していた副官も、すぐにシアン大佐のテクニックでメロメロに……って、おいおいおいおい!!　映画開始から一〇分も経たってないのに、もう濡れ場かよ！

　画面から顔を背そむけて、僕は右隣に座る獅し堂どうを睨にらんだ。

「はじまったようね……」

　クラスメイトは唇の端を曲げるようにして嗤わらっている。顔にはゾンビ風メイクが施ほどこされているから凄すさまじい迫力だ。

「獅堂……おまえ、こういう展開があるのわかってたのか？」

「ホラー映画には濡れ場がつきものよ。恐らくこれは、フロイトが言ったようにエロスとタナトスが表裏一体であることと関係しているように、私は思うの」

「このタイミングでアカデミックな方面に舵が切られるとは思わなかったぞ」

　獅堂吹雪ふぶき。相変わらず、引き出しの多い女である。

「エロスとタナトス──すなわち、生と死。濡れ場によって『生』への衝動を描いておくと、光が闇を照らすように対比的に『死』が際立つ。死の恐怖を増幅させる装置として性的な表現が用いられているのよ」

「そんなに深いものなのかな？　単純なサービスカットのような気もするけど」

「なんにせよ、ホラーではえっちなことをしたキャラクターは真っ先に殺されるわ。沢渡さわたりくんのようななんの取り柄もない無駄なリア充、略して『無駄充』は、すぐにお陀仏ね」

「無駄充てなんだ！　新しい悪口を作るな！」

「氷ひ雨さめおねえさまに激しい濡れ場のある映画をお願いしておいたの。注文通りだわ」

　液晶テレビの向こう側では、濃厚な濡れ場が展開されている。



「ンー！！　アー！！　オーゥ！　シーハー！！　シーハー！！　イエス！　オーゥ、イエスイエス！　カミンカミン！　ゥ!!」



　女性兵士の喘ぎ声がラブラボに木霊して……。

　くそっ、気まずい！　猛烈に気まずい！

　僕の右隣にはクラスメイト、左隣には風紀委員が座っているのだ。

「沢渡さわたりくん、私の罠にハマって困り果てているようね。いい気味だわ」

　獅し堂どうが首をこちらに向けて、僕を真まっ直すぐに見つめている。

「……とか言うおまえだって、さっきから僕の方ばっかり見て、画面見てないじゃないか」

「ふふふ、決まっているでしょう？」

　黒髪を手で払い、フンと鼻を鳴らす。耳の先まで真っ赤に染まった。

「恥ずかしくて、私も直視できないのよ」

「自爆してりゃ世話ないな！」

　ツッコミを入れつつ恐る恐る左隣へと視線を移してみる。

　カタブツな佐さ寺てらさんのことだ。『神聖なる学舎で、こんな破廉恥な映画を観みるなんて……言語道断です！　恥を知りなさい！』と手帳でブン殴られる展開すらあり得る。

　横目で風紀委員を窺うかがって、驚いた。

　佐寺さんは静かに意識を失っていた──。

　バニーガール姿のまま白目を剥いてぐったりとしている。そのようすは『怪奇！　うさぎ娘！』って感じ。

　照れるとか怒り出すとか、そんなの全部すっ飛ばして気を失うとは……。刺激が強すぎて脳がオーバーヒートしちゃったんだろうか。

「……濡れ場はもういいわ。少し早送りしましょう」

　リモコンを操作する獅堂を尻目に、僕は佐寺さんに声を掛けた。

「おい、佐寺さん！　大丈夫か？」

「ん……ぅん……。はゎっ、私は一体なにをしていたんですか？　映画を観ていたはずなのに、いつの間にか意識がなくなっていました。主人公が軍服のベルトに手をかけたところまでは記憶しているのですが……」

「そこまで覚えてれば十分だ。話はほとんど進んでないから、一緒に楽しもうぜ」

　いきなりはじまった濡れ場（時間にして二〇分ほど続いた。長なげえよ）はスキップし、映画を再開させる。

　幸いなことにセクシーシーンは序盤だけで、その後は真っ当なホラー映画だった。

　シアン大佐と整備士が「おい、あのパイロットには足がないではないか」「あんなの飾りです。偉い人にはそれが……うわあ、幽霊だー!?」なんてやり取りをしているうちは、まだ笑える部分もあったのだけれど。

　後半部分は、ハッキリ言って無む茶ちや苦く茶ちや怖かった。

　軍事基地に閉じこめられたシアン大佐と部下たちが亡霊によって襲われはじめたのだ。

　電源を失い闇に包まれた軍事基地。逃げ場のない閉鎖空間。次々と惨殺されていく仲間。シアン大佐は精神的にも肉体的にも追い詰められていく。

　激しいスプラッター描写こそないものの、背筋の凍るような思いを幾度も味わわされた。つうか、怖こええ。今晩、夢に出そうだ。

　獅し堂どうの方を窺うかがってみた。クラスメイトは背筋を伸ばし無表情で画面を見つめている。濡れ場は直視できなかったようだけど、恐怖映像は平気なのかな？　と思ったのだが。

　獅堂は無言で腰を浮かせて、ほんの少しだけ僕の近くに座り直した。

「どうした？」

「別に。どうもしないわ」

　なにかを誤ご魔ま化かすように黒髪をもう一度手で払おうとして──獅堂はぎょっとしたように自らの手の甲に目を留めた。ゾンビ風特殊メイクによって腐敗した傷がついている。

「……このメイク、とても気持ち悪いわね。こんなことする必要あったの？」

「それを今さら言うのかよ!?　言い出しっぺはおまえだぞ！」

　獅堂は相変わらず仮面のような顔をしている。ショッキングなシーンでもクールすぎる澄まし顔を崩さない。

　だが、しばらくすると、またもや僕の方へちょっぴり近づいてきた。僕たちの距離は一〇センチほどに縮まる。今にも肩が触れあいそうだ。

　僕の方へ地味に近づいてきたり、今さら特殊メイクを不気味がったりしたのは……たぶん、映画を怖がってるからだよな。しかも、それを素直に認めたくはないようだ。

　ふむ、と僕は頷うなずいて。

「……あのさ、獅堂。できたら、もうちょっとこっちに近づいてくれないか」

「なぜ？」

「怖いからだよ。言わせるな、恥ずかしい」

「…………」

　しばらく僕の横顔を見つめていたけれど、おずおずといった調子で獅堂は僕に寄り添ってきた。

　僕の横顔を睨にらんで、獅し堂どうは悔しげに口を開く。

「『沢渡さわたりくんって恐がりなのね』なんて、小馬鹿にしてやりたいところだけれど……。それを言ったら、私があまりにも思慮が足りない女になるわね」

　触れあった肩から、獅堂のぬくもりが伝わってくる。見た目にはわからなかったけれど、クラスメイトは微かすかに震えていた。

「……今はあなたのお節介を素直に受けておいてあげるわ」

　どこが素直だよ、とツッコむのはやめておこう。

　相変わらず映画は死ぬほど怖かった。

　シアン大佐の仲間たちはほとんど亡霊に殺された。唯一の心の支えである恋仲となった部下を助けるため、大佐は軍事基地からの脱出を図はかる。だが、部下の女性も亡霊によって、精神に変調を来きたし始めて──。

　僕は恐怖を紛まぎらわせるためにポップコーンを口に放り込み、コーラで押し流した。

　そのとき、「ひぅっ」と小さな悲鳴が聞こえてきた。可愛かわいらしいアニメ声だ。

　座布団の上で膝を抱えた佐さ寺てらさんは、今にも泣き出しそうなぐらいに涙目になっていた。顔は真っ青。むき出しとなった肩が、可哀想なぐらいに震えている。



「ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!」



　ついに、大佐の恋人が亡霊によって憑り殺されてしまった。

「────っ!!」

　佐寺さんは口元を手で押さえて必死に悲鳴を噛かみ殺ころす。

「ひょっとして、佐寺さんってホラー映画とか苦手なのか？」

「そ、そんなことはありませんっ。これぐらい全然平気でにゅにゃ」

「最後の方、カミカミになってるじゃないかよ」

「失礼なことを言わないでください。この程度の…ぐすっ…映画で…ひっく…怖がるはずがありません……。子どもの頃にパパとホラーを観みに行ったことだって……えぅぅぅぅ」

「って、もう今にも泣きそうだよな!?」

　心細そうに膝を抱えて、佐寺さんは半べそをかいている。

　容赦なく厳しい風紀委員キャラとは裏腹に、佐寺さんはホラーの類は苦手だったようだ。

「…………。なあ、佐寺さん。もしよかったら、もうちょっとこっちに来ないか。せっかく一緒に観てるんだからさ」

　プルプルと可哀想なぐらいに震えているのに、佐寺さんはぷいっとそっぽを向いた。

「お断りです。そんなこと言って、私にいかがわしいマネをするつもりでしょう？」

　ホラーは苦手なのに佐寺さんはテレビから目を離そうとはしなかった。たぶん、根が真面目だから中途半端に終わらせるのが嫌なのだろう。

　心細そうに涙目で震え続けている佐さ寺てらさんを放っておくことが、僕にはどうしてもできなかった。

　彼女に触れるようなマネをしたら、きっと怒鳴られるだけじゃ済まない。でも、なんとかしてやりたい……。

　悩んだ末に、僕は動いた。



　──ふぁさっ。



　僕が身に纏まとっていた吸血鬼風の衣装。長いマントを、佐寺さんの肩に掛けてやったのだ。

　床につきそうなほどに丈があったから、身につけたままでも余裕で彼女の肩を覆おおうことができた。

「な、なにをするんです？」

「怖いんだったら、くるまっとけ」

　佐寺さんは碧あお色の瞳を見開き、驚いたようにこちらを見つめていた。

「やめてください。こんな映画…くすん…ちっとも怖くないです」

　体育座りをしたまま、ちょっぴり頬ほおを染めて佐寺さんはマントにくるまる。



「……でも、ありがとう」



　獅し堂どうと寄り添って、佐寺さんにはマントを貸して。

　僕たちはとびきり怖いホラー映画を最後まで楽しんだ。



　　　　×××



　以下余談。

　映画を観み終えた佐寺さんは、すぐさま身体を包んでいたマントを手で払った。

「映画鑑賞は不良の趣味です。男女が暗がりで寄り添い合うなんて不潔ですっ」なんて言っていたから、男女交際のよさはわかってはもらえなかったんだろう。

　獅堂の方はと言えば、いつもながらの無表情だった。しかし、映画はそれなりに楽しかったようだ。

「映画を観るというのもいいものね。また、鑑賞会をしましょう」

「次はホラーはやめようぜ」

「あら？　次に観るものも決めてあるのよ。氷ひ雨さめおねえさまにもう一本オススメしていただいたの」

　そう言って、獅し堂どうが取り出したＤＶＤのパッケージには、おどろおどろしい文字でこんな風に書かれていた。



『怪奇！　うさぎ娘！』



「あ、本当にあるんだ」










　　　クッキン・クッキー





　水曜日。授業が終わった直後のこと。

「はい、これ。由ゆう吾ごにあげる」

　第一校舎の裏にある非常階段。隣に座っている愛まな火びが、僕になにかを差し出してきた。

　手のひらに載るサイズの小さな紙袋。ピンク色のリボンで封をしてある。

「なんだこれ？」

「開けてみてよ」

　リボンを解いて紙袋を開く。途端にバニラエッセンスの甘い香りが鼻をくすぐった。中に入っているのは──。

「お、クッキーか」

「うん。二年になってから、選択授業で家庭科選んだって言ったじゃん？　今日は調理実習だったんだよ」

「ふうん。じゃあ、これ愛火が作ったんだな」

　愛火は照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「由吾にココでお菓子あげるの……二度目だね」

　三か月前のバレンタインデーに、この場所で僕は愛まな火びに告白られたんだ。

「しかも、二連続でチョコ系だな」

　僕は紙袋を覗のぞき込こんだ。黒っぽい色合いのチョコクッキーが入ってる。

　すると、幼なじみは不思議そうに首を傾かしげた。栗くり色いろの髪がさらりと揺れる。

「へ？　それ、チョコ味じゃなくて、普通のバニラ味なんだけど？」

「って、それにしちゃやけに色が濃くないか……？」

「『こんがりキツネ色』って感じだよねっ！」

「どこがだよ!?　限りなく黒に近い茶色だろ、これ。そんなキツネがいるか！」

「じゃあ、『こんがりタヌキ色』ってことにしといて」

　キツネ色って言われると美お味いしそうなイメージなのに、タヌキ色とか言われると途端に美味しくなさそうな気がしてくるのは不思議なものだ。

　僕の微妙な気持ちを察したのか、愛火はバツが悪そうにぺろっと舌を出した。

「うちの班、大失敗しちゃったんだ。誤ご魔ま化かすために包装だけは可愛かわいくしてみたの」

「失敗したものを、どうして僕に渡そうとするのか……」

「同じ班のコが言ってたんだけどさ、うちの学校には『調理実習で作ったお菓子を、気になる男の子にプレゼントするといいことあるかもねー？』って言い伝えがあるらしいの」

「ふんわりとした風習だな、おい」

「プチバレンタインって感じ？　だから、すっごい気合い入れて作ってみた結果が……」

　僕はクッキーを袋から摘つまみ出した。古い十円玉みたいな色合いだ。明らかに焦げ焦げである。

「これってわけか」

「もしよかったら、食べて欲しいなーとか思ったりして」

「うん。もらうよ」

　躊躇ためらわず口に放り込んだ。若干焦げ臭くて苦みがある。でも、ちゃんとバニラクッキーの味がした。

「どう？　食べれる？」

「味は悪くないよ。ほら、小学生の頃に僕の誕生日に作ってくれた『グリーンケーキ』に比べたら、ずっとうまい」

「ふわあああ！　あのことは忘れてって言ってるじゃない！」

「いくらヘルシーさを追求したからって、青臭いケーキはないよなあ……」

「忘れてええええええええええ!!」

　愛火はぽかぽかと僕の肩を叩たたいてきた。

「あはははは」

　コイツとは付き合いが長いからな。手作りお菓子をもらった経験も数えきれない。愛火は昔から料理が下手だから、かなり危険なブツも食べさせられてきた。そんなのに比べれば、今日のクッキーは随分とマシな方だ。

　笑いながら僕はクッキーを全て食べきった。

「ありがとう。うまかったよ」

「えへへ、こっちこそありがと。全部食べてくれて」

　と、愛まな火びはキョロキョロと辺りを見回した。必要以上に人ひと気けがないことを確認する。そして、僕の制服の袖口をツンツンと引っ張った。

「ねえねえ、由ゆう吾ご。クッキーのお礼が欲しいんだけどな～？」

　ちょっぴり頬ほおを染めて、唇を『３』にする。

　キスして欲しいって意思表示だよな、これは……。

　僕の心臓が大きく脈打つ。同時に相反する気持ちが僕の胸にわき起こった。

　──誰も見てないんだし、キスしちゃえよ！　ファーストキスも済ませたんだ。おまえだってちゅーしたいんだろ？　我慢するなよ、由吾！

　すかさず、もう一人の僕が叫ぶ。

　──いやいや、学校の中はマズいだろ。佐さ寺てらさんに見られたらヤバイことになるぞ。自重しろ！

　逡しゆん巡じゆんしてる僕を見て、愛火は「にひひー」と笑う。

「なんちって、冗談だよん。佐寺さんのことで、いろいろ揉もめてるんでしょ？　そんなときに学校でちゅーしちゃマズいもんね」

　佐寺さんが体験入部する件に関しては、愛火にも話してある。

　獅し堂どうの治ち療りようをしようとしたとき、愛火にナイショにしちゃったせいで心配かけちゃったからな。今回はきちんと明かすことにしたのだ。

　幼なじみは唇を可愛かわいらしくすぼめたまま、僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

　尖とがった唇を、僕は指先でむにっと摘つまんでやった。

「悪い冗談はやめろよ。危うく──」

「危うく？」

「……しちゃうところだったろ」

　愛火とキスをしたいかしたくないかで言えば……したい、と思う。たぶん。

　コイツのことは好きだし。望まれたらＮＯとは言えない。言わない。

「そ、そっか……。しちゃうとこだったんだ……」

　僕の言葉に愛火の頬は真っ赤になってしまった。唇をもにもにさせて呟つぶやく。

「お、おう……。だから、そういう冗談はよしてくれ」

　僕もなんだか照れくさくなって、顔を背そむけた。

　真っ赤になったまま、僕たちは肩を寄せ合ってしばらく非常階段に座っていた。

　どのくらいの間、そうしていただろう。

　吹奏楽部の奏でる『♪ポペー』という間抜けなラッパの音を聞いて、愛まな火びは我に返った。

「あっ、部活がはじまっちゃう」

　幼なじみはぴょんと飛び跳ねるように階段から立ち上がった。傍らに置かれていたカバンを手にして、小さく手を振る。

「あたし、練習行くね」

「おう。頑張れよ」

　ミニスカートを翻ひるがえして愛火は駆けだした。

　かと思いきや、勢いよく振り返って照れくさそうに小声で呟つぶやく。



「に、二回目のちゅーは、もうちょっとオトナのちゅーでもいいよ……？」



　とんでもないことを口走った愛火は、ぴゅーっと逃げるように部室のある生管棟へと走っていく。

　僕もラブラボへ向かわなければいけないのだけど……もう少しだけ非常階段に座っていようかな。

　たぶん、僕の顔は今、真っ赤だと思うから。獅し堂どうに見られたら絶対に茶化されるに決まってるよ。



　　　　×××



「ふんふんふふーん」

　午後五時半すぎ。ラブラボの奥にあるキッチン。

　僕はシンクで皿洗いをしていた。泡立て器やボウルについた小麦粉を泡立てたスポンジで拭う。

　このキッチンを使うのは獅堂と一緒にマズい紅茶を煎いれて以来二度目だが、シンクも広くて使い心地は抜群だった。我が家の台所とは大違いだ。

　スポンジ＆洗剤は見たことがない外国のメーカーのもの。少しスポンジで拭うだけで油汚れがすっきりと落ちる。

　キッチンの管理者である執事の六む連つれくんによれば、ラブラボのキッチンには食洗機が設えられてるそうだけど高級な食器に傷がつかないようにいつも手で洗ってるんだそうだ。こんなによく落ちる洗剤を使ってるなら手洗いも苦じゃないな。この洗剤、どこで買えるのか後で尋ねてみよう。

　そんなおさんどん少年丸出しなことを考えつつ。

「ふふふーん、ふふーん」

　汚れたお皿を洗い続ける。

　と、僕の鼓膜に鋭い言葉が突き刺さった。

「鼻歌交じりとは……上機嫌なようですね、沢渡さわたりさん」

　佐さ寺てらさんが僕を睨にらみ付つけている。制服の上着を脱いでおり、その上から白いフリフリしたエプロンをつけていた。ブロンドの髪には三角巾。手には白いふきん。

「そんなにご機嫌ってわけでもないよ。洗剤の汚れ落ちが気持ちよくて、ちょっとテンションが上がっただけだ」

　鼻歌を聴かれるなんて恥ずかしい。誤ご魔ま化かしつつ、横目で佐寺さんを見た。風紀委員は眉根を寄せて厳しい表情を浮かべている。

「……って、そういう佐寺さんは機嫌が悪そうだな」

　シンクに洗い終えたお皿がある程度溜たまったので、お湯で泡をすすいだ。軽く水を切って佐寺さんに渡す。

「別に。機嫌が悪いわけではありません」

　佐寺さんは受け取ったお皿の水気をふきんで拭き取った。込み上げるムカつきをぶつけているかのように手に力が入っている。今にもお皿を真っ二つにしそうだ。

「明らかにいつもより機嫌が悪いだろ……。僕と二人きりで皿洗いなんかさせられてるからか？」

「いいえ、違います。……確かに沢渡さんと同じ作業をしているなんて不愉快ですし、あなたと同じ空気を吸っているなんて不快ですけれど」

　僕から手渡されたお皿の水気を拭って、佐寺さんはシンクの脇へと積み重ねていく。お皿やグラスを置くたびに甲高い音がキッチンに響いた。手つきがいささか乱暴だ。なにかにムカついているのは間違いない。

「……あ、そうか。ひょっとしてクッキーのこと気にしてるのか？」

　今日は『クッキーを焼く』というテーマでいちゃいちゃを行った（過去形）。

　現在は後片付けの真っ最中である。獅し堂どう＆六む連つれくんはお茶会の会場となった屋上の片付けをやっているはずだ。

　普段、ラブラボの掃除は執事である六連くんが一手に引き受けてくれている。今日に限って手伝っているのは、獅堂が『片付けも料理のうちだと思うわ。みんなで手分けをして片付けましょう』と提案したからだ。どういう風の吹き回しなのかはわからないが……異存はないのでこうして皿洗いをしている次第である。

　ちなみに。

　愛まな火びにクッキーをもらったその日に、僕たちのいちゃいちゃのテーマが『クッキーを焼く』ことになったのはもちろん無関係ではない。

　幼なじみとの逢おう瀬せの後でラブラボへ向かうと、獅し堂どう＆佐さ寺てらさんは既すでに部屋に来ていて。

　次のようなやり取りが行われたのである。



獅堂「沢渡さわたりくん。残念なお知らせがあるわ。今日のいちゃいちゃのテーマが決まっていないの。完全にノープランよ」

沢渡「ネタ切れが早すぎる！　佐寺さんを体験入部させると獅堂が言い出して、まだ三日目だぞ！」

獅堂「私がテーマを決めると豪語してしまったものね。恋愛心理研究会の部長として責任は取るわ。では、今日のいちゃいちゃ──テーマは『スカートめく」

沢渡「ちょっと待ってくれ！　部員である僕にもテーマの選定を手伝わせてください！」

獅堂「あらそう。ならば、早く決めてちょうだい。私は待つのが嫌いよ」

沢渡「うん……。あ、そうだ。うちの学校には『調理実習で作ったお菓子を気になる男の子にプレゼントするといいことあるかもねー？』という言い伝えがあるらしいぞ。僕たちも試しにお菓子を作って交換してみたらどうだ？」

獅堂「じゃ、それ」



　緊迫感の欠片かけらもないテーマ選定会議を経て、今日はみんなでクッキーを焼くことに決まったのだ。自分から佐寺さんとの勝負を持ちかけたくせに……獅堂のヤツ、やる気なさすぎだろ。

　クローゼットにはお菓子作りに必要なグッズが各種取りそろえられていた。

　洋菓子店を開けそうなほど本格的な道具の数々を使い、六む連つれくんを含めた四人でクッキー作りに挑戦。

　執事さんとしていつも美お味いしい紅茶を煎いれてくれる六連くんは、お菓子作りの腕前もプロ級。お店に並んでいてもおかしくないようなクッキーを焼いた。

　食べる直前に『沢渡くんの食べるクッキーには、たっぷりと呪詛の言葉を振りかけておいたよ。クッキーを囓かじった拍子に奥歯が砕け散りますように、とね。さあ、味わって食べたまえ』とか囁ささやかなかったら、最高だったと褒めちぎるところだ。

　獅堂の作ったクッキーもうまかった。

　彼女は料理もしたことないし、家庭科の授業にも参加したことがない。だけど、以前読んだお料理の本を頼りに作り上げたらしい。レシピ本までチェックしてる濫らん読どくっぷり＆凄すさまじい記憶力に舌を巻かざるを得ないな。

　獅堂は自分の作ったクッキーを囓って『普通ね』とつまらなそうにしていたが、もっと誇ってもいいと思う。

　僕の作ったクッキーは、やや失敗。妹と一緒にクッキーを焼いたことがあるから、それを思い出しつつ作ったんだけど……オーブンの温度調節をミスって『こんがりタヌキ色』になってしまった。愛まな火びがお菓子作りに失敗しても、これからは笑わないようにしよう。

　で。

　一番の問題だったのは、佐さ寺てらさんの作ったクッキーだ。

　ハッキリ言って──マズかった。

　見た目を形容するのはとても難しい。たぶんクトゥルー神話にあんな邪神がいると思う。名状し難がたき這はい寄る混沌。今にもお皿の上を這いずり回りそうな感じ。表面がブクブクと泡立っていて、目に染みる蒸気が吹き上がっていた。

　味の方はと言うと……こちらも壮絶。三日三晩じっくり煮込んだようなアスファルトみたいな食感。噛かみしめると五味の全てが──甘くて辛くてしょっぱくて苦くて酸っぱい──あらゆる味が僕の舌を責め立ててきた。

　お菓子を食べて気が遠くなった経験は、僕の一六年の人生の中で初めてだ。

　ゴム製のヘラやバットを泡立てたスポンジで拭いつつ、風紀委員の横顔を窺うかがった。綺き麗れいな眉がひくひくと動いている。

「失敗しちゃったのは残念だけど……今回は初めてのクッキー作りだったんだろ？　レシピもなしじゃ失敗しても無理ないよ。そんなにムカつくことないと思うぜ」

　僕のフォローを聞いても佐寺さんの表情は変わらなかった。むしろ、さらに険しくなっている。

「言われるまでもありません。調理に失敗してしまったのはたまたまです。六む連つれさんにレシピを聞いて聖典に書き留めましたし……次は絶対に成功します。私はそんなことを怒っているわけではありません」

　……だったら、どうしてそんなに機嫌が悪そうなんだよ。今にも噛みつきそうな勢いで僕を睨にらみ付つけてきてるし。

　居心地の悪さを感じつつ、僕はお皿を洗い続ける。

　手渡したお皿の水気を拭き終えた佐寺さんが、ふいに口を開いた。

「……沢渡さわたりさん。あなたは非常階段で飛鳥あすか井い愛火さんからクッキーをもらっていましたね。そのようすを監視していました」

「見てたのかよ!?」

「飛鳥井さんといかがわしいことをするかと思ったのですが……なにもしませんでしたね」

「あは、あははは。当然だろ？　学校の中でそんなことするわけないって」

　あっぶねえええ。危うくキスするところだったよ……。

　佐寺さんは大きな胸を支えるように腕組みをした。

　ギロリ、と。碧みどり色の瞳で僕を睨ねめ回して。

「体験入部をはじめて三日が過ぎましたが……獅し堂どうさんにも手出しをしていないようです。いかがわしい素振りはありませんでした……」

「そりゃそうだ。獅し堂どうも説明したと思うけど、僕たちがやってるのは『男女交際の練習』みたいなものだからな。恋人っぽいいちゃいちゃを試してはいるけど、あんまりアレなことはしないって」

「…………」

　佐さ寺てらさんは納得していない表情だった。腕組みをしたまま、上履きの先でイライラしたように床を叩たたいている。

「……それだけではありません。沢渡さわたりさんの行動はおかしいです」

「おかしい？　どこがだよ？」

　佐寺さんはふともものホルスターから聖典を引き抜いた。ページを開いて、そこに書かれた文字を読み上げる。

「先日は階段から転げ落ちそうになった私を庇かばってくれました。怖い映画を観みて震えているときはマントを貸してくださいました。そして今日は美お味いしくないクッキーを全て食べてくださいました……」

「いや、待て。どうして怒られてるのか、全然わからないぞ!?　おかしいことなんて一つもしてないだろ！」

　パチン！──指を鳴らすような音を立てて聖典を閉じた。

　僕の首元に手帳を突きつけて、鋭い声で言い放つ。



「してないのがおかしいのです！」



　……してないのがおかしい？　どういう意味だ？

　彼女の言葉の意味がわからなかった。

　聖典をホルスターへ戻した風紀委員は再び腕組みをした。苛立ちを堪こらえるようにつま先で床を鳴らしている。歯は噛がみをしているみたいに唇を引き結んでいた。

　うーん。彼女の仕草は怒ってるというよりも……なんだか焦ってるみたいにも見えるな。

　でも、佐寺さんが焦るってのは妙だ。彼女が焦る必要なんてまったくない。

　焦るべきなのは風紀委員に隠し部屋を見つけられてしまった僕と獅堂の方だろ。

　僕からしてみたら、おかしいのは佐寺さんの方だぜ。

　首を傾かしげつつ、紅茶のカップをスポンジで磨きはじめたとき。

　──しゅるり。

　微かすかな衣きぬ擦ずれの音が耳に届いた。何気なく佐寺さんの方を見やって──んなっ!?

　驚きのあまり眼球が弾丸のように発射されるかと思った。

　佐寺さんが制服のリボンを解いていたのだ。しかも、シャツのボタンを三つも開けてしまっている。

　解放された襟元からはセクシーな鎖骨が丸見えで。

　フリルで飾られたエプロンの胸元から、深い胸の谷間が思い切り見えていて。

　彼女の暴力的な胸の膨らみ。その上チチ部分のまろやかな丸みが僕の眼底を目掛けて飛び込んできて──。

　えーっと。世の中にいる男子高校生なら、大半のヤツが『おい、おまえって巨乳と貧乳どっちが好き？』なんて話題で盛り上がったことがあると思う。僕は下ネタがあまり得意ではないから、『んー、美乳が好きってことにしとくー』なんて答えて誤ご魔ま化かしているのだが、今は敢あえて言わせてもらおう。

　──エっロ!!　佐さ寺てらさん、エっロ!!

　ほんの少し胸元を開くだけで、凄すさまじい色っぽさが迸ほとばしっていた。

　アニメなんかで宝箱を開くと中から輝きが放たれるエフェクトってよくあるよな。同じ現象が起こっていると思って差し支えない。

「ななな、なんでボタンを外してんだよ？」

「暑かったから、少し胸元を開きました」

　今にもエプロンの隙間からたわわな膨らみがこぼれ落ちそうだ。

「獅し子し神がみ学がく園えん高等部校則、第四一条第二項には『制服の改造等は、これを認めない』と定められています。着崩すことも許されません。しかし、正当な理由のある場合は処罰を受けないのです。たとえば、授業中に暑さをしのぐために上着を脱いでも問題がありません」

「そんなレベルじゃないだろ!?」

　胸の丸みの上半分が見えちゃってるし！

　よく見ると純白のブラがチラ見えしてるし!!

　見ちゃダメだとわかっているのに、視線を逸そらすことができなかった。誘ゆう蛾が灯とうに群がる虫の気持ちが今ならよくわかる。あまりにもセクシーすぎて本能的に吸い寄せられてしまうのだ。

「……くっ」

　佐寺さんは僕の視線に耐えかねたように眉根を寄せた。手のひらで胸の谷間を隠そうとする。

　しかし、ゆっくりとその手を下ろしていった。

　両手をふとももの横辺りでグーにして、軽く胸を張る。

　──ぷるるるるんっ♡

　柔らかく震える胸を僕の方へ突きつけてきた。

　……ひょっとして、佐寺さん。わざと僕に胸を見せてるのか!?

　いやいや。いやいやいやいや！

　待つんだ、僕。落ち着け。よく考えろ。ドントフィール感じるな、シンク考えろ！

　佐さ寺てらさんがそんなことをするはずがない。彼女はカタブツで有名な鬼の風紀委員なのだ。胸を見せつけるなんて破廉恥なマネをするはずが……。

　そこで、思い出す。

　佐寺さんにつけられたあだ名。

《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》。

　処女と書いて、ビッチと読ませるとんでもない二つ名だ。

　彼女はお堅い風紀委員を演じつつ、裏ではその妖よう艶えんな身体で男を惑わせているという。

　ひょっとして、その噂うわさは本当なのか……？

　彼女は僕を誘っているのか……!?

　僕、誘惑されちゃってんのか!?

　佐寺さんは直立不動のポーズで、僕に胸の谷間を見せつけていた。ちょっぴり頬ほおを染め、そっぽを向いている。

　──ぷよよよよんっ♡

　ただ立っているだけなのに、怖くなるほど蠱惑的に胸の膨らみが揺れていた。

　ゴクリと生唾を飲む僕。心臓は爆発しそうなぐらいに高鳴っていた。

　こうして胸を突き出しているってことは……触って欲しいのかな？

　佐寺さんが望んでいるなら、ちょっとぐらいなら問題ないんじゃないか。

　指先でつっつくくらいなら……。軽く一揉もみぐらいなら……。

　って、バカ！　僕のバカ！　いいわけないだろ！　おまえにはカノジョがいるんだぞ!?　チチを揉むなんて、明らかに愛まな火びを裏切る行為だ。絶対にやっちゃダメだ！

　首を横に振った僕を追い詰めるように──

「沢渡さわたりさん……」

　佐寺さんは両腕で抱えるようにして、身体の前で腕を組んだ。

　そして、僕の方へ歩み寄ってきて前まえ屈かがみになる。前屈をすることで、胸の谷間がさらに深くなった。

　表情は硬い。碧みどり色の瞳は真剣そのものだ。

　しかし、潤うるんだ桜色の唇からは熱っぽい吐息が漏れていて。頬は朱に染まっていて。

　繰り返そう。何度でも繰り返そう。

　──エっロ!!　佐寺さん、エっロ!!

　眼前に突き出された胸の谷間の色っぽさは筆舌に尽くしがたい。

『獅子は我が子を千尋の谷に突き落とす』というが、僕の目の前にある谷間にだったらいくらでも叩たたき落とされたいと思った。それほどに魅力的な谷間。

　ブラックホールに吸い寄せられるみたいに顔を埋めたくなる──ふおおおお！　気を確かに持て！　理性を保て！

「そ、そうだ！　お皿！　皿洗いを続けなくちゃな！」

　僕はシンクの方へと向き直った。水道の蛇口を捻り、冷たい水を勢いよく放出。ティーカップのソーサーについた泡をすすいで、佐さ寺てらさんへと渡す。

「こ、これもよろしく頼むよ！」

　皿洗いを再開した僕を見て、佐寺さんは驚いたように目を見開いた。

「沢渡さわたりさん、あなたは……」

　幽霊にでも遭遇したような顔で、ソーサーに手を伸ばしてくる。

　と、受け渡す瞬間に、僕と佐寺さんの指先がちょっぴり触れてしまった。

「……きゃっ！」

　佐寺さんは悲鳴をあげて手を引っ込めた。

　ソーサーが滑り落ちて──ガシャン！

　派手な音を立てて床にぶつかり、粉々に割れてしまった。

　その音で我に返ったみたいに、佐寺さんは顔を上げた。さっきまでピンク色に染まっていた顔が青ざめている。

　シャツの胸元を手で押さえてかき合わせ。

「ご、ごめんなさい……」

　小さな声で謝って、佐寺さんはキッチンから駆け出していった。

「なんなんだ、いったい……？」

　胸を見せつけてたと思ったら、指が触れただけで悲鳴をあげるなんて……。

「なにがしたかったんだ、佐寺さんは……？」

　割れてしまったお皿を片付けている間も、僕の脳内では？マークが踊り続けていた。










　　　恋とお風呂の温かさ





　木曜日。夜一〇時。自宅近くの公園。

　ブランコに腰掛けて、僕はスマホを操作した。通話アプリを使って愛まな火びに電話をかける。

　この公園は愛火と僕がケンカしたとき、仲直りによく使っている場所だ。公園から愛火の家の屋根が見える。

　一コールもしないうちに、愛火は電話に出た。

『ナイスタイミングだね、由ゆう吾ご。あたしもメールかチャットでもしようかなーと思ってたとこなんだよ。いきなり着信が鳴ってびっくりしちゃった』

「悪いな、急に電話かけて」

『いーよいーよ。……ちょ、ちょっと安やす彦ひこさん！　今、大事な電話中だから、あっち行ってて！　にゃはは、舐めちゃダメだってば！』

　スマホの向こうから「あふあふっ！」という犬の鳴き声が聞こえてくる。愛火んちの飼い犬がじゃれついてるのだろう。幼なじみの明るい声音に思わず顔が緩んでしまった。

『ごめんね。安彦さん、部屋から出したからもう大丈夫。ところでさ、由吾。アレはどうなってるの？』

「アレって？」

『ほら、佐さ寺てらさんが体験入部？　するとかいう話だよ』

　さすがは長年一緒にいる幼なじみだな。僕が切り出すまでもなく、話したい話題を振ってくれた。

「……あんまりうまくいってないんよ」

『そうだよね～。ヘンな噂うわさも聞くけど……佐寺さんって基本的に真面目っぽいもんね。『恋愛の素晴らしさに目覚めました！』なんて、口が裂けても言わなそう』

　この四日間はほぼ毎日、ラブラボでいちゃいちゃしてきたが……『恋愛の素晴らしさ』とやらを佐寺さんが理解したようすはなかった。

　まあ、それも無理はないよな。

　僕と獅し堂どうが治ち療りようとしてやっている『いちゃいちゃ』は男女交際の真似事だ。恋人同士の行動をトレースすることで、トキメキを疑似体験しようというのが、その目的である。

　僕たちが行ういちゃいちゃには恋心が介在していないのだから、そこから恋愛の良さを理解しようというのも無む茶ちやな話だ。

「愛火はさ、僕と獅堂の方を応援してくれてるんだよな？」

『んー、複雑なとこだけどねー』

　電話の向こうで微かすかに動く気配がある。きっと髪の毛の先端を指先でくるくると弄っているのだろう。愛まな火びが電話するときのクセだ。

『こ、恋人としてはさ、そもそも獅し堂どうさんともいちゃいちゃして欲しくないんだ。やっぱ、あたしだけを見て欲しいし……。でも、由ゆう吾ごが困ってるクラスメイトを放っておけないタイプだってのもわかってるの。そういう男の子だからこそあたしは、なんていうか、その、す、好きになったわけなのよ。うん』

　すごく照れくさそうに。でも、きっぱりと。愛火は言った。

『だから、由吾が獅堂さんの治ち療りよう者しやをやることあたしは許したんだよ。……あのさ、佐さ寺てらさんとの勝負に負けたらどうなっちゃうの？』

「ラブラボから追い出されるよ。あとは厳重注意とか言ってたかな。また反省文を提出させられるかもしれない」

『もしも勝負に負けちゃって、ラブラボが使えなくなったとしても……由吾は獅堂さんの治療を続けるんだよね？』

「まあ、そうだろうな。放ってはおけないし」

『そっかー……。うーん。獅堂さんの家とかでいちゃいちゃするのに比べたら、あたし的にはラブラボでやっててくれた方が安心なのよね。もしヘンな気配を感じたら、すぐさまクロスを持って乗り込んでいけるし』

　そんなこと考えてたのか、コイツは。

『だから今回の件は由吾の味方だよ。佐寺さんを説得できたらいいなと思ってる。佐寺さんってめっちゃセクシーだから、ちょっぴり不安だけど……。由吾は浮気なんてしないって信じてるから』

「ありがとう。絶対に悲しい想いはさせないよ」

『ん。よろしい』

　ブランコを揺らして、僕はため息を吐いた。

「……でも、困ってんだ。どうやったら、佐寺さんに恋愛の良さなんてわかってもらえるんだろうな？　さっぱり見当もつかないんだよな」

　体験入部は明日までだ。チャンスはあと一日しかない。

『難しいね～。てゆか、獅堂さん、なんでそんな勝負を挑んだんだろうね？』

「それがわかれば苦労しないよ。アイツはいつも突拍子もないんだ」

『ん……』と愛火は小さな声で唸って。

『そもそもさ、『恋愛の素晴らしさ』ってなんなのかな？』

　恋愛心理研究会が設立された際に定められた活動内容は『恋愛心理の探求をすることで人間性を高める』だった。恋をすると人間性が高まるのか？

『恋がいいものだっていうのは間違いないと思うの。由吾のこと考えると、胸の中がふわふわして、心臓がドキドキして、見るモノ全てがキラキラして……最高に幸せな気分になっちゃうし。……って、アレ？　どうしてあたし、こんな恥ずかしいこと喋しやべってんの？』

「素に戻らないでくれ。僕まで照れくさくなるだろうが」

『由ゆう吾ごは？　由吾はどうなの？　いい機会だから聞かせてよ』

「僕は……そうだなあ」

　恋。愛まな火びへの想い。

　胸の中に、確かに存在するそれがどんな形をしているのか、僕自身意識したことがなかった。

　僕は愛火のことをどう思っているのだろう。

　とてつもなく照れくさいけれど相談をしたのは僕の方だ。恥ずかしさを堪こらえて言葉にしてみる。

「僕にとって愛火はさ、ただの『幼なじみ』だったんだ。ときに妹みたいで、ときに姉みたいな。家族よりも近い親友っつーかさ。だから、告白されたときはすげえ戸惑ったよ。付き合ってからしばらくの間、どんな顔しておまえに会ったらいいのかもわからなかったんだ」

『むー』とつまらなそうな合いの手が電話の向こうから聞こえてきた。

「でも、卒業式の日に『愛火が好き』だって言葉にしてからは……ちょっと変わった。愛火に会うたびにドキドキするし、そわそわするんだ。言葉にするのは難しいんだけどさ」

　幼なじみから『好きな異性』へと、愛火という存在が僕の中で変わったのかもしれない。

『そっかー。えへへ、えへへへへへへ』

「なんで笑ってるんだよ。気持ち悪いな」

『気持ち悪い言うなー。……うれしいんだもん。笑っちゃうよ』

　ちくしょうめ。なんの罰ゲームだよ、これは。

「まあ、アレだ。愛火と付き合えてよかったと思ってるよ。獅し堂どうの件とかで、いろいろ迷惑かけてるけど」

『ん。あたしもだよ。由吾とお付き合いできて……めっちゃ幸せ♡　獅堂さんの件とかで、いろいろ迷惑かかってるけどね』

　僕と愛火は──恋をしている。

　言葉にするのは難しいけれど、それはとても素晴らしいものだと思う。

「だけど、こんな気持ちをどうやって、佐さ寺てらさんにわかってもらえばいいんだろうな？」

『説明はできないよねえ？　もしも言葉にするとしたら……うん……一番近いのは『温かい』って感じかなあ？』

　恋をすると温かい、か。

『でも、この気持ちは実際に恋をしなきゃわからないと思うのよね。ましてや相手は佐寺さんでしょう？』

「だよなあ……」

　いかん。いよいよ絶望的な気分になってきた。

　恋愛の素晴らしさを理解してもらうなんて不可能なんじゃないか。

　このままじゃラブラボを追い出されるのは不可避だ。

「どうしたらいいのかなあ……」

　僕はもう一度、足でブランコを揺らした。キィという軋きしみが響く。

『……あれ？　由ゆう吾ご、外にいるの？』

「うん。いつもの公園から電話してんだよ。おまえんちの前の」

『ええーっ!?　どうしてそういう大事なこと早く言わないの!?　ちょ、ちょっと待ってて！　そこから動いちゃダメだかんね！　一回電話切るよ！』

　♪ピコルンっ──とちょっぴり間の抜けた電子音を立てて、アプリの通話が終わった。

　ほどなくサンダルで走るパタパタという音が僕の耳に届く。

　僕はブランコから弾はじかれたように立ち上がった。

　愛まな火びが家から出てきたのだ。ショートカットの髪を揺らして駆け寄ってくる。

　幼なじみは犬の足跡柄のパジャマの上にカーディガンを羽織っていた。お風呂上がりだったのか栗くり色いろの髪が微かすかに濡れている。

「んもうっ、近くまで来てるなら言ってよ！　どうしてここから電話したの？」

「深い意味はないよ。コンビニ行くついでだ」

「だったら、呼び出してくれればよかったのに」

「夜遅いし、そういうわけにもいかないだろ」

　と、愛火はイタズラっぽい笑みを浮かべた。僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「えへへ。ねえねえ、由吾？」

「ん？　なんだよ」

「あたしと一緒にいると、ドキドキする？」

「……しねえよ」

「えー！　さっき、電話でドキドキするって言ってたじゃん！」

「なんの話だか、僕にはちょっとわからないな」

　とりあえず、そっぽを向いて誤ご魔ま化かす僕。

「由吾の顔、めっちゃ赤くなってるけど？」

「おまえだって真っ赤だろ」

「こ、これはお風呂上がりだからっ。ふぅっ、暑ぅ」

　僕と負けず劣おとらずヘタクソな誤魔化し方をした愛火は上目遣いに僕を見つめて。

「頑張ってね、由吾。……って、他の女の子といちゃいちゃするのを、あたしが応援するってのもヘンな感じだけどさ。佐さ寺てらさんが男女交際に甘くなってくれれば──」

　パジャマ姿の恋人は小さな声で付け加えた。

「あたしと由ゆう吾ごも、もっと学校でいちゃいちゃできるよね？」

　はにかむように笑った幼なじみがとても可愛かわいくて。

　僕の心に灯がともったような温かさを感じた。



　　　　×××



「なあ、獅し堂どう」

「なにかしら？」

「僕はおまえに、『恋をすると温かくなる』って話をしたよな。抽象的なことしか言えなくて申し訳ないと思ってる」

「謝ることはないわ。素晴らしいアドバイスよ。恋をすれば温かくなるってことを佐さ寺てらさんに理解してもらえれば、彼女を説得できるかもしれないわね」

「その話の展開でどうして僕たちは──」

　──ぱしゃっ!!

　僕は水面を──いや、お湯の表面を思い切り平手で叩たたいた。



「──お風呂なんかに入ってるんだよ!!」



　金曜日の放課後。佐寺さんの体験入部、最終日。

　僕たちはラブラボにあるジャグジーに浸かっていた。

「まっっっっっっっっっっっっったく意味がわかんねえぞっ！」

　だだ広いバスルームに僕の声が木霊する。

　黒大理石張りの浴室。ちょっとしたプールみたいな大きさのジャグジー。黄金の獅子を模もした給湯口。アヒルのオモチャが「くゎくゎ」と鳴きながら泳いでいく。

　洗い場は僕の部屋より広い。しかも、ミストシャワーやサウナルームまでついていた。

　その豪華さには目を瞠るばかりだが、今はそこにツッコミ入れてる場合じゃない。

　ほんの一瞬だけ、視線を右側に移した。

　僕のすぐ右隣では、佐寺さんがお湯に浸かっていた。いまにも噛かみつきそうな恐ろしい顔で僕を睨にらんでくる。

　風紀委員が身につけているのは、赤いビキニ。布地の面積が小さいから、今にも胸がこぼれ落ちそうだ。ジャグジーの泡に隠れてよく見えないけれど、チラッと見た限りではヒップの方も布地が小さめで大変に危険な状態。

　えーっと、僕は漫画雑誌にある巻頭水着グラビアは飛ばして読む。女の子の水着姿に特段興奮するタイプでもない。

　それでも、敢あえて言わせてもらおう。

　──エっロ!!　佐さ寺てらさん、エっロ!!

　僕は左側へと視線を移す。左隣では獅し堂どうがお湯に浸かっていた。

　彼女は競泳水着だ。手足が長い獅堂には、これまたよく似合ってる。頭の上に乗っけたタオルがオッサンぽいのが玉たまに瑕きず。

　そして、さらに獅堂の隣では六む連つれくんも入浴中だった。水色の可愛かわいいタンキニをつけている執事少女は、紅潮させた顔を半分湯船に沈めている。今にもお湯に溶け出してしまいそうなほど顔が蕩けていた。

「ハァハァ！　ハァハァハァハァ！　吹雪ふぶきさまとお風呂っ！　吹雪さまとお風呂……っ！　使用人であるぼくが吹雪さまと同じお風呂に入れるなんて……ああ、こんな幸せがあっていいのだろうか♡　今日のお風呂の残り湯はペットボトルに詰めてとっておこう。夕食後にちびちび飲もう。うふふふ。うふふふふふふ」

　…………。まあ、いいか。幸せそうなので、六連くんは放っておこう。

「生管棟内に、こんな設備があるとは知りませんでした……」と佐寺さん。

　獅堂は湯船に浮かぶアヒルのオモチャのゼンマイを巻く。キリキリキリキリ。必殺仕事○が三味線の糸で悪党を絞め殺すときの効果音に似ていた。















「あなたも風紀委員なら、こんな噂うわさを聞いたことがないかしら？『人ひと気けのない風紀委員室から女の叫び声が聞こえてくる』」

「『獅し子し神がみ学がく園えんの七不思議』と呼ばれるものの一つですね。事件性があるのではないかと調査をしたことがあります」

「実はそれは私が原因なの。お風呂で自慰行為に及んでいるとき、つい声が──」

「あっ！　いいお湯だなあああああああああああ!!」

　爆弾発言を僕は大声で掻かき消けした。

　だが、佐さ寺てらさんは聞き取ってしまったようだ。

「じい行為とはなんですか？」

「えーっと、アレだよアレ。……Ｇ！　Ｇ行為だ！　佐寺さんの判断基準で言うとＧは『朝の挨拶』だっけ？　いやあ、下の階にも聞こえるほど大きな挨拶をするなんて、獅し堂どうは元気がいいなあ！　あっはっは！」

　佐寺さんは僕の誤ご魔ま化かしに納得してくれたようだ。なるほどと頷うなずく。

　と、獅堂が僕の耳元で囁ささやいた。

「上手に誤魔化したわね。まさかあのネタを引っ張るとは思わなかったわ。褒めてあげましょう」

「褒められてもうれしくないよ。というか、アグレッシブすぎる冗談はよせ！」

「ジョークではないわ。私はいつもお風呂で……」

「ま、マジでそんなことしてるの……？」

　競泳水着を纏まとった獅堂が、お風呂の中で脚をもじもじさせた。

「シャワーの水流が、意外と……ね？」

「意外と、じゃねえよ！　聞きたくない聞きたくない！」

「なんてね。それすらも冗談よ。そんなはしたないマネはしません。想像しちゃったかしら？」

　僕に向かって、アヒルのオモチャを泳がせてくる獅堂。僕を囃し立てるみたいにアヒルが「くゎくゎ」と鳴いていた。

　怒鳴り返したい気持ちを、大きなため息と一緒に吐き散らして。

「……それで？　どうして僕たちはお風呂なんか入ってるんだ？　脈絡がなさすぎるだろ。男女で一緒にお風呂なんていろいろマズいし！」

「水着までつけて、もうこうして一緒に入浴しているのに、まだゴネるの？　往生際が悪いわよ、沢渡さわたりくん」

「って、おまえ、この痕が見えないのか!?」

　僕は軽く腰を浮かして、脇腹の辺りを指さす。そこにはスタンガンの電撃痕が残っていた。

　ざっと今日の経緯を説明しておくと──

　放課後、ラブラボで獅し堂どうに「恋人になると温かな気持ちになる」という話をした。

　すると、獅堂は「ありがとう、沢渡さわたりくん。おかげでいいことを思いついたわ」とか言いながら、手を二度ほど叩たたいた。

　そしたらいきなり六む連つれくんが襲いかかってきて、無慈悲なスタンガン攻撃。あえなく気絶する僕。

　で、気付いたら僕は水着姿で湯船に放り込まれており、周りでは三人の女の子が入浴中だったという次第だ。立派な拉致監禁の事案である。

　獅堂は人差し指を立てて、偉そうに講釈を垂れた。

「お風呂に入ろうと提案したのは、もちろん『恋をすると温かくなる』という話を聞いたからよ。恋の温かさは実感できないから、せめてみんなで物理的に温まろうと思って。ほら、『ハダカの付き合いをすると仲が深まる』というでしょう？　私たちの仲も深まるかもしれないわよ」

「で、本当のとこは？」

「佐さ寺てらさんに恋愛の素晴らしさを理解してもらうなんて無理だわ。今さら絆なんて深まりようもないし……。今日がラブラボを使える最後の日になってしまうかもしれないから沢渡くんにお風呂場を見せてあげようと思って」

「心の底からどうでもいい理由だな……」

「ついでに、佐寺さんにビキニを着せてみたかったの。すごいわよね、あの胸。……沢渡くん。ビキニって、なぜビキニと呼ぶか知っている？」

「ビキニの語源？　考えたこともないな。ビキニさんが作ったから、とか？」

「ビキニというのは地名よ。ビキニ環礁で行われた水爆実験が元ネタなの。核爆発級にショッキングだから、ビキニと名付けられたらしいわ。不謹慎な親父おやじギャグだと一笑に付したいところだけれど……彼女を見ると的を射てる気がするわね」

　彼女の言うとおり、佐寺さんのビキニ姿は凄すさまじい迫力だった。

　湯船にバレーボールが二つ浮かんでいる感じ。僕は取り立てて巨乳好きというわけではないのだけれど、それでも目が奪われてしまった。生粋のロリコ○でも佐寺さんを前にしたら宗旨替えするのではなかろうか。

　水着を着ているから状況的にはプールと大差ないとはいえ、女の子と同じお風呂に入るなんて……。しかも、隣にいるのが超絶ナイスバディな佐寺さんなんて……。ドキドキするなって方が無理な話だよ。

　呆ぼう然ぜんと大きすぎる膨らみに見み惚ほれていたら──うっ。

　佐寺さんと目が合ってしまった。

「…………」

　相変わらず親の敵かたきを見るような瞳で僕を睨にらんでいる。

　だが、ビキニの胸元は隠そうとしていなかった。湯船の中で体育座りをして身体を強こわばらせている。

　そんな佐さ寺てらさんのようすに、違和感を覚えた。

　水着になって僕と一緒にお風呂に入るなんて……普段の佐寺さんなら『こんなことしたら赤ちゃんできちゃいます！』なんて騒ぎ出してもおかしくないのに。今日はやけに静かだ。思い詰めたような表情で膝を抱えている。

　佐寺さんとは対照的なのが獅し堂どうのようすだ。

「いいお湯だわ。五時限目が体育だったから、汗を流すにもちょうどいいわね」

　なぁんてノンキなことを言っている。焦ったようすは微塵もなかった。

「獅堂、おまえ体育出たことないだろうが」

　ちなみに、僕と六む連つれくんはちゃんと体育に出席した。授業内容はソフトボール。ジャージがちょっと汚れたから、持って帰ることにした。おかげで今日は大荷物だ……って、それはいまどうでもよくて。

　堪こらえきれずに、僕は小声で獅堂を問い詰めてしまった。

「なあ、このままでいいのか？」

「なんのことかしら？」

「今日で佐寺さんの体験入部は終わりだ。彼女に『恋愛の素晴らしさ』を理解してもらわないと、ラブラボを追い出されちゃうんだぞ？　そんなのんびりしてていいのかよ？」

　獅堂は頭の上に乗っけていたタオルを湯船に沈め、『クラゲ』を作った。空気を溜ためてタオルを膨らますアレだ。我が家ではそう呼んでいる。

「ラブラボは私のお城よ。失うのは困るわね」

「だったら、もうちょっと頑張った方がいいんじゃないのか？」

「頑張るって……なにを？」

「……それは、僕にもわからないけどさ」

　獅堂は『クラゲ』をお湯の中に沈めた。膨らんだタオルから泡が噴き出す。ジャグジーの気泡に混じって、あぶくが弾はじけた。

「今日のいちゃいちゃ──テーマは『温まる』よ。存分にお風呂を楽しみましょう。さあ、肩まで浸かってゆっくり一〇〇万まで数えなさい」

「のぼせて死ぬわ！」

　僕はジャグジーの縁に寄りかかって天井を見上げた。お湯で顔を拭う。

　獅堂は青春症候群の患者で、僕はその治ち療りよう者しや。

　獅堂のために、僕はここにいる。

　まあ、当の獅堂がラブラボを失っても構わないっていうなら……僕が口を出す必要はないのかもしれないけど。

　僕はいろいろな意味で悶々としてしまって入浴を楽しむことなんてできなかった。

　ひとしきり湯船に浮かんでいたオモチャをいじくっていた獅し堂どうは勢いよく立ち上がった。黒い競泳水着の表面を撫なでるように、お湯が流れ落ちる。

「もう十分に温まったから私は上がることにするわ。沢渡さわたりくん。あなたは佐さ寺てらさんに背中を流してもらったらどうかしら？」

「背中を流す……？」

　訝いぶかしげに首を傾かしげる佐寺さん。

「背中を洗ってあげることをそう言うのよ。恋人同士でお風呂に入る場合は背中を洗ってあげるものなの。全身くまなく洗ってあげたらいいわ」

「背中を洗ってあげるのですか……」

　真面目な風紀委員は噛かみしめるように言葉を繰り返していた。

　切実な表情の佐寺さんに追い打ちをかけるように、獅堂は言葉を重ねる。

「佐寺さん。背中を流してあげれば、あなたの目的も果たせるかもしれないわ」

　佐寺さんの──目的？　なんの話だ？

　風紀委員はますます思い詰めたような顔になってしまった。湯船の中で膝を抱えて、お湯に唇をつけるようにしてうつむいている。

「六む連つれ、あなたも出るのよ。私の着替えを手伝いなさい」

「って、僕たち二人きりにするつもりかよ!?」

「ほら、私は名前が吹雪ふぶきでしょう？　氷属性だからお湯には弱いの」

「取って付けたような設定を今さら言いやがって……」

「それとも、沢渡くん。脱衣所を私と一緒に使いたいのかしら？」

「うぐ……」

　腰を曲げて、獅堂は僕に囁ささやいた。

「これが最後のチャンスよ。彼女に恋の素晴らしさを教えてあげてね」

「……え？」

　獅堂はひらひらと手を振って、湯船から上がった。

「それじゃ、ごゆっくり」

　六連くんを伴って、そそくさと浴室から出て行ってしまう。

　浴室の中に僕と佐寺さんだけが残された。

「…………」

「…………」

　しばらくの間、会話がなかった。

　アヒルのオモチャの鳴き声と、獅子頭が吐き出すお湯の音だけが浴室に響き渡る。

「え、えーっと、あのさ……獅し堂どうは背中を流せとか言ってたけど……やらなくてもいいからな。きみだって、僕の背中なんて触りたくないだろうし……」

　佐さ寺てらさんに気を遣って、僕はそう声を掛けた。

『当然です！　沢渡さわたりさんの背中を洗うなんて虫むし酸ずが走ります！』

　そんな怒声が返ってくると思っていたのだけれど。

　使命感に燃えた瞳で、佐寺さんは僕を睨にらみ付つけてきた。

「……いいえ、やります！」

　佐寺さんは勢いよく立ち上がった。ビキニに包まれたナイスバディが露あらわとなる。

　──ばるるるるんっ♡

　おおおう、胸が。

　おっぱいが揺れまくっている。

　ざばざばとお湯を蹴立てて、佐寺さんはジャグジーから上がった。

　洗い場へと大またで歩いていく。相変わらずのモンローウォーク。小さめビキニに包まれたおしりがぷりんぷりんと揺れていて生唾を飲んでしまう。

「沢渡さんも早く来てください」

「ホントにやるのかよ!?」

「はいっ。恋人同士の入浴において背中を流してあげるというのがルールであるなら、私はそれに倣います。悪法も法です」

「で、でも、僕には触れるのも嫌なんだろう？」

「嫌に決まっています！　沢渡さんと同じお湯に浸かっているだけで、赤ちゃんができるのではないかとハラハラし通しだったのに……背中に触るなんて双子ができちゃうに違いありません！」

「触れただけで女の子を妊娠させるなんて、僕はスタンド使いかなにかか」

　ズビシ！──僕を指さして佐寺さんは宣言する。

「しかし、今は千載一遇のチャンスなのです！　風紀副委員長として逃げ出すわけにはいきませんから！」

　チャンスってなんの話だよ？　なにか魂胆があるのか……？

　一抹の不安を感じつつ僕はお風呂から上がった。洗い場の椅子に腰掛ける。

　ハッキリ言って──これは茶番だ。

　どう考えても背中を流してもらったぐらいで佐寺さんが恋の素晴らしさに気付くはずがない。ラブラボを追い出されるという結果はもはや確定的である。

　ナイスバディな風紀委員に背中を流させることで、慌てふためく僕を指さして笑おうという獅堂の魂胆に違いないのだ。

　だが、獅堂は去り際に『最後のチャンス』とか言っていた。

　……ったく、そんな風に言われたらスルーしづらいじゃねえかよ。

「それじゃ、よろしく頼む……」

　洗い場にはボディーソープや身体を洗うためのスポンジが用意されていた。どれも封を切ったばかりの新品に見える。

　佐さ寺てらさんは僕の後ろに立ってスポンジをひっつかんだ。ボディーソープをたっぷりとつけて泡立てる。洗い場の鏡越しに見えるその表情はあまりにも真剣だった。

「それでは……お背中を流します」

　切腹の介錯でもするかのような張り詰めた雰囲気で、佐寺さんは僕の背中にスポンジを近づけてきた。

　つつつつつ──触れるか触れないか、微妙なソフトタッチでスポンジを滑らせる。

「おおぅ♡」

「な、なにを悶えているのですか！」

「ヘンな声が出ちゃったのは、佐寺さんの手つきのせいだ。もっとガシガシやってくれよ」

　ゾリゾリゾリゾリ！──佐寺さんは力いっぱいスポンジで僕の背中をこすった。

「痛たたたたたっ!?　今度は強すぎるって！　僕を脱皮させる気か！」

「そんなこと言われても困ります。私は人の背中など洗ったことがないのですから！」

　怒鳴り合いをしながらも、佐寺さんは僕の背中をスポンジで洗ってくれた。

「ありがとう、佐寺さん。気持ちよかったよ。後は自分で洗えるから、スポンジを貸してくれないか」

「…………」

　佐寺さんはしばらく無反応だった。鏡越しに後ろに立っている風紀委員を見上げる。

　佐寺さんは躊躇ためらうようにスポンジを握りしめてもじもじしていた。

　逡しゆん巡じゆんすること、数秒。

　意を決したように、僕の横で立て膝をついた。

　上目遣いで、ジッと僕を見つめてくる。

　微かすかに潤うるんだ碧みどり色の瞳。桜色に艶つやめく唇。

　そして──たゆゆゆゆんっ♡

　白いビキニに包まれた佐寺さんの胸。水滴に濡れた大きな膨らみが揺れている。

　心臓はドラムロールみたいに高鳴りまくっていた。顔が熱い。鼻の奥がツンとする。気を抜いたら鼻血が出てしまいそうだ。

「ど、どうしたんだ、佐寺さん……？　もう洗い終わっただろ……」

　佐寺さんは返事をしなかった。そっと僕の右腕を掴つかんで。

「あ……あなたの腕も洗って差し上げます」

「ええっ!?　いや、いいよ！　背中だけで十分だって！」

「獅し堂どうさんは『全身くまなく洗ってあげなさい』と言っていたではないですか」

　問答無用とばかりに佐さ寺てらさんは僕の腕にスポンジを滑らせた。僕の右腕が泡だらけになる。

　ふいに佐寺さんはスポンジを落とした。

　泡まみれになった僕の腕を、佐寺さんの滑らかな両手の指が滑る。くすぐったさにも似た快感が走り背筋の辺りがぞくっとした。

「あの……スポンジ落としたぞ……？」

「…………」

　返事はなかった。僕の手首に両手を添えるようにして、佐寺さんは僕の手をそっと引っ張ってくる。

　まるで僕の手のひらを抱きしめようとするみたいに。

　僕の手を自らの胸に引き寄せていって──。

　って、待て！　待て待て待て!!

　このままじゃ、僕の指が佐寺さんのおっぱいに当たってしまうじゃないか！

「な、なにしてんだよ、佐寺さん……」

「…………」

　佐寺さんはなにも答えない。こちらを真まっ直すぐに見つめ、僕の手を胸元へと引っ張る。

　吐息が熱を帯びていた。白い頬ほおは薄紅色に染まっている。

　そして、赤いビキニに包まれた超高校級バストが、鼓動の高鳴りに合わせるようにふるふると揺れていた。

　泡まみれになった僕の指先が、佐寺さんの膨らみに触れる一瞬前。

　距離にして三センチほどのところで、佐寺さんは手を止めた。

「沢渡さわたりさん……」

　物欲しげな可愛かわいい声で僕の名を呼ぶ。

　硬直したまま、生唾を飲んだ。

　この状況は……おとといのキッチンと同じだ。

　間違いなく、僕は佐寺さんに迫られている。



　佐寺さんは！

　この僕に！

　おっぱいを触って欲しがっている!!



　風紀委員は潤うるんだ瞳で僕を見つめている。碧みどり色の瞳に吸い込まれてしまいそうだ。

　そして、僕の右手のすぐ近くには佐寺さんの柔らかそうな二つの膨らみ。

　ほんの少し手を伸ばせば、その魅惑的な果実に触れることができる。泡まみれの手で佐さ寺てらさんの柔らかい膨らみを蹂じゆう躙りんすることができる。

　──佐寺さんが望んでるんだから、揉もんじゃえばいいだろ。

　心の奥底から悪魔の囁ささやきが聞こえた気がした。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキ──。

　耳の奥でうるさいぐらいに鼓動が鳴り響いている。

　視界がグルグルと回る。頭の芯がしびれてきた。魅入られたように、なにも考えられなくなってしまう。

　ゆっくりと、ゆっくりと。

　僕は佐寺さんの胸に手を伸ばしていく。

　五センチ。三センチ。一センチ──。

　僕の指先が佐寺さんの膨らみへと近づいていって──。



「って、そんなことしていいわけないだろっっっ!!」



　セルフツッコミを入れて手を引っ込めた。

　どんなに佐寺さんのボディが魅惑的でも。

　たとえ佐寺さんが望んでいたとしても。

　このお風呂場に、僕たち二人しかいなかったとしても。

　佐寺さんの身体に触れることなんて、僕にはできない。

　僕には恋人がいるんだ。愛まな火びを裏切るようなマネは絶対にできないよ。

「……触らないのですか？」

　佐寺さんは眉をひそめた。苦しげにも見える表情を浮かべて立ち上がる。

「僕には好きな人がいるからな。浮気なんてしないよ」

「あなたは……どうして……」

　佐寺さんは僕の方へ身体を近づけてきた。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ、佐寺さん」

　僕は椅子に座ったまま腰を引かせて、彼女から距離を取ろうとする。慌てて動いたせいで足がカランにぶつかった。シャワーのお湯が僕たちの頭上に降り注いでくる。

　お湯に打たれたまま、佐寺さんはさらに僕に近づいてきた。美しい身体を撫なでるように、お湯が流れる。プラチナブロンドの髪もしっとりと濡れていた。凄すさまじい色っぽさだ。

「沢渡さわたりさん……」

　佐寺さんは目眩を感じているみたいに揺らめいた。

　虚ろな瞳で僕を見つめていたかと思うと──いきなり抱きついてくる。

　風呂椅子に座ったままでは踏ん張りが利かず、佐さ寺てらさんに押し倒されてしまった。

　強引すぎるだろ、佐寺さん！

　洗い場に組み伏せられてしまう。僕たちの上からシャワーのお湯が降り注いでいた。

　──もにゅにゃにょんっ♡

　僕の胸板に、佐寺さんの胸が押し当てられる。気が遠くなるほど柔らかい。ふおお。ふおおおおお。

「お、落ち着いてくれ、佐寺さん！　僕にはそんな気持ちはないんだ！　話し合おう、話せばわかる！」

「ハァ……ハァ……」

　僕の上に乗っかった風紀委員は息を荒くしていた。

　うわあ、佐寺さん、めっちゃ興奮してる！

　このまま襲われてしまうんじゃないかと慌てる僕だったのだが。

　直後に異変に気付いた。

「ハァっ……うくっ……」

　佐寺さんは過呼吸を起こしたみたいに、苦しげに呻うめいていた。顔色が青い。

　彼女は僕を押し倒したんじゃない。単に僕の方へ倒れ込んだだけだ！

　桃色に染まりかけていた僕の脳内が一瞬でクリアになった。

「大丈夫か、佐寺さん！　しっかりしろ！」

　返事はなかった。苦しげに呻き続けている。

「獅し堂どう！　六む連つれくん！　近くにいるか!?　佐寺さんが倒れた！」

　返事がない。二人とも近くにはいないようだ。

　シャワーの雨に打たれたまま、佐寺さんを抱き起こした──。



　　　　×××



　──佐寺翡ひ翠すいは、夢を見ていた。



　これは夢だって、はっきりわかる。いつも見ているから。

　私にとっては、ありふれた夢だから。私を苛み続ける、悪夢だから。



　夢のはじまりは、中学校の昇降口。

　放課後の閑散とした下げ駄た箱ばこで、私は便箋を抱いて微笑ほほえんでいる。

「どうしよう……憧れの鈴すず井い先輩からお手紙をもらうなんて……夢みたい」

　鈴井先輩。

　アメリカから日本に来たばかりで、不安だった私に初めて声を掛けてくれた人。

　中学校を案内してくれて、『わからないことがあったらなんでも聞いてね』と優しく微笑ほほえみかけてくれた男の子。

　私の──初恋の人。

　日本の中学校に転入してから三か月が経たっても、恥ずかしくてほとんどお喋しやべりなんてできなかった。放課後のグラウンドでサッカーをする先輩の姿を遠くから見つめているのが精一杯。それだけで胸が張り裂けそうだったのに。

　そんな鈴すず井い先輩が、手紙をくれた。

『放課後、校舎裏で待ってる。一人で来て欲しい』

　たった一言だけ。

　私の想いが先輩にも伝わったんだ。

　上履きから、ローファーに履き替えて。私は校舎裏へと向かう。

　胸の中がふわふわして、心臓がドキドキして見るモノ全てがキラキラして。

　最高に幸せな気分だった。

　火がともったみたいに、心の奥が温かい。

　この温かさは……きっと恋だ。

　私は鈴井先輩に恋をしている。

　校舎裏につく。制服姿の鈴井先輩は、私を見ると照れくさそうに微笑んだ。

　笑顔が眩しくて、私は先輩の顔を真まっ直すぐに見ることすらできなかった。

「ありがとう。来てくれてうれしいよ」

　大好きな先輩は恥ずかしそうに頭を掻かいた。頬ほおを染めて、もじもじしている。

　ひょっとして──先輩は私に告白してくれるのかな？

　どうしようどうしよう。なんて答えたらいいのかな。

　先輩のことは大好きだから、もちろんＯＫしたいと思う。

　だけど、なんて返事をしたらいいの？

　私の好きな気持ちをちゃんと伝えられるかな？

　ドキドキしながら、先輩の言葉を待った。

　そしたら、鈴井先輩はくしゃくしゃになった千円札を三枚、ポケットから取り出してこう言った。



「佐さ寺てらさん。三千円出せば、ヤラせてくれるって本当？」



　鈴井先輩。

　私の──初恋の人。

　大好きな先輩は、笑った。

「やっぱ、外国じゃそーゆーの進んでるんだな。オレもさっさと童貞捨てたいからさ、よろしく頼むよ」

　大好きな先輩の下げ卑びた笑い。

　そのとき、気付く。校舎裏にはたくさんの気配があった。物陰に隠れて、男の子たちがこちらを見ている。

　私は逃げ出した。

　泣きながら走ってもいやらしい視線が触手みたいに絡みついてくる。

　汚らしい無数の手が私にまとわりついてくる。

　男たちの声が殷々と響いた。



　──佐さ寺てらさん、エロいよな。

　──なんで嫌がるんだよ。いつもやってることだろ？

　──おまえが誘ったんじゃないか。物欲しそうな顔しやがって。



　暗闇の中を逃げまどう私。いつしか走れなくなって、その場に蹲うずくまってしまう。

　数え切れないほどの薄汚い手が私に襲いかかってくる。

　抗うこともできずに、その奔流に呑み込まれそうになって──。

　普段なら、そこで悪夢が終わるのだ。

　しかし、今日は終わらなかった。

　誰かが私を抱き上げて、薄汚い手から救い出してくれた。

　壊れ物を扱うようにお姫さま抱っこをされている。

　そっと目を開く。強い目眩のために視界がグルグルと回っていた。

　歪ゆがんだ世界の中で、レオ高の制服を着た沢渡さわたり由ゆう吾ごさんが私を横抱きにして廊下を走っていた。

　私を心配しているのが表情からわかる。力強い腕を通して、沢渡さんのぬくもりが伝わってきた。

　彼は温かくて。とてもとても温かくて。

　その温かさが、私の胸の奥底を掻かきむしって。

　私は堪こらえきれず目を閉じた。



　──今日のは、これまでで一番の悪夢だ。



　そのまま再び、私の意識は途切れた。



　　　　×××



　佐さ寺てらさんが目を覚ましたのは、三〇分後のことだった。

「ここは……？」

　ベッドから上半身を起こして、佐寺さんは首を巡らす。

「保健室だよ。いきなりぶっ倒れちゃうからびっくりしたぜ。放っておくわけにもいかないから、保健室の先生に診みせに来たんだ。保健の先生に聞いたよ。貧血でしょっちゅう倒れてるんだってな」

　保健の先生によれば、しばらくベッドで安静にしていれば治るそうだ。びっくりさせないでくれよ。心臓が止まるかと思った。

　佐寺さんはまだ気分がすぐれないのか、ぼんやりとしていた。しかし、自分がジャージを身に纏まとっているのに気付いた直後、勢いよく胸元を手で押さえた。

「おまえが着てるのは僕のジャージだ。着替えさせたのも僕だよ」

「……ジャージの下に、なにも着ていないのですが」

「濡れた水着をそのままにはできなかったから脱がせたんだ。獅し堂どうも六む連つれくんもラブラボにいなかったから、僕がやったよ。でも、信じてくれ。天地神明に誓ってヘンなとこを見たり触ったりはしてないからな」

　佐寺さんは肩を震わせていた。

　まあ、ショックを受けるのも無理はないよな。大嫌いな男に着替えさせられちゃったわけだから。

　彼女は聖典を持ってない。手帳でぶん殴られる代わりに平手打ちされるぐらいのことは覚悟した。

　だが、佐寺さんのリアクションは僕の想像を遥かに超えるものだった。

　ベッドの上を這はうように僕の方へ近寄ってきて、ジャージのジッパーを引き下ろしたのだ。

　彼女は素肌の上に僕のジャージを着ている。ジッパーを全開にしたせいで、胸の谷間や可愛かわいらしいおへそが盛大に露出してしまった。ほんの少しでも裾がひらめいたら、危険な部位が見えてしまいそうである。

「ななな、なにしてんだよ!?」

「沢渡さわたりさん。私に触れないんですか……？」

「触るわけねえだろ！　わけわかんないこと言ってないで、大人しく寝てろよ！」

「あなたは愛人を作って、それを公言するような下劣な男のはずでしょう!?　薄汚いケダモノのはずでしょう!?　それなのに、どうして……」



「どうして、優しくするのですか!?」



　佐さ寺てらさんの瞳からぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。熱い雫が頬ほおを伝っていく。

「意味がわかんねえよ……」

　僕は佐寺さんのジャージに手を伸ばした。ジッパーを上まで引き上げる。ついでに制服のシャツの袖で佐寺さんの涙を拭った。

　ベッドの上でへたり込み、佐寺さんはしゃくり上げている。

　僕は女の子の涙が嫌いだ。泣いている女の子を見ると、いてもたってもいられなくなる。絞り出すように僕は尋ねた。

「もしよかったら……教えてくれないか。どうして泣いてるんだ？」

　佐寺さんは答えなかった。

　その代わりに、小さな声で僕に尋ねてくる。

「……沢渡さわたりさん。あなたは、本当に私が『恋の素晴らしさ』とやらを理解すると思ったのですか？」

「え……？」

「そんな勝負、成立するはずがありません。恋愛心理研究会なんて怪しげな部活動を私は最初から認めるつもりはなかったのですから」















　佐さ寺てらさんが『恋の素晴らしさ』を理解したかどうか、それを客観的に知る術はない。

　彼女のさじ加減一つで、どうとでもなる。仮に『恋の素晴らしさ』の片鱗を理解できたとしても、彼女がそれを認めなければ、僕たちの負けとなる。ラブラボを追い出されてしまうのだ。

「だったらどうして、一週間も体験入部をしたんだよ？」

「そんなの決まっています。あなたを退学に追い込むためです」

　佐寺さんは僕の鼻先に人差し指を突きつけた。

「あなたたちは生管棟の一室を不法占拠していました。それを罪に問うても、教室の明け渡しと厳重注意で終わり。沢渡さわたりさんをこの学園から追い出すことはできません」

「それじゃ、佐寺さんが体験入部をしたのは──」

「沢渡さんが不純異性交遊をしたという、確かな証拠を手に入れるためです。獅し堂どうさんが、こんなアドバイスをしてくれたのですよ」



　──体験入部の間に沢渡くんがえっちなマネをしたら、彼を捕まえてしまっていいわよ。

　　　不法占拠なんかより、ずっと重い罪に問えるでしょう？



　体験入部について話しているとき、獅堂は佐寺さんに耳打ちをしていた。

　そんなことを言ってたのかよ、アイツは……。

　佐寺さんは大きく膨らんだ胸元に手を当てて。

「私自身をエサとしてあなたに淫らな行為をさせれば、不純異性交遊の動かぬ証拠を手に入れることができます。しかも、ラブラボは生管棟の内部。風紀委員が直接裁くことができるのです。不法占拠と不純異性交遊と婦女暴行。沢渡さんが私に手出しさえすれば、あなたを退学に追い込めるはずだった……それなのに……」

　佐寺さんは悔しげに唇を噛かんだ。

「あなたはなにもしなかった……」

「するわけないだろ。僕には恋人がいるんだよ」

「愛人もいるではないですか！　あなたは女の子を泣かせる忌いむべき存在です！　男なんてみんな汚らわしいケダモノです！」

　再び、佐寺さんの瞳に涙が浮かんだ。

「あなたはケダモノのはずなのに……」

　碧みどり色の瞳が揺らいでいる。華きや奢しやな肩が可哀想なほどに震えている。

　ひどく混乱しているようにも、怯おびえているようにも見えた。

「きみは何度か貧血で倒れてるって保健室の先生が言ってたよ」

　佐さ寺てらさんは、僕を引っぱたくときはいつも手帳を使っていた。素手で攻撃してきたことは一度もない。

　指先が触れただけで悲鳴をあげて。

　お風呂場で触れあったときには、ついに気絶してしまった。

　それらの要素を加味して尋ねる。



「佐寺さんは男性恐怖症なのか？」



　びくっと佐寺さんは肩を震わせた。その反応は僕の問いに肯定したのも同然だ。

「どうしてそんなに男が怖いんだよ。なんで、それほどまでに男子をケダモノ扱いするんだ？」

　佐寺さんはすぐには答えてくれなかった。

　長い長い逡しゆん巡じゆんの後で。

「私は──」

　消え入りそうなほどに小さな声で呟つぶやく。

「私は──なにもしていないのに」

　佐寺さんが話してくれた過去は衝撃的なものだった。

　あまりにもセクシーなルックスのために、佐寺さんは周囲の男から性的な行為を求められていたのだ。

「私は──キスだってしたことがないのに」

　彼女にはまったくその気はないのに。

　誘惑していると勘違いされ、セックスシンボルに祭り上げられ、勝手にビッチ扱いされてきた。

　そんなことが重なって、佐寺さんは男が苦手になってしまった。鬼の風紀委員として不純異性交遊を厳しく取り締まるようになったのだ。

「おまえは《鋼鉄の処女アイアン・ビツチ》とか呼ばれてるよな。裏では男といろいろしてるって噂うわさも聞いたけど、あれも……」

「根も葉もない中傷です。私は言い寄ってきた男子生徒を容赦なく断罪しています。不純異性交遊の罪に問われた生徒もいますからね。きっとそういう人たちが、悪意ある噂を流したのでしょう。男なんて、みんなケダモノです」

　佐寺さんは涙に潤うるんだ瞳で僕を睨にらみ付つけてくる。その眼まな差ざしは鬼の風紀委員を彷ほう彿ふつとさせる凜りんとしたものではなく迷いに満ちたものだった。

　涙の雫が、再び頬ほおをなぞるようにこぼれ落ちる。

「あなたもケダモノのはずなのに……どうして私に優しくするのですか……。どうして紳士的に振る舞うのですか……」

　……そうか。そういうことだったのか。

　ようやく佐さ寺てらさんの涙の理由がわかったよ。

　佐寺さんにとって全ての男子生徒はえっちなことしか考えていないケダモノだ。

　その中でも僕はとびきりの悪党。なにせ卒業式ジャックをして愛人を作ると宣言したほどだからな。

　佐寺さんはどうしても僕が許せなかった。

　僕のようなケダモノは退学になってしかるべきだと考えた。

　だからこそ、彼女は獅し堂どうが提案した勝負に乗った。

　恋愛心理研究会の活動に参加するフリをして、僕が不純異性交遊を行った動かぬ証拠を掴つかもうと考えたのだ。

　佐寺さんはただそこにいるだけで男たちを誘惑してしまうほどの超セクシー系で。

　僕は堂々と愛人をつくって憚らないケダモノ野郎だ。

　佐寺さんは、僕が簡単に手出しをしてくるだろうと思った。

　彼女が獅堂の求めに応じてセクシー系のコスプレをしていたのも、僕を罠にはめるためだったのだろう。

　簡単に言うなら彼女が行ったのは──おとり捜査。

　ところが、僕は佐寺さんに手出しをしなかった。

　一緒にお風呂に入り胸に手を近づけても、彼女の身体を触ろうともしなかったのだ。

　憎むべきケダモノの筆頭であるはずの僕が紳士的にも見える行動をしたことで、彼女は動揺してしまったのだろう。

　佐寺さんの頬ほおを涙の雫が伝っていく。

　アイデンティティの揺らぎ。その混乱が涙となって瞳から溢あふれているのだ。

　佐寺さんの涙を見て、思った。

　なんとかしてやりたい……。彼女を助けてやりたい！

　そんな風に強く思った。

　思春期を生きる僕たちにとって、スタイルのいいクラスメイトを見てムラムラしてしまうことなんて日常茶飯事だ。ごくごく普通のことだと思う。

　しかし、佐寺さんの場合はレベルが違った。

　セクシーすぎるルックスのために、より多くの性的な興味を集めることになってしまったのだ。

　それが故に、佐寺さんは極度の男性不信に陥おちいった。男女交際を全力で否定し続ける、鬼の風紀委員と化したのである。

　男はケダモノじゃない！──なんて言い張るつもりはない。僕にだってケダモノな部分はある。パソコンの履歴を見られたらマズイって感じる程度には。

　だけど──だけどさ！

　男女交際は不潔なことばかりじゃないんだよ！　いいこともいっぱいあるんだ！

　僕は愛まな火びと恋をしているからこそ、そう断言できる。

「うぅ……ぅ……」

　声を殺して佐さ寺てらさんは泣いていた。

　彼女の涙を止める方法はないだろうか。僕にできることはないだろうか。

　……すぐに一つ、方法が思い浮かんだ。佐寺さんの気持ちを楽にしてあげる手段。

　でも、それは、僕の口からは言えない──……。

　唇を噛かんだ、そのとき。

　真冬の風が吹きつけたかのような、冷たい声が保健室に響いた。

「沢渡さわたりくん。あなたは本当にわかりやすいわね」

　獅し堂どう吹雪ふぶき。

　制服姿のクラスメイトが、黒髪を揺らして歩み寄ってきた。

「顔に書いてあるわよ。私の秘密をバラしてしまいたい、って」

　彼女の言うとおりだ。僕が思いついた佐寺さんの涙を止める方法。

　それは、獅堂は愛人ではないと教えること。

　獅堂といちゃいちゃしているのは治ち療りようのためであり、僕が好きなのは愛火一人だと明かしてしまえば、佐寺さんの葛藤も少しは和らぐかもしれない。

「……ダメかな？」

「ダメ」

　獲物をいたぶる猫みたいに、獅堂は目を細めて。

「──って言いたいところだけど、沢渡くんが私の命令をなんでも一つ聞いてくれるのなら、佐寺さんに秘密を明かしていいわ」

「わかった。約束する」

「……少しぐらいは躊躇ためらって欲しかったわ。相変わらず、沢渡くんは庇ひ護ご欲求の権化ね」

　呆あきれたように肩を竦すくめて、獅堂は自らの罹り患かんしている青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんについて佐寺さんに説明した。

「……で、では、お二人は愛人関係ではないということですか？」

「そうよ。ラブラボは治療のための設備なの。薬代わりに沢渡くんにいちゃいちゃしてもらって、トキメキを補給しているのよ」

「にわかには信じがたいですが……」

「卒業式ジャックをしたのは、獅堂が発作を起こしかけていたからだ。あのまま放っておいたら、近くにいた異性と……なんつーか、そーゆーことをしていた可能性がある。だから、ステージに乱入して獅し堂どうにキスしたんだよ」

「あんなことをしたのは、獅堂さんを守るため……」

　佐さ寺てらさんは考え込むようにうつむいた。卒業式の送辞を読んでいた獅堂のようすを思い出しているのだろうか。

「僕が佐寺さんに手出しをしなかったのは当然のことだ。僕には恋人がいる。愛まな火びが好きだから、アイツを裏切るようなマネはしないんだよ」

「沢渡さわたりさんはケダモノではなかったのですね……。そうとは知らず、ひどいことを言ってしまいました……」

「いや、構わないよ。卒業式でとんでもないウソをついたのは事実なんだからさ」

　佐寺さんは僕のジャージの袖で涙を拭った。大粒の涙はこぼれていない。一応、彼女の涙を止めることには成功したようだ。だが、未いまだに涙目だったし、表情は暗かった。

　僕の気持ちを読んだかのように、獅堂は言う。

「……でも、その事実を知ったところで根本的な解決にはならないわね」

　まったくもってその通りだ。僕が浮気者ではないと明かすことで、佐寺さんの動揺を取り去ることはできた。しかし、彼女の男性恐怖症が治ったわけではない。心の傷が癒いやされたわけではないのだ。

　どうしたらいい？　こんなに苦しんでるんだぞ？

　彼女を癒してやれる方法はないのかよ？

　どんなことでもいい。僕にできることはないのか……？

　拳を固めた僕。

　そして、うつむいている佐寺さん。

　二人を順番に眺めた獅堂は、

「提案があるわ」

　と、淡々とした声で言った。



「ねえ、佐寺さん。これからも恋愛心理研究会で一緒に活動しましょう」



　な、なにを言い出すんだ、コイツは？

　佐寺さんは驚いたように、獅堂を見上げて。

「どういう意味ですか？」

「私は彼を治ち療りよう者しやにして、青春症候群を治療している。それと同じように、あなたも沢渡くんを治療者にして男性恐怖症を治したらどうかしら？」

「ちょっと待てよ！　獅堂だけじゃなくて、佐寺さんともいちゃいちゃしろってことか？」

「そういうこと。沢渡くん、あなたは私の言うことをなんでも一つ聞いてくれるんだったわよね？」

「……くっ」

　なにも言い返せなくなってしまう。獅し堂どうのヤツ、はじめからこれを提案するつもりだったのか？

「どうして、私がそんなこと……。無駄だと思います……」

「私はそうは思わないわ」

　ゆっくりと獅堂は佐さ寺てらさんに歩み寄った。プラチナブロンドの髪を指先で撫なでる。

「ねえ、佐寺さん。私とあなたは性格は違うけれど、似通っている部分があるのよ。私は病気のせいで男の子とえっちな行為を求めてしまう。あなたはその美貌のせいで男の子にえっちな行為を求められてしまう。状況は真逆。まるでコインの裏表」

　驚いたように佐寺さんは顔を上げた。

「けれど、そのくそったれな境遇のせいで、私たちは薄暗い青春を歩むこととなってしまったという点で共通している。男の子が怖くって、ろくに会話さえできない。そうでしょう？」

　鬼の風紀委員はベッドの上で膝を抱えた。苦しそうに唇を噛かむ。獅堂の言葉が彼女の胸を抉ったようだ。

「私は沢渡さわたりくんに治ち療りよう者しやになってもらってから、それなりにマシな日々を送れるようになったのよ」

「…………」

「佐寺さん。恋愛心理研究会に体験入部して、どうだったかしら。恋愛の素晴らしさなんて高尚なものはさておいて──男の子との普通の触れあいができたのではなくて？」

　佐寺さんは僕の方に視線を向けて、すぐさま顔を逸そらした。

「そ、それについては否定しませんが……」

「これからも沢渡くんを練習台にしていちゃいちゃしましょう。そうしたら、あるいはあなたの男性恐怖症が和らぐかもしれない。普通の女の子みたいに恋ができるかもしれないわ」

　もう一度、佐寺さんは僕の方を見た。そしてまた、すぐさま背そむける。

　その頬ほおは、ちょっぴり朱に染まっていた。

「でも、怖いです……」

「沢渡くんなら、大丈夫よ。彼は不能だから」

「って、おい！　とんでもないタイミングでぶっ込んできやがったな！」

　僕がツッコミを入れても、獅堂は涼しい顔をしていた。

「青春症候群は、えっちな気分になっちゃう病気──それを利用すれば、私にどんな変態プレイでも強要できるはずなのに、沢渡くんは手を出したことは一度もないの。だから、怖がらなくても大丈夫。一緒に沢渡さわたりくんを利用しましょう」

　佐さ寺てらさんは抱えた膝をぎゅっと抱き寄せた。顔を埋めるみたいに膝小僧に額をつける。

　重たい沈黙。長い逡しゆん巡じゆんの後で。

　消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「……少し、考えさせてください」










　　　エピローグと見せかけた、恋愛心理研究会の新展開。





「『ツンヌレ』という属性を知っているかしら？」



　いつか見た、夢の中の言葉がリフレインする。



　　　　×××



「おい、獅し堂どう！　危ないぞ！」

　翌日の放課後。第一校舎の屋上に呼び出された僕は、ドアを開けるなり息を呑んだ。

「遅かったわね、沢渡くん」

　獅堂は屋上のフェンスの外側にいたのだ。鉄格子の向こう側で涼しげに佇んでいる。彼女の長い黒髪が五月の風に吹かれて優雅に靡なびいていた。

「落ち着いてる場合か!?　危ないから、こっちへ来い」

「落ち着いてるけど、落ちたりしないわ。結構広いから、大丈夫よ」

　フェンスから屋上の縁まで、五〇センチほどの幅しかない。

「沢渡さわたりくんもこちらへいらっしゃいな」

　社交ダンスに誘うみたいに、僕の方へと手を伸ばしてくる。

「どうしても怖くて泣いちゃうっていうのなら、そこにいてもいいけど？」

「……安い挑発だな。今どき少年漫画のキャラクターだってそんなの乗らないだろ」

　呆あきれつつもフェンスに足をかけた。僕の身長と同じぐらいの高さがある鉄格子をよじ登る。

　言い争ったところで、獅し堂どうは僕の言うことを聞くタイプじゃない。彼女を屋上の端っこで一人にしておくよりは、僕も近くにいた方が安全だと思ったのだ。

　格子状になってる部分に足をかけ、反対側へと降りる。

　校舎は四階建てだ。眼下には校舎裏が広がっている。裏庭に植えられたイチョウの木のてっぺんに手が届きそうだ。下を覗のぞき込こもうとすると足が竦すくむな。

「不思議な気分ね。まるで空の上に立っているかのようだわ」

　獅堂は空を見上げる。つられて僕も上を見た。

　僕たちの頭上には五月晴れの空。フェンスも窓枠もないむき出しの青空。

「フェンスの中と外、距離にしてほんの一メートルほどしか移動していないのに……すごくドキドキする」

「こっち側は安全じゃないってわかってるからな。あんまり縁に近づくなよ」

「気をつけるわ」

　呟つぶやきながら獅堂はくるりとその場でターンをした。スカートの裾がふわりと広がる。

「って、言ってるそばから危険なことすんな！」

「よろめきそうになったら、沢渡くんに掴つかまるわ」

「助けられるとは限らないぞ」

「あなたを落として、私だけ助かるつもりよ」

「最低だな、おまえは！」

　くだらないやり取りの後で、切り出した。

「なあ、獅堂」

「なにかしら」

「おまえ、佐さ寺てらさんが男性恐怖症だってわかってたんだろ？　たぶん、六む連つれくんの報告を受けてそのことを知った。違うか？」

「…………」

「全部わかった上で、彼女を助けるためにラブラボへ呼んだんじゃないのか？」

　獅堂の行動には不可解な点が多かった。

　佐寺さんにラブラボの存在を明かしたこと。

　僕たちが恋愛心理研究会とかいう謎の部活動を行っている体にして、なおかつその活動意義を彼女に理解させるための勝負を持ちかけたこと。

　佐さ寺てらさん自身をエサにして、不純異性交遊の証拠を掴つかめと指示したこと。

　獅し堂どうの行動は意味不明だ。

　だが、佐寺さんにも治ち療りようを受けさせるためだったと考えれば納得がいく。

　獅堂は自分と同じように『薄暗い青春』を送っていた佐寺さんにシンパシーを感じた。だから、彼女を助けたかったんじゃないか？

　獅堂はしばらくの間、口を開こうとはしなかった。

　吹き抜けるそよ風がさまざまな音を僕たちの元へと運んでくる。

　野球部がランニングをする掛け声。吹奏楽部が吹くトロンボーン。生徒たちの楽しげな笑い声。

「──さあ？　なんの話かしら？」

　獅堂は小さく首を傾かしげた。その仕草は僕たちを包む『放課後のノイズ』に耳を傾けているようにも見えた。

「私はそんな殊勝な人間ではないわ。佐寺さんを仲間に引き込んだのは私の治療を邪魔させないためよ。風紀委員に目をつけられるのは面倒だもの。脅迫をして言うことを聞かせるのが不可能だとしたら懐柔して仲間にしてしまうのが一番よ」

「誤ご魔ま化かさなくてもいいんだぞ」

「誤魔化してなどいないわ。佐寺さんを巻き込んだのには利己的な理由があるのよ」

「利己的な理由？」

「そう。とてもとても利己的な理由」

　──とん、と。獅堂は屋上の縁へ乗った。

　一本橋でも渡るように手を広げてクラスメイトは屋上の縁を歩く。

「私と沢渡さわたりくんと飛鳥あすか井いさん。青せい春しゆん症しよう候こう群ぐんの患者と治ち療りよう者しやとその恋人。私たちはとても歪いびつでアンバランスな関係よ。でも、ここ最近はとても安定していた」

　獅堂は首を巡らせて屋上を見やった。

「まるで、あちら側みたいに」

　鉄格子の向こう側。青いベンチの置かれた第一校舎の屋上。

「フェンスの内側みたいに、危険な場所なのに危険じゃなくなってたの」

　くるりと振り返って、僕の方に手を伸ばす。

「そんなの、つまらないと思わない？」

「つまらない？」

「そう、つまらない」

　手招きするように、獅堂は指先を動かす。

　手を握れというジェスチャーだろう。僕も屋上の縁を歩いて獅堂の手を握った。

　屋上の端っこで、僕と獅し堂どうは手を取り合う。

　唄うたうように、吟じるように、唱えるように。

　獅堂は続けた。



「ねえ、沢渡さわたりくん。

　暗闇の中で泣いていた私に手を差し伸べたのは、あなたよ。

　苦しみの中で揺れていた私を日の当たる日常へ引きずり出したのは、あなたよ。

　迷って迷って迷った末に迷い続けることを選んだ私に選択を迫ったのは、あなたよ。

　ねえ、沢渡くん。沢渡くん沢渡くん沢渡くん。

　そんなあなたと過ごす日常が平凡であっていいはずがないわ」



「意味がわかんねえよ」

「佐さ寺てらさんが一緒にいちゃいちゃするようになったら、きっとめちゃくちゃになるわ。セクシーすぎる風紀委員に振り回される沢渡くん。想像するだけで笑えるわね。いちゃいちゃで、めちゃくちゃで、はちゃめちゃで、ぐちゃぐちゃ」

「まさか、引っかき回すためだけに佐寺さんを巻き込んだっていうのか？」

　獅堂は僕の問いには答えなかった。僕の手にもう片方の手を添えて。

「ねえ、沢渡くん。あなたは──」

　上目遣いに尋ねてきた。



「『ツンヌレ』という属性を知っているかしら？」



「つ、ツンヌレ？」

　いつだったかの夢の中で説明されたような気がするが……口に出すのも憚られるような内容だったので知らんぷりを決め込んだ。

「き、聞いたことないな」

「私はね、沢渡くん。子どもの頃からツンヌレっ娘こだったのよ」

「こ、子どもの頃からッスか!?」

　敬語になってしまった。ちっちゃい頃から下ネタ好きだったのかよ、コイツは。

「幼い頃、私が入院していたとき。あなたを見かけた病院でも、私はツンヌレってたわ」

　僕と愛まな火びは幼い頃に病院で出で逢あった。

　獅堂は隣のベッドにいて、そのようすを見ていたらしい。

「今でもそう。私はいつでもツンヌレってるの」

「いや、あんまりそういうことは大声で言わない方がいいと思うぞ……」

「そうね。ツンヌレなんてあまり格好のいいことではないから、大きな声で言わない方がいいかもね。ツンヌレというのは──」

　獅し堂どうは僕の手を握ったまま、真まっ直すぐにこちらを見上げてくる。



「口ではツンケンしているけれど……心では涙に濡れている女の子のことだもの」



「え？」

「沢渡さわたりくん。あなた、飛鳥あすか井いさんとの仲が進展したみたいね。キスでもしたのかしら？　心の底からどうでもいいわ。勝手にしてって感じよ。私には関係ない。だけど──」

　ガラス玉みたいなクラスメイトの黒い瞳になにかが写り込んだ。



「だけど、なんだかとてもムカついて──」



　飛行機だ。僕たちの頭上を一機の飛行機が飛んでいく。



「──それでいて、ちょっぴり悲しいの」

















　甲高いエンジン音が響いたから、獅し堂どうの声が掻かき消けされてしまった。

　飛行機雲が蒼穹を白いラインで区切っていく。

　あちら側とこちら側。彼方と此方を分け隔てるように。

「なんだって？　いま、なんて言ったんだ？」

「なんでもないわ。いつもながらの冗談だから気にしないで」

　獅堂は僕の手を振り払ってバックステップして距離を取った。

　危ないぞと声を掛けようとしたとき、軽やかな電子音が響いた。スマホにメールが着信したようだ。

　愛まな火びからのメール。簡単に目を通した僕は、驚きのあまり呼吸ができなくなった。





　件名：‥

　どういうことなの!?



　本文：‥

　恋愛心理研究会って部活が発足したって貼り紙が生管棟に提示されてたよ！

　部長が獅堂さんで、部員が由ゆう吾ごと六む連つれくんと佐さ寺てらさんだって！

　これってどういうことなの!?　なんで部活になっちゃってるの!?

　どうして佐寺さんも一緒なのよ！　後でちゃんと説明してよね！





　スマホから視線を上げ獅堂の顔を見た。

　恋愛心理研究会の部長は、薄笑いを浮かべていた。



「沢渡さわたりくん。私たちのいちゃいちゃを、次の段階へ進めましょう」










　　　　あとがき







　おひさしぶりです。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂けると嬉しいです。

『僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ』──略称『僕いちゃ』の第二巻です。

　無事に二巻をお届けすることができて、心の底からホッとしております。

　なぜなら、この作品は執筆すると心身に多大なダメージを負うのですよ。

　由ゆう吾ごくんと愛まな火びちゃんが作者の予想を越えていちゃいちゃしやがりまして……ああ、うらめやましい（恨めしい＋羨ましい）！　この甘々バカップルめ、爆発しろ！　もげろ！

　天に向かって咆哮し、血涙を迸ほとばしらせ、壁に正拳突きを喰くらわせて。七転八倒の末に本作は執筆されております。いやもう本気で悶もん死しするかと思いました。風見が味わったのと同じ悶もん絶ぜつをみなさんにも感じてもらえたら幸いでございます。

　ところで、話は変わりますが。

　ＭＦ文庫Ｊでの著者近影には、ＰＣのキーボード画像を使っております。

　普段から執筆に使っているキーボード──というわけではありません。よーく見るとキーボードのキーが『ＫＡＺＡＭＥＧＵ』になってるのです。風見周の略でかざめぐ。

　我が家には壊れたキーボードがたくさんあります。そいつらをバラして『ＫＡＺＡＭＥＧＵ』の文字を書こうかなあと思ったのですが、時間がなかったのでちゃちゃっと画像加工をして作りました。作成時間一〇分の力作です。

　って、これだけ書くと『そんなに自分の名前をアピールしたいのか！』とツッコまれてしまいそうですね。実を言いますと、作成した画像はスペースの都合で左端が切れておりまして。一番左側には『＠』のキーが隠されているのです。

　つまり、この著者近影は『@kazamegu』という風見周のツイッターアカウントを示していたんだよ！（な、なんだってー！）

　あまり頻繁には呟つぶやいていませんが、新作情報なども告知しておりますので興味のある方はぜひフォローしてみてくださいね。

　さて、紙幅が尽きて参りました。今回も素敵なイラストをつけてくださった高たか品しな有ゆ桂かさん、そして担当Ｉさんに最大限の感謝を。原稿遅れて申し訳ないです！（土下座で）

　第三巻をお届けできるかどうかは、また売り上げ次第のようです。風紀委員の佐さ寺てら翡ひ翠すいさんを巻き込んで、恋愛心理研究会が本格始動！　由吾くんと吹雪ふぶきさんとのいちゃいちゃ生活はエスカレートしまくり！　愛火ちゃんとの恋愛も大幅ステップアップ!?　ってな感じでお送りしていく予定ですので、これからも応援よろしくお願いしますねっ！










　著者

　風見周（かざみ・めぐる）

　　なにはともあれ異性にモテたい。
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　高品有桂（たかしな・ゆか）

　　アニメーターです。

　　２巻目です！　気合い入れて頑張ります!!










僕と彼女がいちゃいちゃいちゃいちゃ２
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